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「庭に花を植えたんだよ」

　どうしてか照れた顔をしてソラが言う。

「お花を植えたの？　なんのお花？」

「薔ば薇らに芍しやく薬やくに牡ぼ丹たん。それから桔き梗きように春しゆん明めい菊ぎくに秋桜コスモスに向日葵ひまわりに……」

　うきうきとした声こわ音ねでソラが花の名を続け、あかりはソラにつられて微笑ほほえんで庭を見渡した。

　丸くのばした餠もちの形をした島国──宝ほう寿じゆ国こく。

　その首都である寿すつ都つの都みやこに春が来る。

　たしかに広い庭のあちこちに掘り返された跡あとがあり、昨日まではなにもなかった空間に、樹木や花が植えられている。蕾つぼみをつけたまま移植されたものもあり、いままではからんとしていた広い庭が、いきなり色いろ鮮あざやかになった。そこここで土の色が違ちがうのは、播まいた種に水をかけたからだろう。

「ずいぶんとたくさん植えたのね」

　荻おぎ野のあかり──この三月の半なかばで十七歳になった少女だ。

　丸くて大きな真っ黒い瞳。そして、つややかでまっすぐな黒髪は、桜色の紐ひもでひとすくいだけ束たばね、あとは後ろに垂たらしている。あかりは『黙だまっていたら』愛らしい、美び貌ぼうの主ぬしだった。

「うん。あかりさんが忙いそがしくてうちに遊びに来られないあいだに、少しずつ増やしていったんだ。盛りにはもっときれいな庭になるよ。あかりさんに見てもらいたいな」

　ソラはあかりに向かって手を差しだし──そこで、困ったようにはたと手を止めて、あかりに触ふれることなく戻もどっていってしまった。

　ソラにはその場にいるだけで空気を和なごませ、雰ふん囲い気きを甘くさせる独特の愛あい嬌きようがある。少し垂れた漆しつ黒こくの双そう眸ぼう。端たん整せいな顔を取り巻く茶色の髪かみは、ふわふわと、てんでに跳はねている。

　その上、ソラはとんでもなく不器用だ。だからいつも着物の合わせや帯が斜ななめにずれている。それでいて、ズルズルのその格好がどうしてかだらしなくは見えないのだ。歪ゆがんで、解ほどけかけた帯ですら、ソラの魅み力りよくになる。

　──ソラさんの髪の毛、また跳ねてる。

　ソラの寝ね癖ぐせだらけのその髪型は、ときどき無意識にあかりの指を引き寄せる。

　撫なでとかして、あの跳ねた髪の束を、どうにか落ち着かせてあげたいと思わせるのだ。

「ソラさん、お花が好きなのね」

　自分の手を土だらけにして、にこにこと笑うソラを見返していたら──。

「おりてきたわ！」

　あかりの脳内に物語が閃ひらめいた。

　あかりは──物語を愛している。黄き表びよう紙しや竹たけ巻まきといった書物が大好きで、いつだって物語に夢中だった。作家になることが夢で、四し天てん王のうと姫の出てくる物語をひそかに綴つづっている。

　そのせいだろう。日常のなかで、ふとした瞬しゆん間かんに、あかりの脳裏に物語や物語の登場人物たちが「おりて」くることがあった。

「そうよね。そうよ！　南方を守る我われらが四天王ソラは可か憐れんで豪ごう奢しや！　ソラの必殺技、土下座流水剣に足りないのは、華はなやかさだったのよ！　流れる水のごとき土下座……と、見せかけてすり足で後ろに行くと背後の花が咲き乱れ敵を惑わく乱らん！　どうよ!?」

　湧わきでた妄もう想そうと共に軽く踊おどりだしたあかりを見て、ソラが脱だつ力りよくした声で告げる。

「僕が惑乱されちゃうよ。あかりさんー。戻ってきてー。いま目の前にある花を見てよ。芍薬は蕾を持ってるんだよ。根付いたらきれいな花が咲くよ」

　ひどく悲しげな声で言われ──あかりはゆっくりと我に返った。

「あぱぱぱぱぱぱぱぱ」

　またもや自分ひとりの妄想の世界に没ぼつ入にゆうし、謎なぞの踊りを踊ってしまった！

　申し訳ない気持ちで自分の口元を押さえるあかりの着物の袂たもとから、金色の獣けものが「きゅ」と鳴いて顔を出した。

　オボである。

　オボはイタチに似た、黄金の毛を持つ妖よう怪かいだった。ひょんなことからあかりはオボになつかれて、ソラからオボを譲ゆずられ、共に暮らすようになったのだ。以来、外出の際は、オボがあかりの着物の袂でくるくると丸まって過ごしている。

　──あのときここには屋や敷しきなんて建ってなくて、ただのすすき野原だったのよね。

　あかりは──無人のすすき野原に「泣きに」来たのだった。

　幼いときに両親を火災で亡なくし、弟の忠ただ春はると共に祖父に引き取られて育った。祖父は優しく、あかりたちを大切に守って、育ててくれた。忠春は可愛かわいいらしく賢かしこい。自分にできる家事を手伝うのは当たり前のことだし、不満なんてなにひとつない。

　それでも──ふとしたときに、言葉にできないような寂さびしさがつんと突つき上げてくることがあった。

　なにが悲しいと、言葉に出せるものじゃない。内側に溜たまった澱おりのようなものが、涙なみだとなって、意味なく零こぼれ落ちる。

　泣いている姿を祖父や弟に見せたら、心配されてしまう。だからひとりで泣くために、誰だれもいない場所に来たのだ。

　そうしたらそこにソラがいた。

　年ねん齢れい不ふ詳しようで本が大好きな美貌の──妖怪。

　しかもソラの正体は、百ひやつ鬼き夜や行こうのしんがりを務つとめる、妖怪たちを統すべる最強の存在『暗黒太陽』なのだという。

　目の前にいるソラは、とてもそんな強い妖怪には見えないのに。

　ソラは、ときには戦場の似合う猛たけ々だけしさを身に纏まとう、漆黒の長髪の二十代後半の青年に──ときには茶色のふわふわの短い髪を揺ゆらす、不器用で不可思議でちょっと頼たよりない（推定年齢）十七歳の少年へと変へん貌ぼうする。

　ただし、どちらのときにも、黒こく曜よう石せきの輝かがやきを放つ双眸だけは変わらない。

　いつのまにか、ソラとの出会いのすすき野原に屋敷が建った。

　そしてその屋敷に、ソラが暮らすことになった。

　ソラが妖怪であり──この世界にはソラやオボだけではなくたくさんの妖怪たちがいることを、あかりは知った。

　妖怪には、強いものと弱いものがいることも知った。強い妖怪たちは人の目に映ることができ、人間たちに紛まぎれて生活している。弱い妖怪はどうしてか人には見えず、妖怪に気づかない人間たちに足あし蹴げにされて、傷ついてぼろぼろになっていたりする。

　──どうして私は弱い妖怪も見えるんだろう。

　あるいは、どうして、他のみんなは妖怪のすべてを見られないのだろう。

　あかりは、不思議な気持ちでソラを見る。世の中は、あかりにとってわからないことばかりだ。

　ソラが空中に上げた両手を迷うようにゆるゆると左右に揺らし、むっと唇くちびるを尖とがらせてから、唐とう突とつに腰こしを屈かがめて、あかりへと頭を差しだした。

　ソラの髪の毛に日が当たり、金色の輪が頭を取り巻いている。

「本当はあかりさんのことぎゅってしたかったけど、手が汚れてるからあきらめます。あかりさんの着物を汚したくないもの。そのかわりに僕ぼくの頭を撫でて？」

「え、撫でるの？」

　あかりがソラの髪を撫でたいと思った気持ちを当てられてしまったようで、ばつが悪い。ソラの癖くせ毛げは、あかりだけではなく、他の大人の女性たちの指をも引き寄せるらしいと最近気づいたこともあり──あかりの胸がチクッと痛んだ。

　妖怪なのに「仕事をしてお金を稼かせごうと思う」と、冬の最中に氷こおり菓が子しを売っていたソラのもとに、妙みよう齢れいの女性客が群むらがっていた光景があかりの脳裏をよぎる。

　──なんでだろう。なんだか少しだけ悲しいな。

「あかりさんがこの庭を寂しいって言ってたから、春になったら絶対に花を植えようって決めてたんだ」

「……私、そんな失礼なことを？　ごめんなさいっ」

　ひとさまの庭に対して「寂しい」と言うなんて……。

「どうして謝るの？　失礼なんかじゃないよ。あのね、あかりさんがこの庭が殺さつ風ぷう景けいで寂しいと思ってたって言ったのは、ちょうど僕が、花を植えようとしてたときだったよ。あかりさんに火か車しやが託たくした『手紙』を読ませてもらって……」

　いつまでたってもあかりがソラの頭を撫でないからなのか、ソラが不服そうに視線を上げて続ける。

　ソラの漆黒の双眸が瞬またたいて、すくい上げるようにあかりの目を覗のぞき込む。

「あかりさんが、秀しゆう徳とくに連れ去られて、火車と会うちょっと前──僕はあかりさんを危ない目に遭あわせられないと思って、あかりさんに『もうここには来なくていい』って言ったんだよね。でも──あかりさんのことちゃんと守れなかった」

　そんなことが……あった。

　すごく前のことのような気がして──でもそれはまだたった一年ほど前の出来事だ。

　秀徳とは、寿都で有名な雲くも越こし寺でらの阿あ闍じや梨りである。かつては秀徳とソラは敵対していた。

　あかりにはいまひとつ把は握あくできないことだったが、どうやら妖怪の世界にも派は閥ばつがあり、天てん狗ぐ一族とソラたちとが、二大勢力となって、争いをくり広げているらしい。

　──ソラさんがのほほんとしているから、「争い」って言われてもさっぱりピンとこないんだけど……。

　人間なのに天狗の仲間だった秀徳は、ソラを陥おとしいれようとしたり、あかりを攫さらってソラを懐かい柔じゆうしようとしたり、正直、あかりにとってはいい迷めい惑わくだった。

　けれどいまや秀徳は天狗たちから離り脱だつし、ソラは秀徳から名字をもらい、養い子として屋敷で暮らしている。

「そんなことないわ。私がうっかりしてたから攫われただけで、結局、ソラさんが二回とも私のこと助けてくれたじゃない」

「当たり前だよ。あかりさんを助けることができなかったら、僕は、自分で自分を許せないもの。だいたい二回も攫われたことが、自分でもふがいないよ。あれきりにならなくてよかった」

　ソラが嚙かみしめるように言う。

「あかりさんと会えなくなったら、僕、寂しくておかしくなるよ。庭が寂しいんじゃなく、僕の心が寂しくて寂しくてたまらなくなる。あかりさんが僕になにを言っても、それはちっとも失礼なんかじゃないんだ。むしろもっといろいろと、こうしてくれとか、ああしてくれとか言ってよ。あかりさんのためなら、なんでもするから」

「ええと……」

　無む垢くな目をして訴うつたえられ、あかりの視線が泳ぐ。

「あかりさん、好きだよ。だから撫でて」

　うつむいて、頭を差しだすと──少しかすれた色香の漂ただよう声でソラがねだる。

　あかりの耳が熱く火ほ照てった。

　──そんな言い方されたら撫でられないじゃないのっ!?　「好きだよ。だから撫でて」って……。

　自分でも驚おどろくくらい心臓がドキドキし、すり寄ってくるソラから遠ざかる。

　動揺したあかりの袂から「きゅっ」とオボが顔を覗かせる。オボはヒゲをヒクヒクと動かし、するっと抜け出てくると、ソラの頭へと跳とびついた。

「わっ。オボ」

　ソラが声を上げ、頭に乗ったオボを両手でつかんで掲かかげる。びろーんと長くのびたオボが「きゅう～」と鳴いて得意げにのけぞった。

　それと同時に──「あああああ」という声が物もの陰かげから聞こえてきた。

　あかりは驚いて声のしたほうへと目を向ける。

「ちっ。見つかっちまったっす。気配消したつもりだったが、俺様の溢あふれでる存在感が邪じや魔まになっちまったようだな。仕方ないっすねー。誰が呼んだか知らないが、見る者みんなの心を切り裂さく『カマイタチの白びやく夜や』とは俺のことっ」

　颯さつ爽そうと飛び出てきたのは白夜である。粋いきな着流し姿で、太た刀ちを背負っている。すっきりとした見た目のこの男は、本人が名乗ったように妖怪カマイタチであった。

「誰も呼んでない」

　白夜の後ろから冷静な突っ込みを入れつつついて来たのは、火車である。こちらは、真っ赤な髪に、眦まなじりの上がった緋ひ色いろの眸ひとみと猫ねこの耳を持つ美女妖怪だ。

「おめーはいつもそうだよ。あのなー、呼べよっ。たまには俺のことも呼べよっ」

　冷静な火車に目をつり上げて怒る白夜である。

　言われて火車がすっと手を差しだし、白夜の耳を指でつまみあげると婉えん然ぜんと笑って首を傾かしげ「白夜」と名を呼んだ。途と端たん、白夜が顔をひきつらせ、背筋をのばす。

「はいっ」

「声を出したら隠かくれている意味がないですよね。白夜のせいであかりさんたちに見つかりましたよね」

「そ……うだけどよ。俺らが気を利きかして隠れてたのに、オボが正々堂々と邪魔すっから、つい……」

　火車に小言を言われ白夜がしゅんとうなだれる。

「火車、怒るなら白夜じゃなくてオボを怒るといいと思う。僕、オボのせいで、あかりさんに頭を撫でてもらいそこなったよ。ガツンと怒ってくれていいよ」

　割って入ったのはソラだった。ソラはぶら下げたオボを白夜に向けた。オボの桃もも色いろの鼻がヒクヒクと蠢うごめく。

　火車がオボを見て困り顔になる。

「オボは……可愛らしすぎて怒おこれないんですよね」

「そうかな。みんなオボには甘すぎるよ。僕だって妖怪としてはけっこう可愛いほうだと思うんだけど」

　ソラが堂々と主張した。その主張はあながち間違ってない──というか、ソラは実際に可愛い。

　火車は困こん惑わくの表情の上に苦笑を重ねる。

「なに言ってんすか。ソラの大将は、可愛いんじゃなくて、かっこいいんすよ。だいたい、男なら勝負どころはかっこよさっす。男のかっこよさに女たちはみんなコロッと……こう、俺様みたいなひと味違う大人の男にみんなが……」

　力説しはじめた白夜を見て、火車が口の端はしで笑い「そういうところ、白夜は本当に可愛いね」とつぶやいた。

「な……」

　絶句する白夜に火車は「やれやれ」というように顔を左右に振った。百面相になる白夜を見て、あかりは思わず笑いを零す。笑いだしたあかりを見て、ソラもまた満足そうに微笑んでいる。

　にぎやかな、休日の一日──。

　寿都のはずれにあるソラの屋敷には、いつも妖怪たちが集つどっている。

　が、物足りなさを感じ、あかりはきょろきょろとあたりを見渡した。常ならばここで大おお騒さわぎし「ソラさん、さすがです～」とくねくねと合いの手を入れるはずのカミがいないのだ。悲鳴も聞こえないし、転ぶ音もない。

「ねえ、カミはどうしたの？」

「あれ……さっきまで俺たちと一緒にそこの陰に……」

　そう言って白夜と火車が顔を見合わせて、自分たちが隠れていた場所へと移動する。ソラの手から逃にげたオボがシュッと駆かけていき、ソラとあかりも後を追った。

　カミが──口から泡あわを噴ふいて、地面に倒たおれている。

　後ろに撫でつけた黒髪に、白はく皙せきの穏おん和わな顔立ち。この国では珍めずらしい洋装に身を包んでいる。銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねが斜めに歪み、はめこまれている視力矯きよう正せいの硝子ガラスにヒビが入っていた。

　この男は──貧びん乏ぼう神がみである。とんでもない不幸体質で、いつでも厄やく災さいを引き寄せる。

「わっ。カミ、どうしたの？」

　慌あわててカミの側そばに跪ひざまずき、声をかけるあかりだった。

「カミっ。どうしてさっきまで元気だったのに、いきなり白目をむいて泡噴いて倒れてるんだよっ」

「さっきまでは元気だったの？　カミは貧乏神とはいえ、神様なんだから死なないよね。どうしたの、カミ？」

　動どう揺ようする白夜と違い、ソラはおっとりと、カミへと屈み込み頰ほおを軽く叩たたいた。

「ぷは～。白夜さんたちに静かにしろと言われて～、つい、息を～、息を止めて見守ってしまいました～。そうしたら目の前が真っ暗になって～、苦しくて苦しくてたまらなくなってしまって～。そのうちになんだかどうでもよくなって～、というかどんどんその苦しさが気持ちよくなってしまって～」

「息しろよっ」

　白夜がすかさず言い返す。

「でも白夜さん、私のことうるさいって怒ったじゃないですか～。『うっせー。ひゃーとか、ひーとか、言うな。黙って息止めて静かにしてろ。見つかるだろうが』って言いましたよね～。だから息を止めて黙ってたんですけど～」

　と、会話部分だけは白夜の真似なのか勢いよく猛たけ々だけしく言う。かなり白夜に似ているのが、なんだか微び妙みような気持ちになる。

「それは場の勢いっつーか。誰も本気で息を止めろなんて言ってないっ」

　白夜が途方に暮れた顔になる。

「でも、苦しみの途中からふわふわしてきて、うっとりしましたよ～。おかげで～、いつもとは違う世界を垣かい間ま見られたというか～」

　ソラが手を貸して、カミの身体からだを起こした。あかりもカミの汚れた顔を、取りだした懐かい紙しで拭ふいてきれいにする。

「うん。カミ、この世に戻ってこられてよかったね。カミのことだから心配はしてないけど」

「そんな～。私が戻ってきて嬉うれしいなんて～。ソラさん優しい。もしかしてソラさん私のこと好きなんじゃ～」

「うん。僕はカミのこと好きだよ」

「ソラさん～、私、とってもいいことがあるんでソラさんに報告したいんですけど～、でも内ない緒しよにしててって言われて約束してるんで言えないんですけど～、でもでもソラさんになら言っちゃいたいです～」

「約束してるんなら、言っちゃ駄だ目めだよ」

「ソラさんならそう言うと思ってました～。妖怪は約束を守りますもんね～」

　ソラはあかりに「好き」と言う。カミにも同じに「好き」と言う。

　あかりはときどきソラの言う「好き」に気持ちをとらわれて、胸のなかで心に羽が生えて羽ばたいていきそうな変な感じになる。

　ソラに「嫌きらわないでね」とささやかれ、くちづけられたときのことを思いだすと、ドキドキして、いてもたってもいられなくなる。ひょっとして自分は病気になったのではと思うくらいだ。

　さらに──。

「ソラさん～、いまですよ～。あかりさん隙すきを見せてますから。襲おそうならここです～」

　カミがあかりの手を取って、ソラのほうへと引っ張った。

「私はソラさんのことを応おう援えんするって言いましたからね～。全力で応援しますよ～。とうっ」

　勢いよくソラとあかりの手を引いたせいで──カミを真ん中にして、ソラとあかりの頭がゴツンとぶつかった。

「痛っ」

　あかりが悲鳴を上げると、それに合わせたかのように、嫌いやな音がして頭ず上じようで木の枝が折れて降ってきた。

「危ないっ」

　咄とつ嗟さにソラがあかりの腕うでを引き上げ、抱かかえて飛びすさる。

「ひゃ～っ」

　それまで折れそうもなかった庭の樹木が折れ、カミの頭を直ちよく撃げきした。カミは大きな枝の下した敷じきになって、今度は地面にうつむいて倒れている。

「あかりさん、大丈夫？」

「うん。大丈夫よ。ソラさんは？」

　ソラとの距きよ離りが近くなると胸がおかしくなり、恥はずかしさのあまりソラを押しのけたくなる。

「大丈夫。でも、ごめんね。結局、あかりさんの着物を汚してしまったよ」

　ソラはまったく悪くない。

　カミも根本的にはたぶん悪くないのだと思う。

　悪くないが──こんなふうに、ときおり、カミが「応援」してくれるおかげで──あかりは素直にソラの「好き」に応こたえる機会を見つけられずにいる。

　あかりがソラとふたりきりになったり、近づいたりして隙を見せると、常にカミがやって来て、あかりとソラを「応援」するのだ。

　カミにとって「応援」とはなんなのかを一度聞いてみたくなるくらいの、応援ぶりである。だいたい、あかりとソラは、カミによって「ぶつけられ」て、痛かったり、恥ずかしかったりする目に遭う。それのどこが「応援」なのか。

　今回程度ですむなら、まだいい。ときにはカミ自身も巻き込んでの大だい惨さん事じになり、あかりとソラが「ぶつかった」振しん動どうで、先日は屋敷の床ゆかが抜ぬけた。油断ならない。

　最近では身の危険すら感じはじめ、極力、ソラとは一定以上は近づかないようにしているあかりである。

「だ────────っ。やっぱりおまえ息すんな。いますぐその息止めろ。それがソラの大将のためになると思う」

　白夜が怒いかりの声を上げ──カマイタチの能力により、カミの眼鏡がパリンとまっぷたつに割れる。それだけではなくカミの衣服の布地も裂けて、はらはらと左右に分かれて落ちた。肌はだ色いろ率りつが一気に高まる。

「あかりさん、見ちゃ駄目」

　ソラがあかりの目を両手でふさいだ。

「きゃっ」

　ソラに触れられたこととカミの行動のせいで変な声が出た。

「ちくしょうっ。俺の、なんでも切れちまう鋭するどさが憎にくいぜっ。俺の怒りに触れる奴やつを、俺の正義の刃やいばがいつだってまっぷたつにしちまうんだぜ」

「カミの服のどこがあなたの怒りに触れたんですか。カミだけじゃなく、白夜もいい加減にしてください……。あかりさんの前ですよ？」

　木の枝の下敷きになって泣いているカミの側にしゃがみ込んだ火車がげんなりした顔で言った。あかりがふさがれた指のあいだからそっと覗くと、火車はうんざり顔のまま枝をどけて、カミを助けてやっている。

「私、なにもしてませんよ～」

　泣いて訴えるカミに白夜と火車が嘆たん息そくし、そっと近づいていったオボが「きゅ」と、たしなめるように鳴いたのだった。
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　細い糸のような雨が降っている。

「朝は晴れてたのに」

　学校の授業が終わり、手習いの道具を鞄かばんにつめながら、あかりは視線を外へと向ける。

　女学校に通いはじめて無事に一年が経たった。あかりは級友たちと一緒に、二年生へと進級した。

「雨、降っちゃったね。どうしよう。傘かさを持ってきてないよ～」

　同級生のやよいが、ふたつに縛しばって垂たらした髪かみをふわふわと揺ゆらし困ったように首を傾かしげていた。

「本当ね。それにしても、最近、寿すつ都つの天気が荒れてるわ。こんなに雨だ雷かみなりだっておかしな天気ばかりだと、今年の農作物の出来が心配ね。空から魚が降る天変地異が起きてから、気候がまったく安定しないわ。おかげでいろんなものの値段も安定しやしない。夏までの状況によっては野菜や米の相場を確認しておかないと」

　しっかり者のいづみが眼鏡めがねをくいっと指で押し上げ、真剣な目をして返す。

　いづみは寿都で一、二を争う織おり物もの問どん屋やの娘むすめである。あかりと同じ十七歳なのに、あかりよりずっと大人びていて、常に社会情勢や経済や政治の情報を追いかけている。

　いづみにとっては今日の傘より、今こん秋しゆうの野菜と米の相場が大切なようである。

「うーん。そうよね。雨が降ると湿しつ気けで紙が膨ふくらむのよ。筆の毛先が紙に引っかかって、うまく字が書けなくなるので調子が出ないって、赤あか鳥とり先生も『わっちは雨を憎にくむ』って、書いてらっしゃったわね。……心配だわ。赤鳥先生、雨が降ったせいで、筆を置いてしまわれたらどうしよう。新作が……」

　そしてあかりはというと──米や野菜の相場よりも先に、まず心しん酔すいしている黄き表びよう紙し作家である赤鳥先生の心配をしてしまう。

　赤鳥は、黄表紙のなかでも恋愛を扱あつかう赤本の大たい家かであり、あかりだけではなく宝ほう寿じゆの国の無数の読者の心をときめかせている。赤鳥先生は国の宝だと、あかりは、思っている。

　もとから熱狂的な愛読者だったのだが、カミを通じて、覆ふく面めん作家である赤鳥の正体を知り、しかもその屋や敷しきに手伝いに行くことが多くなった結果──あかりは、赤鳥の「生みの苦しみ」を目まの当たりにし、なにかというと赤鳥が心配になるようになった。

　──覆面作家の赤鳥先生が、実は、寿都でもいろんな意味で有名な「青あお柳やぎ子し爵しやく」だなんて、誰だれにも言えないし。

　青柳子爵は「良心のない男」として世間に知られる、奇人の貴族だった。貴族とは名ばかりで、実際は苦しい台所事情を抱かかえ、覆面作家として大衆小説を才能の赴おもむくままに書き連ね、あっというまに売れっ子になったのだ。

「野菜の不作だけじゃなく、材木の相場も崩くずれてきてるのよね。このままだとうちで取り扱っている絹きぬにも影えい響きようがあるかもしれない」

「じゃあ紙も値上がりするかもしれないのかしら。書きやすい紙を買い置きしておかないと、赤鳥先生がお困りになるんじゃ」

「ふたりともなんでそんなことまで心配するの」

　やよいが、いづみとあかりを見て、笑った。

「いま、やよいちゃんに、あかりちゃんと私とを同列に並べるような言われ方をされたような気がする」

　いづみが眉み間けんを曇くもらせ、やよいがわたわたと手を左右に振ふる。

「そんな意味じゃないわ。って言っても、いづみちゃんをあかりちゃんと同じにしちゃ駄だ目めとか、そんな意味じゃなくて、その」

　あう～、と、困ったように唇くちびるを嚙かみしめるやよいは、優しい子だ。

　あかりが妄もう想そうの世界に旅立って戻もどってこられなくなったときに、あかりの名前を小声で呼んで引き戻してくれたり、先生に叱責せきされたときに救いの手を差しのべてくれる。

「『そんなこと』じゃないわよ！　赤鳥先生の新刊が雨のせいで出なくなったら、それはこの国の損失だと思うの。それこそ、いづみちゃんじゃないけど、経済効果だってすごいと思うの。だって名作ですもの」

　あかりが力説すると、いづみが、ちいさく笑った。

「まあ、庶しよ民みんが娯ご楽らくに金を落とせる余力があるのは大切なことよね」

「でしょう？」

　ずれているなりに、いづみとの会話が成り立っている。やよいが少しだけ首を傾げ、とまどう顔を見せたが「まあ、いいか」と、笑った。

　話しながら三人で学校の外へと向かう。

「いづみお嬢じよう様さま」

「やよいちゃん」

　学校の前の道は、色とりどりの傘の花が咲いていた。突然降った雨に、それぞれの家の人間たちが、傘を持って迎むかえに来ている。

　いづみとやよいも声をかけられ、傘を手渡された。いづみはつんとして受け取り、やよいはいつもの柔やわらかい笑顔で受け取って──。

　あかりを迎えに来てくれる親は、いない。鍛か冶じ職人の祖父はこの時間は仕事で、手が離はなせない。

「あかりちゃん。私の傘、持ってって。私はお母さんと一緒に差して帰るから」

　やよいが、唐から傘かさをひとつあかりへと手渡しかけたとき──。

　あかりたちに背中を向け、雨空を見上げていた男の、赤い唐傘がくるりと回った。静かな雨の音と、地面や樹木が濡ぬれた匂におい。街並みはどことなく灰色がかっていて、だから佇たたずむ傘の赤に、目を惹ひかれた。

　唐傘のゆっくりとした回転が止まり、男が振り返る。

「ソラさんっ！」

　あかりの声が自然と弾はずんだ。

　ソラだった。

　ソラが赤い唐傘を差して、学校の前で待っていてくれたのだ。
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「突然、雨が降ったから、お迎えに来ました。あかりさんは傘を持ってきてないよね？」

　歩み寄ってきたソラが、やよいといづみに軽く会え釈しやくをする。「じゃあ大丈夫ね」「気をつけて帰ってね」と、ふたりが声をかけ、家の人たちと一いつ緒しよに帰っていった。

　ソラは手にしていた、閉じた赤の唐傘をあかりへと渡し微笑ほほえんだ。

　受け取った傘から、ソラの優しさが伝わってくるような気がした。指先から胸までが、じわじわとぬくまっていく。

　──どうしよう。すごく嬉うれしい。

　いままで迎えがないことを悲しんだことはない。両親がいないのだから仕方ないじゃないか。そう思っていたのに──他の親たちに紛まぎれ、ソラが、傘を携たずさえて自分を待っていてくれたことが、なんともいえず胸に沁しみた。

　ソラの笑顔や仕草は、ときおり、あかりの胸を締しめつける。無意識に我が慢まんしていたあかりの感情の強こわばりを解きほぐし、慈いつくしんでくれるのだ。

「ソラさん、ありがとう。ずっと待っててくれたの？　寒くなかった？」

「ううん。それより、待ってるあいだに、そこのところに蝸牛かたつむりを見つけたよ。蝸牛って、雨降りが好きって本に書いてあったの、あれって本当だね」

　ソラが、先刻、立っていた道ばたを指さして笑う。

　掲かかげられた傘の下で、あかりはソラのきれいな顔を見上げる。

「ねえ、あかりさん。その傘はそのまま手に持って、僕ぼくの傘でふたりで帰らない？　ひとつの傘で帰ったほうが、あかりさんとお話ししやすいし、僕はできるだけあかりさんにくっついていたい」

　甘える口調で、さらっととんでもないことを言ってくる。

「ふ、ふたりでひとつの傘だと濡れちゃうと思うの！」

「濡れないくらいに、くっついたらいいよ」

　ソラがあかりの手を引き寄せた。大きな赤い傘がふたりを覆おおう。引き寄せられて、あかりはソラの胸のなかにすっぽりとおさまってしまった。

「そ、そうだ。忠ただ春はるも傘がないの。もしかしたら忠春も学校で雨宿りしているかもしれないし。寄ってあげなきゃ」

　三歳年下の弟の忠春は、あかりとは違ちがう学校に通っている。姉の贔屓ひいき目めを抜ぬきにしても、なかなか優秀な弟で、将来は医者になりたいと勉学に励はげんでいる。

「大丈夫。忠春くんの学校には先に寄って、ちゃんと傘を渡したよ。もう忠春くんは傘を差して、帰っていったよ」

「忠春のところまで行ってくれたの？」

「だって、忠春くんはあかりさんの大切な弟だもの。あかりさんが大切にしている人たちのことは、僕も大切なんだ」

　てらいなくそう言ってソラが微笑んだ。

　トクン、と、あかりの胸が鳴った。

　でも──嬉しいのと恥はずかしいのと幸福さに、一いち抹まつの怖こわさがない交まぜになった。

　以前、近所の犬のしっぽを踏ふんだことがある。あかりとも顔馴な染じみのその犬は、普段は、吠ほえたりもせず、のんびりと道ばたで眠ねむっている。けれど妄想に夢中になっていたあかりは、寝ねながらもゆっくりと揺れていた犬のしっぽに気づかず、踏んでしまった。すると、犬は跳はね起きて、あかりに対して盛大に吠えた。

　どうしてか、そのときのことを思い出した。ソラはいつもと同じに、あかりの前にいる。ソラのことは知っている。なのにあかりは、うっかりとソラと自分のなかの「なにか」を踏んだ。

　踏んだ──かもしれない。

　見知って、馴染んだ、ソラと自分との関係に──ふいうちで吠えられて、驚おどろいたような妙みような感覚が内側に立ちのぼる。

　もしかしたらそれが、あかりにはまだよくわからない「恋」という感情なのかもしれない。

　ただ、少しだけ「怖い」と感じた。優しいソラに、優しくされることが心地よくて──怖い、と。

「あかりさん、おうちまで送るね。今日は雨だから、僕のところには遊びに来てくれないでしょう？」

　拗すねた言い方でソラが言う。できれば遊びに来てくれたらいいのになという願いが表情にも口調にも漏もれている。

「今日は実は寄りたいところがあって……」

「まさか青柳さんの屋敷に行くんじゃないよね」

　鋭するどい。

「あの……湿気で紙が膨らむと筆がうまく乗らなくなるみたいで……赤鳥先生が悶もだえ苦しんで、また、筆が滞とどこおるんじゃないかって心配になっちゃって……」

「じゃあ僕も青柳さんのところに行く！」

「え？」

「それに、よく考えたら青柳さんのところだと、カミは入ってこられないんだよね。あかりさんがカミに『青柳子爵のところにだけは絶対に行っては駄目』って厳命したものね。カミに『応おう援えん』されるの、さすがに僕もそろそろ懲こりてきたもの」

「あの……」

　青柳家に入り浸びたるカミの「貧びん乏ぼう神がみの神じん通つう力りき」のせいで、青柳、すなわち赤鳥が小説を書けなくなったことがある。それを憂うれい、あかりはカミに青柳家立入禁止令を発令した。

　なので青柳のところにはカミは基本的には現れないのだが──。

「なんでそんな顔するの？　僕、あかりさんが本気で嫌いやがることはしないよ」

　ソラがちらっとあかりを見下ろし、少しだけ毒気のある微び笑しようを浮かべる。最近、ソラは意地悪になる。

「離れないで。肩かたが濡れてる」

　ソラはあかりの肩に手を回し、ぎゅっと引き寄せる。

「青柳さん、カミがいたときは別として、他のときはどれだけ苦しんでも絶対に本を出してるもの。雨が降っても槍やりが降っても青柳さんは書くと思うな」

「でも赤鳥先生はいつも創作に苦しんでらっしゃるから」

「雨降りだからってなにも変わらないよ。雨が降っても青柳さんはお話を書くし、槍が降ったらそれを題材にして傑けつ作さくを作ると思う。それでも、雨降りの日に、あかりさんは、僕じゃなく青柳さんを心配して様子を見に行ってしまうんだよね。僕がもし黄表紙作家だったら、あかりさんは、僕のことそんなふうに心配してくれた？」

　かすれた声が降ってくる。近い距きよ離りでのささやきが雨音に紛まぎれ、あかりの耳じ朶だはソラの吐と息いきでうっすらと火ほ照てる。

「私、ソラさんのことも心配しているのよ」

　顔を上げたら、間違いなくソラの顔が近いから──そっぽを向いて、そう言った。

「本当？」

「本当」

「あかりさんこっち向いて。ちゃんと目を見てその言葉を聞きたいな」

　笑い声で言われ、ゆっくりと視線を上げ、横を向くと──腰こしを屈かがめたソラの額ひたいが、あかりの額にコツンと押しつけられた。斜ななめになった傘が往おう来らいの人の視線から、ふたりの姿を隠かくす。

　──きれいな目。

　ソラの双そう眸ぼうは、ありとあらゆる色をすべて塗ぬり重ねた結末の「黒」だった。なにもかもを飲み込んだ豊かな漆しつ黒こくが、あかりのすぐ目の前にある。あかりの姿を映し出し、きらきらと瞬またたいている。

「あかりさん、僕はあかりさんが好きだよ。ねえ、あかりさんは僕のこと……」

　ささやく台詞せりふに、あかりの胸が躍おどる。胸だけじゃなく──物理的に、あかりの着物の袂たもとも躍りだした。

　もぞもぞと動いて、袂から、オボが「きゅうーっ」と顔を出す。抗こう議ぎするように「きゅうー、きゅうー」と長くのびる鳴き声を上げ、ソラとあかりのあいだに割って入って、邪じや魔まをした。

　重なる額のあいだにちいさな爪つめをこじ入れて、「きゅっ」とふたりを引き剝はがす。

　ソラに見つめられ、浮き上がるようだったあかりの足下が、すーっと地上に降りた気がした。

「もしかして、オボも僕を『応援』してるのかな」

　ソラが情なさけない声で、そう言った。

「そうなのかしら」

　応援とはいったいなんなのか。もはやソラとあかりにとって「応援」というのは「邪魔をする」という、共通の「合言葉」に変化している。

　そう思ったら──笑ってしまった。

　あかりの肩の力がふっと抜ける。ソラが大きなため息を漏らす。

「オボめ！」

　あかりはオボを抱だきしめ、頭を撫なでる。オボがつぶらな茶色の目をくるくると回し「きゅ」と誇ほこらしげに鳴いた。







　ひとつの傘をふたりと一匹で差して、ゆっくりと歩いていった。オボはあかりの胸元で抱きしめられ、ソラはたまにオボのことを羨うらやましそうな顔つきで睨にらみつけていた。

　そうやって、青柳子爵の家へと辿たどりつく。

　青柳子爵の屋敷は、あかりの家の近所なのだ。

　石や煉れん瓦がを多用した外とつ国くに仕様の豪ごう邸ていで──さすが寿都の名家「青柳子爵」の邸てい宅たくである。

　が、諸事情で、広い庭も屋敷も──青柳清きよ秋あき子爵たったひとりで使用し、仕つかえる者はいない。

　使用人はいないかわりに、妖怪がふたりいる。

　サジとシキと呼ばれる、双ふた子ごのようにとてもよく似た愛らしい童女だ。

「あ、美お味いしいもの作ってくれる姉さんだ。今日もなにか作ってくれる？　あたいたち、お腹なかすいているのさ。ソラのおっちゃんもまた来たんだ。ソラのおっちゃんはどうでもいいや～。あたいたちの役に立たないし」

　よくしゃべるほうがサジだ。まっすぐにそろえられた前髪に、おかっぱの頭。子ども用の丈たけの短い着物の裾すそから、丸い膝ひざ小こ僧ぞうが覗のぞく。草ぞう履りをつっかけて、とてとてと駆かけてきて、あかりの手をきゅっと握にぎって見上げた。

「ひどいな、サジ」

　ソラが不服そうに口を尖とがらせる。

　──ソラさんてこう見えて五百歳の妖怪なんですものね。それにしても「おっちゃん」はないわよね。

　妖怪の見た目年ねん齢れいと実年齢は比例しないらしい。五、六歳にしか見えないサジとシキも、実際は百歳を軽く超こえていると聞いた。

「役に立たなくても、来てもいいのよ」

　サジの後ろをついて走ってきたシキが、抑よく揚ようのない声でそっとソラに言う。

「さらにひどいな、シキ」

　ソラが嘆たん息そくする。

　それぞれに座ざ敷しきわらしと桟さ敷じきわらしというあやかしである。座敷わらしは屋敷に住み、その家に幸福をもたらす。桟敷わらしは芝しば居い小ご屋やなどに住み、その小屋に客を呼ぶ。

　妖怪としての力は弱いらしいが──縁えん起ぎのいい、愛らしい妖怪たちだった。

　ソラが傘を閉じて玄関先に立てかけた。オボがあかりの袂からぽとりと飛び出て、するすると室内へと走っていく。オボは青柳の屋敷が居い心ごこ地ちいいらしく、いつもあかりの着物から抜け出て、部屋の片かた隅すみで丸くなってしまうのだ。

　室内用の上うわ履ばきに履き替えて上がり込むと、やっと青柳が顔を出した。

「赤鳥先生！　こんにちは。雨ですが紙と筆の調子はいかがですか？」

　あかりの跳ねた声を聞き、青柳が顔をしかめる。

「なんだというのだね。私は赤鳥などというあんな下品な作品を書く人間とは無関係だと何度きみに言えばわかるんだね。だいたい赤鳥は、最近では都みやこのみんなに『もう古い』と言われて、飽あきられているというじゃないか。私からしてみたら、あんなくだらないものを飽きるまで読む人がいるということがすでにおかしな話だがね。はっ」

　青柳が、すだれのように額を覆う長い前髪の向こうから、鋭い視線を寄よ越こす。いかにも貴族といった力仕事を知らなそうな細い指で前髪を払いのけ、あかりとソラを睨みつけた。

　野性味と切れ味のある美び貌ぼうが、身につけた洋装によく似合う。

「絶対にそんなことはないですから！　赤鳥先生の作品は古びることなんてないです。だって赤鳥作品は『普ふ遍へん』なんですから！　どんな時代の、どの国であっても、人の心の奥の部分は決して変わらない。そういう人の感情を描えがくのが赤鳥先生なんです！　好きな人に対する想いや、裏切られたときの痛みに、憎しみ。すべてが名作なんです！」

　両手をぱっと広げ、赤鳥作品について熱く語ってしまうあかりだった。

　たまにそんなあかりの本に対する熱弁と態度に驚かれたり、「生あたたかい目」を向けられたりすることもある。しかし、愛する作品や、愛する作家について語るとき、人はどうしても饒じよう舌ぜつになってしまうものではないのか？　ときには踊りだし、身振り手振りで熱弁するのは、すべて愛ゆえだ！　だからそこは問題ない！

「ふんっ。きみの言っているのは『道に迷う』のほうの『迷作』っていう意味なんじゃないのかね。会話というのは本当にわからないからね。文章にして記しるしてもらわないと、意味を読み違える。もちろん赤鳥の書いたものが『迷っている作品』という意味であるなら、私はきみに同意するよ。いや、赤鳥本なんてものは目を通したこともないがな。はっ」

「そんなわけないじゃないですか。ちょっと待ってください、いま書きますから」

　あかりは提さげている鞄から筆と紙を取りだして「赤鳥作品は普遍の名作である」と一気に書き記して、青柳の目の前に掲げた。

　青柳は苦悩に満ちた目で大書された紙を見つめ、口元を一いつ瞬しゆんだけ綻ほころばせた。が、そんな自分を戒いましめるように顔つきをさらに厳しくし、落ちてくる髪を指先で弄もてあそぶ。

「私は赤鳥などというくだらない作家のものを読んだことはないが──それでも人の噂うわさは聞くよ。昨今の赤鳥本は劣れつ化かして、過去の自作の焼き直しでどうにかしのいでいるという話じゃないか。もういまは新人作家の白しら鷺さぎの時代だし、売れ行きも白鷺に抜かれたそうだ。赤鳥なんてのには、なんの才覚もなかったのだよ。はんっ」

　鼻息荒くそう言う。

　どうやら台たい頭とうしてきた新人作家に売り上げを抜かれたことに心を痛めているようである。青柳はあくまで覆面作家を通し「自分は赤鳥ではない」と言い張り、「自分が、日々書いているのは日記である」と主張するので、いろいろややこしいことになっている。

「そんなことはありません。むしろこのところの赤鳥先生は絶好調ですよ！　先月出た『涙なみだ娘むすめ暗夜行』なんて、これまでの赤鳥本と同じ恋愛ものと見せかけて、構成の妙で、最後にすべての話が引っくり返されていきましたよね。ああいうのは赤鳥先生ならではです。ね、ソラさん？」

　いきなり話を振られたソラはきょとんとしつつ、あかりの意い図とを察して、話を合わせてくれた。

「そうだね。ああいう仕掛けの巧たくみさは白鷺本にはないかもね。長く書いている経験がものを言うというか……」

「ですよね。ソラさん、すごくわかってらっしゃる！　赤鳥先生は巧みなんですよ」

　うなだれていた青柳の顔が、じょじょに角度を上げていく。

「ははっ、なんだねなんだね。きみたちはそろってうちに赤鳥などという下品なものばかり書いている作者の本を褒ほめに来たというのかね。まったく迷惑なんだよ。そのようなものを語りたいなら、私のいないところでふたりきりで語ればいい。私は日記の続きを書くから、失礼するよっ」

「はいっ」

　背を向ける青柳に、あかりはほっと胸を撫でおろす。

　──どうにか今日も書いてくれそうだわ。

「姉さん、うちの兄さんの扱いがうまいね。兄さんってば、ふだんは、声を出したらなにかに負けるのかなっていうくらい声の出し惜おしみをして無口なのに、姉さんがいるときはいつも饒舌になるよ」

　サジが感心したようにあかりを見て──ソラが我わが事のように自じ慢まんげに、胸を張って言い返した。

「だって、あかりさんだもの」

　なにがどうして「だって」なのかわからないが、褒められているのはわかる。褒められるようなことなんてしていないのに、ソラはいつでも無条件であかりの行いすべてを肯こう定ていし、絶賛してくれる。

「だから心配なんだ」

　さらにそう言って、ソラがあかりを後ろからぎゅっと抱きしめた。

「な……ソラさん!!」

　あかりの頭の上にソラの顎あごがコツンと当たる。

「あかりさん、ここの台所でご飯を作って置いていくんでしょう？　青柳さんとサジとシキの分だけじゃなく、僕にもなんでもいいから作って。作ってくれるって言ってくれないと、ぎゅってしたまま離さないよ」

「…………」

「あれ？　返事してくれないの？　返事をしてくれないと、離さないよ？　でも、ずーっとこうやっていられるなら、それもいいかな」

　いつもならここでカミが「応援」してくれるから──返事はしないですむのが常だった。頼みの綱つなのオボも、屋敷のどこかで丸まっているのだろうか、近くにいない。

　胸の奥が疼うずいて──羽のついた心が、ぱたぱたと飛び立ちそうになる。甘いような、つらいような、むずむずした変な熱さがこみ上げてくる。

「わー、ソラのおっちゃん、なんだか楽しそうだねー。おしくらまんじゅうかい？　あたいもやるよー」

「シキもー」

　けれど、サジとシキがあかりとソラに飛びついてきた。ふたりの童女が、あかりの腰やソラの腕うでにしがみついてぶら下がり、身体からだを押しつけて笑いだす。

　──助かったわ！

「ここでもなの？　……なんでみんな僕のこと『応援』するのかな～」

　ソラが、途方に暮れた声こわ音ねでそう言って、嘆たん息そくした。
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　──もう誰だれにも「応おう援えん」されたくない。

　ソラは、しみじみとそう思っていた。

　気づけば日にちは過ぎていき──風の手て触ざわりが春から初夏のそれへと変わっていた。

　風が衣ころも替がえをしたというのに、ソラの毎日は、代わり映ばえしなかった。

　あかりはソラに膝ひざ枕まくらをしてくれるし、抱だきしめても怒おこらない。でも、前には感じなかった距きよ離り感かんを覚えることがある。あかりはソラから離はなれて歩いたり、ソラが触ふれると強こわばったりするようになっているのだ。

　あかりのことが好きで──大好きで──あかりに対して自分の気持ちを告白し、それだけでは鈍どん感かんなあかりには不足なので「もっと押していこう」と決めたのに──押せば押すだけ、むしろ事態は後退していっているように思うのだ。

　根本的になにかが間ま違ちがっているのだろうか。

　去年の初冬からはじめた、改造した屋台を引いて、食べ物を売る商あきないの帰り道である。最初のうちは氷こおり菓が子しを──氷菓子を売りきったそのあとは焼き芋いもを、春には棒つき飴あめを仕入れて売った。そろそろ夏に向けて新しい氷菓子を仕入れなくてはと、商売についても思いを馳はせる。

　──だって「まっとうに働いてお金を得る」人じゃないと、あかりさんにはふさわしくないもの。たぶん。

　たぶん、とつけ加えるところに、妖よう怪かいとしてのソラの曖あい昧まいさが現れている。五百年生きてきているが、所しよ詮せんは妖怪。人の気持ちや人の営いとなみには、疎うとい部分がある。ましてソラは、生まれつき強すぎたせいで、五百年のうちの半分以上を孤こ独どくに生きてきた。弱い者ならば人手を頼ったり、弱い者同士で協力をしなくては生き抜ぬけないが、ソラは充じゆう分ぶんひとりで生きることができたのだ。

　だからソラは──「他者」というものが、よくわからない。

　自分以外はどうでもよかったソラに、誰かといるとあたたかいということを教えてくれたのはオボだった。さらに、オボと知り合ったあとに出会ったあかりが、誰かといるとあたたかいだけじゃなく嬉うれしいし楽しいし、たまには心が痛んだり身み悶もだえたりするということを、ソラに教えてくれた。自力ではどうにもならない存在だからこそ、手に入れたいと強く願い──失ったらどうしようと、手に入れてもいないうちから喪そう失しつを思い、泣きそうになったりもする。

　つまりは、ソラはあかりに恋をしたのだ。

　普通は見えない「弱い妖怪」のことを見ることができて、妄もう想そうばかりしていて──「おりてきたわ！」と自分の脳内の物語を口走って踊おどりだし、我われに返って「あぱぱぱぱ」と奇き声せいを発する、そんな女の子に恋をしたのだ。

　他の人が「残念な子」というあかりのすべてが、ソラは好きだ。

　──なんだろう。あかりさんのことを思うと、幸せなのに泣きそうになる。

　胸が、痛い。

　そういう感情を、ソラはあかりと出会って知ったのだ。

　曇どん天てんを見上げつつ屋台を引いていたら、塀へいの上から白いイタチが駆かけ寄ってきて、ソラの足下でくるりととんぼを切った。煙けむりと共に、イタチは白びやく夜やへと姿を変える。

「ソラの大将。今日も、あかりちゃんの周囲に不ふ審しんな烏からすはいないようです」

　あかりのことが心配なので、ソラは、あかりの周囲に妖怪たちの見張りを置いている。なにせあかりは、かつて二度もソラのせいで攫さらわれたことがあるのだ。

　特にいま気にかけなくてはならないのは「烏」だった。

　烏は、天てん狗ぐ一族の眷けん属ぞくなのだ。

　──別に僕ぼく、天狗がなにをしたっていいし、この国を天狗がのっとったって気にしないんだけどなあ。なんで天狗は僕のことを気にするんだろう。

　正直、ソラは世界のことなんてどうでもいい。

　天狗が人の世を支配しようが、知ったことではないのだ。でも、なまじソラが最強の妖怪であるがゆえに、天狗たちはソラの動向を気にかける。手下にしようとしたり、支配下におけないならば排はい除じよしようと画かく策さくしたり──面めん倒どうくさい。

「うん。ありがとう、白夜。烏だけじゃなく他にも天狗側についた連中がいるかもしれないから、気を配ってね。本当は僕がずーっとあかりさんについて見張っていたいくらいだよ。でも、そうしたら、あかりさんがきっと嫌いやがるから」

　すでにあかりには少し嫌がられているようにも思うのだ。

「それから、烏はまあいいとして──橘たちばな屋やと狸たぬき一族が、またもやきなくさい感じっす。俺たちが橘屋から離れた途と端たん、あっというまに白しら山やまと連絡取りだしやがってますよ。烏があかりちゃんの周囲にいないのは、ほとんどの烏が、橘屋や狸一族、皇おう子じと連絡を取りあうのに忙いそがしいからってのもありそうっすね」

　天狗の一族の頭とう領りようは、白山という名を持っていて、人間たちとも深く関わっているという。特に宝ほう寿じゆの次期帝みかど候補である第一皇子と強く結びつき、政まつりごとにも口を挟はさんでいるらしい。

「そうなの？　僕、狸一族は、いっつもぽんぽこ怒ってるから苦手だなあ。狸一族と争いたくないなあ」

「ソラの大将……大将は妖怪でいちばん強いのに……」

　白夜が気の抜けた声を出した。

「僕は本気で戦えば強いけど、だいたい戦うのそんなに好きじゃないし、権力争いにも興味はないからね。それに狸は、戦力での勝敗じゃなく、知恵も使って最後に残った奴やつにつくって、僕に向かってはっきり言ったもの。だから狸一族のことは、とりあえず放置でいいと思うよ」

「そんなもんすかね」

「味方でもなければ敵でもないのが狸一族だからね。橘屋も、狸一族と根っこが同じだから、そっちもしばらく様子見でいいかな。商いになりそうだったら一枚嚙かんでくるだろうし、なりそうもなかったら手を出してこないんじゃないかな。いま僕が暮らしてる屋や敷しきだって、そもそもが橘屋が建ててくれたものだし、風向き次第でどうとでも寝ね返がえる相手だ。目を離さず、でも、敵対はしないでいくしかないよね」

「へえ～、大将は今回、いろいろと考えてるんすね。こないだまでは、あかりちゃんが関係していること以外は、みんなどうでもいいって投げやりだったのに」

「いまだって本心はそのままだよ。でも、あかりさんがこの世界で生きてる以上、状況のすべてに気を配らないと、あかりさんのことを守れないんだってわかってきたんだ。誰が強いとか弱いとかだけじゃなく、みんなの損得や、気持ちの動きや、しがらみに至るまで調べて、考えていかないと。『強さ』だけじゃ世界は回っていかないんだよね。なにかのきっかけひとつで、あかりさんに被ひ害がいが及ぶかもしれない。一見、遠くで起きていて無関係に見えることでも、無視はできない」

「それでここんとこ、調べ事が多た岐きにわたってるんすね。そういやちょっと気になることがあって、白山って、大将とたいして年が違わないらしいんすよね。ふたつか、みっつくらい白山のほうが年下だとかで──それで、個人的に白山はソラの大将のことを恨うらんでることがあるらしいって、件くだんが言ってんすよ。大将、天狗の頭領の白山と会ったことがあるんすか？」

　件とは──未来を予知し、告げる、女の妖怪である。力のある妖怪で、それゆえに人間たちも件の姿は目に見える。が、めったに人里に現れず、たまに現れたときには不吉な未来を予よ兆ちようすることが多かったため、人間たちに疎まれて、草紙や芝しば居いのなかでは醜みにくい姿の妖怪として記しるされている。

　実際は、豊満な体たい軀くを持つ、肉感的な美女妖怪なのだが。

「……記き憶おくにないなあ。白山って天狗だよね？　天狗って、いまにはじまったことじゃなく、いい話を聞かないよね。それこそずっと昔は、不作続きになった年に、人を攫って巫み女こに仕立てて、山の神様にお供そなえしたって聞いたよ」

　そう言えば──今年はどうやら天候不順で、農作物の育ちが悪いらしい。

「そういやそんな話もありましたね。すっごい昔、山神の怒いかりを鎮しずめるだのなんだのって……。それで思い出しやした。天狗たちが神社を造ってるらしいっすよ」

「神社？　山神の神社を新しくするのかい？」

「白山が音おん頭どを取って普ふ請しんしている神社だって話っすから、天狗たちの山の神様のための神社じゃあないっすかね。ただ、場所が山奥でも山頂でもない平地なんすよ。あれだと山のための神社じゃなく、寿すつ都つのための神社みたいに見える。それと、不思議なことに、材木問屋の橘屋が、材木を一切卸おろしてないそうで」

「目め敏ざとい狸がついている橘屋が、儲もうけ話に手を出さないなんておかしいね。売れるもんならなんでも売るはずなのに。それに、山神の神社はたいそう立派なものがあるのに、さらに豪ごう勢せいにするのかい？」

「おかしいっすよね。もうちょっと調べてくるっす。悔くやしいことに、白山はさすがに力があって、周囲になかなか近づけなくて……。弱点でも見つからないもんかと、白山と昔会ったことがあるらしい件に聞きに行ったんす。そうしたら、件は、ソラの大将と白山は会ったことがあるから、弱点についてはソラの大将が詳くわしいはず、なんて妙みようなこと言いやがって」

「白山ってどんな見た目なの？」

　ソラは腕うでを組み、首を傾かしげて思い当たることがあるかとしばらく過去の記憶をひっくり返してみた。

「人型の妖怪っすね。天狗一族は基本、妖力の強い連中ほど人間に外見が似ていくみたいっす。下したっ端ぱは烏でも、上になると人の形で──まあ白山はいい男っすね。……って火か車しやと件が言ってました。まあ、俺よりは劣おとりますけどね。……けどやっぱり頭領やるくらいっすから力はありますよね。本気になったときのソラの大将と同じくらい、眼がん力りきもあるし迫はく力りよくもあって強そうっすよね。……って、火車が褒ほめるみたいなこと言いやがってたんすが、でも俺よりは弱いっすよ。目力だったら俺のほうがあります。切れ味だったら俺のほうが鋭するどいし、大人の男の色気ももちろん俺のほうがあるっていうかね」

「白夜ほどじゃない、いい男の妖怪か。記憶にないなあ」

「取るに足らない野や郎ろうっすよ。髪かみなんざ、さらさらっとした長い、銀髪？　鍛きたえた刃やいばの色合いだなんて件がしみじみ言ってて、火車まで同意してました。でも俺のほうが、スパッと切れますからね。俺、カマイタチですからね。負けてませんよ。白山は目も銀色で神秘的だなんて件が言ってて、火車もまた調子いいから『そうですね』なんざ言いやがって！　俺だって充分、憂うれいを湛たたえたりもできますから！　ていうか白山、白すぎるんだよ。肌が！」

　後半になると白夜はほとんど吠ほえるような言い方になっていた。

「肌が白くて銀の長髪で、目も銀色──でも、白夜ほどにはかっこよくないってことか。うーん、やっぱり会ったことないなあ。そんな妖怪」

「そうっすか。じゃあ件の勘かん違ちがいかもしれないっすね」

「でも気になるから、件の話ももっと詳しく聞いてきてくれないか？　なんなら僕が会いに行こうかな。ずっと件とも会ってないからなあ。もう五十年以上は会ってないなあ。前に会ったとき、件は僕の未来を予言してくれなかったんだよなあ。件はなにか気になる予言をしていたかい？」

「俺らにも特にこれといって……」

「件は、目の前にした相手の不吉な未来を予言するんだっけ。じゃあ白夜と火車には、いまのところ、未来に不安なことも不幸もないんだね。よかった」

　心底ほっとして、白夜をしみじみと見るソラである。昔はこんなふうに他者のことを心配したり、考えたりすることはなかったが、いまのソラは白夜や火車がずっと幸せでいたらいいなと願うようになっていた。

「ソラの大将……」

「いつも白夜と火車に調べ事を頼たのんで、忙しくさせてすまないと思っているんだよ。頼たよりにしてる。ありがとう、白夜」

「ま、俺の手にかかりゃあこの程度の調べ物なんて、ちょちょいのちょいってもんすけど」

「うん」

　ソラが笑顔を向けると、白夜が得意げに胸をそらした。

「引き続き、あかりちゃんのことは猫ねこ股またと雀すずめっこたちが見張ってるっす。なにかあったら俺んとこまで雀っこたちが飛んでくるんで、安心っす。この『切れ者』な俺様にまかせてくれれば、なにもかもうまくいくってもんです」

　白夜がとんと自分の胸を叩たたいて威い張ばってみせた。

　すっと背筋をのばして立つ白夜は、見た目だけでいえばたしかに「切れ者」に見えた。白夜はどんなことでもどーんと請うけ負おって断言する。断言されると、なんだか頼りがいがあるように見えるし、かっこよくも見えてくる。

「白夜って、かっこいいよね」

「え？　なんすか、大将？　いやいやいやいや、そうすか。そうなんです。俺様ときたら切れ味には定評がある妖怪ですしね。人間の目には見えてないっすけど。……弱い妖怪だから。いやいや。でも、見えない速さで人の足をスパッと切り裂さくカマイタチっすから、見える必要なんてないし。そりゃあ白山に比べたらアレなのかもって、件と火車が女ならではみたいなことわいわい話してるの聞いてるうちに打ちのめされたんすが、んなこといっても、俺のほうが切れると怖こわいっすからね。かっこいいなんて言われ慣れてますし。でも、その言葉いまの俺にはありがたいっすよ。ソラの大将」

　白夜が早口言葉みたいに否定したり肯こう定ていしたり照れたり威張ったりしはじめる。

　件と火車はいったい白山についてなにをどう語ったのか。そのときに白夜と白山を比ひ較かくするようなことを、うっかり言ってしまったのだろうか。

「女の子はどんな子も、かっこいい男に惹ひかれるのかなあ。僕じゃ頼りなさすぎるかなあ」

　白夜の自信喪失気味が伝わってきて、ソラもつられてしゅんとなる。女性たちは「可愛かわいいもの」は好きなのに「可愛い男」は、どうでもいいのかもしれない。

「……ソラの大将、もしかして、あかりちゃんのことで悩なやんでるんすか？」

　白夜が合が点てんがいった顔になり、こそっと聞いてきた。別に誰が側そばにいるわけでもないから、大きな声で聞いてもいいのに。

「うん」

「そこで、うなずけちゃうのがソラの大将のすげーとこっすね。俺なら悩んでても、こんなふうに聞かれたら他人には即そく座ざに『ちげーよ』って否定しちまいますね」

「なんで？」

「なんででしょうかね。本当のことってなかなか素直に言えないもんなんすよ」

　白夜が困った顔で笑う。ソラは、そういうものかと首を傾げた。

「白夜は火車と恋仲なんだよね？」

　実はソラは、いつも仲なか睦むつまじく喧けん嘩かをする白夜と火車のことが、羨うらやましくてならない。

「え……大将、ななななななにを……」

「僕、前は白夜と火車のことはただの仲のいいふたりだって思ってたんだ。でも、あかりさんのことが好きになってから、白夜たちの様子を見たら、なんだかただの仲良しじゃないんだなって、わかるようになったよ。ふたりは恋人同士なんだよね？　いいなあ」

　白夜が顔を赤くして、口を開けてなにかを言いかけ──なにも言わずに閉じる。

「秀しゆう徳とくに捕とらえられてる火車のことをなんで白夜があんなに真剣に捜さがしてたのか、昔はよくわからなかったけど──いまならわかるよ。僕だって、あかりさんが誰かにつかまって、いなくなったら必死になる。自分の力だけじゃ足りなかったら、土下座してでも他の誰かの力を借りて、助けようってする。自分の命と引き替えでも、助けたい存在だよ」

「ソラの大将……」

　白夜が感かん極きわまったような顔つきでソラを見返している。

「僕はまだまだ駄だ目めな妖怪だよ。暗黒太陽だ、百ひやつ鬼き夜や行こうのしんがりだなんて言ったって──誰の役に立っているわけでもなかったもの。今までも僕と同じような気持ちを抱かかえて、必死に頼み事をしに来た人間や妖怪もいたのかもしれない。興味ないって追い返していた時期もあったし。こんな僕じゃあ、あかりさんは頼りないと思うのかもしれない」

「頼りないわけないじゃないすか！　最強の妖怪っすよ!?」

「そうかなあ。僕はこんなに素直に自分の気持ちをあかりさんに打ち明けてる。それでもうまくいかないってことは、あかりさんは、僕のこと嫌いじゃないけど好きでもないっていうことなのかなあ。だんだん自信がなくなってきた……」

　白夜に話しているうちにどんどん気持ちがしょぼくれていくソラだった。

「こんなに悩んでるのに、秀徳に言ったら『そんなことより天狗の白山がとうとう動いた』とか『白山を贔屓ひいきしている皇子がどんどん権力をつけていっているのが気になる』とか、政治の話ばかり返してくる。わかってるよ。僕だって、あかりさんを守るために、白山のことを調べようとしているし、考えてないわけじゃないんだ」

　秀徳は「それは儂わしの管かん轄かつ外がいだ。この袈け裟さ姿を見てわかるだろう。儂は阿あ闍じや梨りだ。色恋無む縁えん」と、ソラの相談を断ち切った。大人の男と見込んで相談したのに、ひどい。

「白山が後押ししている第一皇子っていうのが、僕といい勝負のふわふわした皇子なんだってね。なんにも考えてないあの皇子が跡あとを継ついだら国が滅ほろぶって、秀徳が断言していたよ。ついでに、僕がしっかりしないせいで妖怪たちも滅んだらどうするんだって、怒りだすんだよね。秀徳は別に妖怪じゃないのに……」

「秀徳って、悪い奴だったはずっすけど、わらしたちのことだけは溺でき愛あいしてますからね。秀徳がつらかった時期にわらしに助けられたんでしたっけ？」

「秀徳が、サジとシキのことを大切にしてるのはわかってるよ。でも僕の相談にのってくれてもいいじゃないか。悩んでるんだから」

「そうっすね」

「そうだよ。カミはいつもああだし、オボはなにを言っても『きゅ』って言うだけだし──火車は女性だからちょっと恥はずかしくて言えないし、青あお柳やぎさんに相談するのはなんだかしゃくだし。赤本を読んでそのとおりにしてみたら、あかりさんに『ソラさんの馬ば鹿か』って言われて叩かれてばかりだし──だいたい、ここぞっていう機会にはいつもカミがやって来て、いい雰ふん囲い気きをぶち壊こわすし……」

　なんだか愚ぐ痴ちっぽくなっていく。世界を手に入れることより、あかりの心を手に入れるほうがよっぽど難しくて、ままならない。

「僕ね、オボがなにを食べて大きくなっているのかをあかりさんにまだ伝えてないんだ。だって、いまでもあかりさんは、ありとあらゆるみんなに優しくしてるだろう？　オボが寂さびしさや孤独みたいなものを食べて大きくなる妖怪で、オボがなつくってことは、その相手は寂しいんだっていうことを教えちゃうと、あかりさん、オボがなついた相手みんなにさらに優しくしちゃう気がするんだ。僕だけに優しくして欲しいのに！」

　我ながら、なんと器うつわがちいさいことかと思わないでもない。しかしソラにとってはあかりが初恋なのである。はじめて恋した相手が、誰にでも優しいということは、それだけで嫉しつ妬との幅はばが広がるというものだった。

「俺でできることならなんだって手伝いますぜ。俺、ソラの大将のこと応援しますからっ」

　白夜が意気込んで拳こぶしを握にぎりしめた。

「『応援』は……しないでくれると嬉しいかな」

　首を傾げてふわふわと笑いながら、ソラは白夜に言い返す。

　応援はもう、十二分以上に間に合っている。







　ソラは白夜にあれこれと相談をしながら屋敷に戻もどった。

「そうか。場所を変えてみると、あかりさんも僕のこと見直してくれるかもしれないのか。いまのままだと、僕の屋敷で黄き表びよう紙しを読んだり掃そう除じをしたりご飯支じ度たくをしたり、青柳さんの屋敷でも黄表紙について話したり掃除をしたりご飯支度をしたりのくり返しだものね」

　考えてみたら──あかりにソラの「かっこいいところ」を見せつける機会が、ないのだった。掃除やご飯支度はあかりのほうが上手だし、黄表紙談義は楽しいが、ソラのかっこよさを示せない。

「そうっすよ。たまにはふたりきりで出かけるってのもいいと思うんすよね。ちょうど来週から祭りがあるじゃないっすか。実は俺も、火車と一いつ緒しよに祭りに行こうって……あ、まだ話してないんで、ソラの大将、火車には内ない緒しよっすよ」

「うん、内緒にする。お祭りかあ。寿都神社のお祭りはにぎわうらしいね」

「ソラの大将、寿都の祭りを知らないんすか？」

「去年のお祭りは、屋敷に引きこもっていたから、見てないんだよね。その前となると、お祭りなんて気にしたこともなかったから……」

　白夜が「ああ」と、ちいさく笑う。

「ソラの大将は、前は本のことしか興味のないお方でしたからね。祭りはいいっすよ。子どもらが跳はね回って、大人たちも神様に感謝して、笑って、勢いづいて喧嘩したりしてね」

　白夜は人差し指できゅきゅっと鼻の下を擦こすり上げ「俺は祭りんときだけは、人の子は可愛いもんだなって、思うんすよね」とつぶやいた。

「そうなの？　どうして？」

「楽しそうなんすよ、力いっぱいいまを楽しんでて。そういうのは妖怪の俺らでも、わかるんすよ。俺らはそのときそのときが楽しけりゃあそれでいいじゃないですか。祭りの夜だけは、人の子も俺らみたいになってる気がするんすよ。ソラの大将も行ってみりゃあ、わかる。あとね、祭りの夜は女の子が可愛いっす。そりゃあもうね。新しい浴衣ゆかたをあつらえたりしてね」

「あかりさんはいつでも可愛いからなあ」

　真顔で言ったら白夜が頰ほおをひきつらせた。

「いやいやいやいやいや。まあ、あかりちゃんは黙だまってりゃあそうでしょうが」

「ところで白夜。かっこいいところを見せるって具体的になにをしたらいいのかな？」

「男なら、シュッとした切れ味を見せるべきっすね。例えば祭りの夜、ちょっと悪そうな奴らに、あかりちゃんにからんでもらって──それをソラの大将がパパッとやっつけて、あかりちゃんにいいところを見せるなんざどうですか？　なんなら暇ひまそうな妖怪たちを仕込んでおきましょうか？　ソラの大将は普通にしてりゃ強いんすから」

「あかりさんを怖い目に遭あわせたくないから、却きやつ下か」

「いやいや。芝居っすから、大丈夫っすよ」

「そういう芝居とか噓うそとか嫌だもの。却下」

　話しながら、引いてきた屋台を庭に片付ける。庭の脇わきに、こんもりと紫陽花あじさいの葉が生おい茂しげっている。植え替えたときはしおれ気味だった芍しやく薬やくも、いまは葉がピンと張りだしていた。朝顔はソラが刺さした支柱に蔓つるを巻き付け、上へ上へと育っている。

　種を植えたり移植したりした樹木や花が、根付き、芽吹いていた。

　植え替えたばかりで、この春は花はあまり咲かなかったが、夏の花からはきっとそれぞれに庭にきれいな色を加えてくれることだろう。

「それにしても今日はいきなりぐんと冷えるね。冬に戻ったみたいな気候だ」

　ぶるっと震ふるえて、ソラは着物をかき合わせる。

「そうっすね。ここのところ天気の具合もおかしいっすし」

　それでも花を枯からしてはなるまいと、ソラは毎日、熱心に庭の花の世話をしてきた。

　──昨日より、今日のほうが、のびている。

　あかりに花の咲いた庭を見せたいからと、草花の様子を気にかけていると、いままでなら見えてこなかった些さ細さいな変化が目に留まる。話しもせず、主張もしないと思い込んでいた草花だったが──生きているし、手をかけて気持ちをこめると、きちんと応こたえてくれるのだ。

　──あかりさんに花を見せたいと思わなかったら、こんなこと気づかなかったなあ。

　精一杯背伸びしているみたいな朝顔の蔓に指先で触れると、自然と笑みが零こぼれた。頑がん張ばって咲いてくれよと、心のなかでそっと朝顔に話しかける。朝顔の蕾つぼみがついたら、あかりに報告しよう。

「じゃあ僕はあかりさんをお祭りに誘さそうから、カミには内緒にしてね？」

　白夜にそっと耳打ちすると、白夜が重々しくうなずいた。

「がってんっす。つーか、カミの野郎もここのところ、なんか隠かくし事してないっすか？　なんだか挙動不審でこそこそしてやがるような」

「白夜、カミはいつでも挙動不審だよ」

「そういや、そうか」

　ひとまずカミに見つからなければそれでよしとしよう。オボについては仕方ない。オボの応援をかいくぐって、あかりとお祭りを楽しもう。ちょっとでもあかりがソラを見直してくれたらいいのだが。

　思案しながら屋敷に入ると──。

「なんで秀徳がいるの？」

　奥の間に、普通の顔をして秀徳がいた。

「ここは儂の所有する屋敷なのでな。養い子のソラの顔を見に来ただけだ。いちいち不満そうな顔をしないでもらいたい」

　がっしりとした体軀の上に美び麗れいな顔。秀徳は、眼光の鋭さがただならぬ、威い圧あつ感かんのある阿闍梨である。

「青柳さんまでいるってどういうこと？」

　しかもその向かいに青柳が座っている。こちらも斜しやに構え、なにもかもを呪のろってでもいるかのようにぎらりと双そう眸ぼうを光らせている。

　──なんで僕の家で、僕の留る守す中に、ふたりで睨にらみ合っているの？
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「いよいよもって政での白山様の勢いが止まらないのでね。頼みのソラは儂の言うことを一切聞いてくれぬ。こうなってはなりふりかまってはおられまい。皇子を含ふくめて、いまの政局は白山様の息のかかった者がほとんどだ。そんななかで、いまだ白山様の傘さん下かにくだらぬ貴族の方たちにひとりずつ、こうして膝をつめてお話しさせていただいているところだ」

　青柳は無言だ。

「ついては、青柳子し爵しやくの『見えざる者を見る目』のお力も、お貸し願えればと思ってね。白山様が実は人ならざる者で、天狗なのだと、青柳様にお伝えしたのさ」

　秀徳がちらりと青柳に視線を向ける。

「秀徳の言う『見えざる者を見る目』って『弱い妖怪も見える』力っていうことだよね。秀徳って、なんでいちいちそんなに面倒な言い回しをするの？　あとどうして青柳さんの力に気づいたの？　それになんでその話し合いをうちでやっているの？」

　他にもいくつか聞きたいことがあった。

　宝寿の国の政に「天狗」という妖怪が関わっていると言われ──青柳はそれを素直に信じたのだろうか？　青柳は「見える」人だから、他の人間よりは話が早いが、それにしたっていきなりな話だ。

「青柳子爵のお力のことはサジとシキから聞いた。子爵によくしてもらっていると、サジもシキも幸せそうで……」

「秀徳、本当にサジとシキのことが好きだよね……」

　秀徳は子こ煩ぼん悩のうな父親なみに、サジとシキのことになるとにこやかになる。

　──人って、好きな相手がいると、こんなにも変わるもんなんだなあ。

　不思議に思うが、よく考えたらそれは人だけのことではなかった。妖怪のソラだって、あかりのことが好きになって、変わっていった。白夜と火車もソラが知らないだけで、互いを好きになって変化していった部分があるだろう。

「青柳様には本当に感謝しておるよ。青柳様も大変だったことでしょうな？　儂自身も血筋のせいもあって、幼いときから異界のものやら妖怪たちやらが見えるたちじゃった。寺生まれゆえ、儂のこの奇き怪かいな眼力もひとつの才能と認められたが──つらいこともあった」

　いきなりはじまる自分語りに、青柳がいささか迷めい惑わくそうに秀徳を見ている。

「秀徳、その話、長くなる？」

「黙らっしゃい！」

　話の腰こしを折ったソラに、秀徳がピシッと言い放つ。力は秀徳よりソラのほうが上なのだが、えらそうなのはいつだって秀徳のほうだった。なんでそうなってしまうのか、ソラにはいまひとつわからない。

　──こういうところが、僕がかっこよさに欠けている理由かなあ？

「青柳様にはずっとお力添ぞえをとお頼み申し上げているのだが、頭を縦に振ふってはくださらないのだ。こうなってはいたしかたないので、ソラの屋敷にある『秘本窯よう変へんにしきの草紙』をお貸しすることでご助力願おうかとなった次第で」

「え……僕、聞いてないよ？」

『秘本窯変にしきの草紙』は、宝寿国の最古の黄表紙と言われている草紙だ。昔はいまのように印刷技術がなかったので、読みたい人が、手本をそれぞれに手書きで写し広めていった。手書きの途中で物語が書き加えられたり変容したりして、いくつもの枝葉を茂らせ、結末が変わっていった草紙のなかの「おそらくはこれが原本」とされているものである。かなりのお宝なのだ。

　本が好きな妖怪として知られていたソラは、過去に人間たちの願いを聞くかわりに、たくさんの書物をもらった。そのなかの一冊である。

「もちろんだ。儂はソラには伝えておらぬ。断られたら困るので、勝手に進めた」

「……ひどいっすね」

　後から入ってきた白夜が、ソラの心の声を代弁してくれた。まったくだ。秀徳は、弱いくせに威張っているし、ひどい。

　──こういうのって実力は関係なくて、威張った者勝ちなのかな。

「だって『秘本窯変にしきの草紙』が、いまどのへんに置いてあるのかわからないよ。捜さないと」

「ならば、捜してきなさい」

　秀徳がきっぱりと言いきった。

「もちろんそれだけじゃない。青柳様は恋愛本の大たい家かだ。しかも荻おぎ野のあかり殿どののこともよーくご存じだ。ソラが気にしているあかり殿との関係についても、誰に聞くより、青柳様に伺うかがうのが一番だと儂は思う。そうですよね、赤あか鳥とり先生？」

「違う。私は赤鳥なんてくだらない人間なんかじゃないと何度言ったらわかってもらえるのかな。はっ」

　青柳がつんと顎あごを持ち上げる。

「そうでしたね。赤鳥なんてくだらない黄表紙作家と子爵様が無関係なのはもちろん存じ上げております」

　すると、青柳の顔の角度がわずかに下がり、見上げる目がぎゅっとつり上がった。

　青柳の前で、作家・赤鳥を褒めると機き嫌げんがよくなり、けなすと不機嫌になるのだ。青柳はある意味、わかりやすい男だ。

「青柳様は黄表紙がお好きだ。そして儂は、青柳様が弱い妖怪を見ることができる才覚は、その黄表紙好きにあるものだと推すい察さつしております。思えばあかり殿も、黄表紙好きだ」

「黄表紙が好きな人は、弱いあやかしも見えるっていうことなの？　酔よっぱらいは弱いあやかしを見られるって話なら前に白夜たちとしたことはあったけど……」

「したっすねー」

　白夜が相づちを打つ。

「黄表紙だけの問題ではないでしょうな。想像力の強い人間には見えやすいのかもしれぬ。もっとも昔は、普通の人もいろんな妖怪たちが見えていた。それが見えなくなったのは、人に、弱い妖怪を見るだけの心の余裕がなくなったのではないかと思うております。強い妖怪はまだしも人の力になることをしてくれるが、弱い妖怪は人の得になることをなにもしてくれませんからな」

「なんでそう思うの？」

「人というものが、そういう生き物だからです。人は『見ても得にならないものを、見えないことにしてしまう』特とく殊しゆな能力を持っております。たとえば、儂はよく人に取り憑ついた悪あく霊りようを祓はらいにいく。けれどね、たまには悪霊以外の霊に憑かれている人もいるのです。あかり殿もそうだ。あれは、あかり殿を守護する両親の霊でしたが──」

　あかりには亡なくなった両親の加護があるのだという。ソラは妖怪であっても幽ゆう霊れいには疎く、あかりの両親の霊の気配は一切関知できないので、秀徳の説明で聞いただけだが。

「あかり殿だけではなく、守護の霊が宿っている人は多い。多いが、悪霊のように悪さをしない霊ならば『見ない』ほうが、心安らかなんでしょうな。悪霊を祓ってくれと金を積む人は多いのに、守護をして悪さをしない霊を祓ってくれと儂に頼む人は皆無だ」

「それって言いがかりじゃないのかなあ。悪いことをしない霊だから、いることに気づかなくて、だから祓ってくれって言ってこないだけなんじゃあ……」

「気づかないというそのことが『気づいて面倒なことは、気づかないほうがいいから、見ないことにする』という、人の心の選せん択たくのひとつですよ。気づいてしまったら、たとえ守護の霊であろうと、憑かれているのを不安に思うこともある。不安にならないために『見ない』ことにしているだけです。人は、自分で自分の視覚をだますものですよ」

「秀徳の言っていることは、とっても面倒くさいと思う」

　言わんとしていることはわかるのだけれど──。

「なるほどな。視覚というのは不思議なものだ。探し物をしているときに、すぐ目の前に目当ての物があるのに、思い込みゆえに『それ』に気づかず、見過ごしてしまうことがある。頭が勝手に『そこにはない』と思い込んだら、すぐ前にある物ですら目に入ってこない。妖怪を見ても役に立たないと思いだした人間たちが、妖怪なぞ見ても仕方ないと思い──時の経過と共に、だんだんに妖怪たちを『そこにいない』と思い込んだということか」

　青柳がつぶやき、ごそごそと紙と筆を取りだしてなにかを書き記しはじめた。いまの話は、次回作に活いかされるのかもしれない。

「そうです、儂はそう思っております。翻ひるがえり、では『見える』人たちはどういう仕組みで弱い妖怪たちを見ているのかと推すい理りしますに──古いにしえより、人間たちが妖怪の里に紛まぎれ込むときはたいてい、酒に酔っぱらっているときと決まっております。あかり殿も、青柳様も──幼いときの儂もまた、夢む幻げんのようなものに取り憑かれ酔っているのではなかろうかと」

「酔っている？」

「儂はたいそう心が弱く、夢見がちな子どもだったよ。自分の理想の夢物語を作り、その世界に酔っぱらっておった。たぶん、いまも」

　秀徳がかすかに笑った。

「私は違う」

　青柳がむっとしたように唇くちびるをへの字にする。

　──夢幻に酔っている？

　秀徳の台詞せりふがソラの胸に引っかかる。それじゃあ自分たち妖怪は、夢や幻まぼろしみたいにふわふわとして、すぐに消えてしまうものみたいじゃないか。

「そうでしょうか？」

　秀徳が青柳に問う。

「そうだ。くだらん話はそれくらいにして、早く『秘本窯変にしきの草紙』を見せていただきたいものだね。書き写すための紙と筆も用意してここに来たのだ。ふんっ」

　青柳が険けわしい顔で返した。話がふりだし近くにまた戻った。

「え……ちょっと待ってくださいよ。めったに屋敷の外に出ない青柳さんがここに来たのって、黄表紙なんかを書き写すためなんすか？　すげーっすね」

　白夜が感心したように言い、青柳が再び頭の角度を下げた。しかし前髪の隙すき間まから、上うわ目め遣づかいの切れたまなざしが睨み上げている。

「黄表紙なんか、じゃないよ、白夜。黄表紙はいいものだよ。黄表紙のなかにはありとあらゆる形の愛あい憎ぞうがあるし、生き物たちに溢あふれてる。知恵が書き記されて、読むだけで経験値が上がるというものだよ」

　ソラは思わず口を挟む。

「ふん。知ったようなことを言う」

　青柳の頭の角度が今度は少し上昇した。

「しかし……ということは今日は『秘本窯変にしきの草紙』を拝おがめないということなのだな」

　青柳が遠い目をした。

「はあ……。すみません」

　なぜか謝罪してしまうソラである。

　──青柳さんて、結局あかりさんと同じなんだよね。

　あかりに無条件で尊敬されている青柳に嫉妬はするものの、嫌きらえないのは、青柳がどことなくあかりと似ているからだった。他の人には見えない「弱い妖怪が見える」という部分も、あかりと青柳は同じだった。そしてあかりも青柳も──弱っている者、孤独な者たちに優しい。それは、ふたり共に「寂しさ」というものを身をもって知っているからなのだと思う。

　同じように孤独を抱えていたらしいのに、違ったふうに育ってしまった者もいると、目の端はしで秀徳をとらえたソラは「あ」と、目を瞬しばたたかせる。

「あれ……。待って、秀徳。それって──青柳さんも、僕たちのよくわからない争い事に巻き込むってことなの？　僕は別にどうでもいいのに、天狗とか狸一族が、人間界を牛ぎゆう耳じってやるんだって企たくらんでるのを阻そ止ししようっていう？　それは困るよ。だって、青柳さんは赤鳥先生なんだから」

「はんっ。何度言えばその緩ゆるい頭に染み込むのかわからないが、私は赤鳥なんていう低てい俗ぞくなものを書く人間のことは死ぬほど軽けい蔑べつしているし、無関係だとあれほど……」

　定番の青柳の台詞を聞き流して、ソラは秀徳に詰つめ寄る。

　秀徳が不ふ遜そんな笑顔を浮かべた。

「そうじゃな。儂は最初は火車をつかまえて、火車の身の上と交換におまえに言うことを聞かせようとした。次にあかり殿をつかまえたが、結局、どちらもうまくはいかなかったが……。おまえとひと冬過ごして、儂の計画そのものは間違ってなかったと身に染みたのだよ。ソラ、おまえというあやかしは周囲を巻き込んでからめ手にしないと、まったく動かん」

「だからって青柳さんまで巻き込まなくても……」

　青柳になにかあって、あかりの大好きな赤鳥本が毎月書き下ろされなくなってしまったら、どれほどあかりが悲ひ嘆たんに暮れることか。青柳が執しつ筆ぴつ以外のことにわずらわされなくてすむようにと、ほとんど毎日のようにあかりは青柳の屋敷に日参し、家事手伝いをしているというのに──。

「だったら少しは儂の言うことも聞いてもらいたいものだ。毎日毎日のらりくらりと黄表紙を読んでばかり！　それだけじゃなくこの屋敷にも、儂の寺にも、しょっちゅう貧びん乏ぼう神がみがやって来て、屋根やら床ゆかやらを破損してまわる。カミに餌え付づけをするのなら、きちんとおまえのところだけで留めおけと何度言ったら……」

「秀徳、なんだか狸一族に似てきたよ」

　きゅっと肩かたをすくめてソラが言うと、秀徳がすこぶる苦い顔になった。
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　ソラの屋敷で秀徳と青柳が謎なぞの談合をしているその時刻──。

　あかりはというと、青柳の家を訪ねていたのだった。

「赤鳥先生はお出かけなの？」

　せっかく来たのに青柳は不在で──しかしそのかわりに狸小僧のシロがいた。茶色の短髪のあいだに獣けものの耳を丸く突つき出し、着物の後ろからはしっぽがふさふさ揺ゆれている。

　妖怪である狸一族の、頭領の息子である。

　──どうして青柳邸にシロが？

「きゅ」

　オボが袂から降りて、シロへと、とてとてと駆け寄っていった。

「こんにちは。あかりさん」

　庭先をせっせと掃除していたシロは、箒ほうきを使う手を止めて、あかりに丁てい寧ねいに頭を下げた。

　掃除するシロを尻しり目めに、サジとシキは庭の真ん中で地面を掘り起こし、熱心に泥どろ団だん子ごを作って遊んでいた。手や顔を泥で汚したふたりの童女がパッと立ち上がり、あかりのもとへと走ってくる。

「あのね、兄さんは迎えの車が来て、どこかに行ったよ。お迎むかえの車に、あいつが乗ってて、兄さんのかわりに降りて、それからずっと掃除してんのさ。あいつ、あたいたちのこと、橘屋に連れ帰るようにって、狸たぬき親父おやじに言われたんだって」

「そうです。父上が橘屋にわらしさんたちをお迎えしたいと言っているんです。なので僕も、できるだけわらしさんたちに心を尽つくすようにと命じられました。お屋敷が荒れているようなら掃除をしなさいとのことでした」

　座ざ敷しきわらしも桟さ敷じきわらしも、幸運を連れてくる妖怪だから──商売をやっている狸たちにしてみれば、自分のところにいついてもらいたいのだろう。

「あたいたちのこと、わらしって言うな。あたいたち、住んでる家の人に正体を知られたら、出てかなくちゃならないんだからな。あたいもシキも、ここの兄さんから離れたくないんだって。放っておいてよ」

「青柳子爵様がいらっしゃるときには不要なことは話しません。正体をばらしてここから出すようなことをしたら、うちの店にサジさんもシキさんもいらしてくれないようですし」

　狸は妖怪なのに、人間たちと同じような考え方をするのだと、ソラが前に言っていた。しっかり者で、お金が大好きで、化かし合いや知恵比べで勝つことに喜びを見いだすのが狸の習性だという。

「でも、はなから正体を知っている状態で、サジとシキを連れ帰っても、お店にはいつかないんじゃないのかしら？　ばれたら出ていかなくちゃならないのに、ばれたまま店にいつくのは変じゃない？」

「橘屋の店主は、父上ではありませんから。父上はあくまでも雇やとわれているだけです。だから理り屈くつとしては、橘屋のご主人の橘様さえわらしの正体に気づかなければ、大丈夫なはずですよ。それに橘屋で働いている全員がうちの一族っていうんじゃなく、三分の二は人間たちですし」

「っていうことは橘屋さんの三分の一は狸一族なの？」

　思っていた以上に狸の割合の多い店だ。

「そうです」

　なにか問題があるのかと問いたげに、シロがくるくるとした大きな目であかりを見上げる。ぶんぶんと横に揺れるしっぽが愛らしい。

　狸の頭領はちょっと苦手だが──息子のシロは愛くるしくて、見るたびに勝手に顔が綻ほころんでしまう。

　なによりシロは、父親の言いつけを驚おどろくほどよく聞く孝行息子なのだ。本当ならばまだまだ遊びたい盛りだろうに、率そつ先せんして店の手伝いをこなしている姿に、あかりはいつも内心で感心していた。

　──わざわざ外にまで派は遣けんされて掃除しているのって、いくらなんでもかわいそうよね。

　手を泥だらけにして笑顔いっぱいのサジとシキと、働くシロを見比べたあかりは、複雑な気持ちになる。ふと脳裏に浮かぶのは──同じくらいの歳としの子たちが遊んでいるのを見ながら、洗せん濯たくやご飯支度をしていた幼い日の自分の姿だった。

　家事をするのが嫌なわけでもつらいわけでもなかったけれど、ときどき妙に寂しかったあの気持ち。

「シロくんは本当に働き者だね。えらいね。あとは私が掃除しておくから、サジやシキたちとちょっと遊んできていいよ」

「いいえ。これは僕に言いつけられた仕事ですから。父上に、わらしたちのためにここの屋敷の仕事をしてくるようにって命じられてますので」

　ピッと片手を挙げて、生き真ま面じ目めに言う。

「そうなんだ。あたいはね、兄さんに夕ご飯までには帰ってくるから遊んで待ってろって言いつけられたから、遊ぶのが仕事だよ。あたいたちちゃんと遊んで待ってるんだ」

「お土産みやげを買ってきてくれるって」

　シキとサジがにっこりと笑う。

「お土産、なんだろうな。甘い甘いお菓子かなあ。それともしょっぱいお菓子かなあ。煎せん餠べいでも餠もちでもあたいたちは大好きさ」

　サジがあかりの手をつかんで、ぶんぶんと振り回しながらうっとりと言った。

「そうなの。楽しみね」

「でも姉さんの作る食べ物も大好きで楽しみさ。今日はなに作る？　あたいは小麦粉をこねて焼いたやつを甘じょっぱくして食べたいな。砂糖と醬しよう油ゆで食べるやつ」

　シロがきりっとした顔で、あかりたちから視線をそらし、庭を掃はく。その足下にオボがすり寄って、まとわりついている。シロはオボに足を取られてつまずきかけた。

「危ない！」

　咄とつ嗟さに手を差しだすと、シロが耳をヒクヒク動かして「すみませんっ」と頭を下げる。

「えーと、じゃあみんなで粉のお焼きを作りましょうか？　でも夕ご飯前だからちょっとだけね。満腹になるとご飯が入らなくなるから」

「大丈夫。入るよ！」

　得意満面で言い張るサジの頭を、あかりは「駄目よ。お腹なか壊すから」とたしなめる。そしてシロへと視線を向けて、

「シロくん、ご飯支度をするから、シロくんも掃除はやめて一緒に手伝ってくれるかな」

　と、声をかけた。

「ご飯支度は、庭掃除と同じくらいサジとシキのためになることだよ。だから、お父さんの言いつけを守ったことになるよ」

「食べ物はさっき父上が運ばせたので、足りてるはずです。新しく作る必要はないですよ」

「そういや、あいつが来たときになんかいっぱいご馳ち走そうもらった。でもあたいは、姉さんが焼いてくれた粉のお焼きが食べたいんだよ。だって作りたてで食べるとあつあつで美お味いしいもの。運ばれた料理は立派だしきっと美味しいんだろうけどさ、冷めてるんだよ」

「でも、冷めてもおにぎりは美味しいでしょ？」

「う、うん。だけどあたい、姉さんと一緒に粉をこねるのが好きなんだよ！」

　サジがぷんっと頰を膨ふくらませた。

「作らないってわけじゃないから怒らないで。──サジとシキの好物を作るから、シロくんもおいでよ。作ってくれってサジが言ってるんだもん。掃除するよりこっちのほうが優先順位の高いお仕事じゃないかしら」

　シロが箒を胸元に抱えて、ちらっと地面に置き去りにされた泥団子を見た。あかりが来るまでのあいだ、サジとシキが楽しくきゃっきゃと笑いながら泥団子を作っている傍かたわらで、シロは、ひとりでずっと掃除をしていたのだろう。

　妖怪の実じつ年ねん齢れいは定かではない。しかし見た目が童女姿のサジとシキの立ち居ふるまいも嗜し好こうも、人の子どもと同じだった。シロもときどき妙に大人びたことを言うが、基本はまだ子どものようである。

　──同じくらいの年格好の子が遊んでるのを見ると、羨ましくなっちゃうことがあるよね。

　羨ましくても、遊ばずに命じられた仕事をやらなくてはと思うシロの生真面目さも──そんなシロに頓とん着ちやくせず、自分たちのやりたいように遊びつづけるサジとシキの自由さも、どちらもあかりには好ましく、愛いとおしく思える。どちらの気持ちもわかる。

「そ……それなら」

　シロがうなずいて、サジとシキが「おお～」って声を上げた。

「なんだよ。おまえ遊べるのかよ、狸の子ども。誘ってもツンケンして、仕事が仕事がって言うからあたいたち、おまえのことつまらない奴だと思ったのさ。遊べるなら、遊んでやるからさ。こっちに来るといい」

「遊ぼう」

　シキがシロの手を取った。シキがシロの顔を覗のぞき込むと、シロは丸い目をさらに丸くし、しっぽの毛をぶわんっと膨らませたのだった。







　台所には、シロが言ったとおりのご馳走が並んでいた。藁わらに包まれた丸焼きの鯛たいに、ひとつひとつ笹ささの葉にくるまれた押し寿ず司し。その他にも、豪勢すぎてあかりには味の見当もつかないような料理が皿に盛られている。

「手を洗ってくるのよ」

　みんなに告げ、自分も手を洗ってから「こんなすごい料理があるのに、私の作ったものなんて」と、一いつ瞬しゆんだけ思う。でも、一緒に楽しんで作って、あたたかいものを食べたいとサジは言ってくれていた。ならばそれで、いい。

「あたい、こうやって手でこねてお団子作るの大好きさ。なかなかにあたいの作った団子は、いい形をしていると思うのさ。シロ、おまえのは変な形だ」

「え。そんなことないよ。変な形なんかじゃないよっ」

　みんなで小麦粉をこねているうちに、最初はぎこちなかったシロの態度も軟なん化かしていった。サジに言い返したシロを見て、シキがくすくすと笑っている。

　みんなで楽しく小麦をこねて──焼いた。

「秀徳が、あかりさんみたいに『弱い妖怪』のことも見える人間を増やそうって、このあいだうちで言ってました。ついては、あかりさんにも手助けをしてもらいたいって」

　シロが言う。

「そんなことを秀徳さんが？」

　どういう意い図とで秀徳がそう言ったのかが謎だ。あかりはまだ秀徳のことを心から信頼しているわけではなかった。胡う散さん臭くさい相手だと思っている。

「あかりさんは不思議な人です。もしあかりさんみたいな人が増えたら、僕もわらしも、人間の子たちとこんなふうに過ごせるのかな」

　ただ──シロに思いつめた顔でそう言われると、胸が疼うずいた。

「そうね。弱い妖怪たちもみんな一緒に仲良くなれるといいのにね」

　願わずにはいられない。

「姉さん、人間同士でさえいがみあってるのに、そんなのは無理だよ。うちの兄さんがそんな話を聞いたら鼻で笑うよ？　でも……もしそういうふうになれたら、あたいたちもすごく嬉しいなあ」

　サジが粉を顔じゅうにつけて、難しい顔で言う。

　作りながらいろんな話をした。ちょっとだけのつもりだったのに「もっと、もっと」とねだられて、気づけば何枚もお焼きを作ってしまった。

「たくさん食べたよ。満腹だから、シロが持ってきたご馳走は姉さんも少し自分ちに持って帰るといいよ。兄さんとあたいたちの分だけが、ちょっとあればいいんだ」

　いつのまにかシキとサジは、シロとも仲良くなっていた。

「そんなわけには……」

　あかりが慌あわててシロを見ると、シロが食えない笑顔で言う。

「わらしたちがそうしたいとおっしゃるのでしたら、それでけっこうです。差し上げたものをどう取り扱っていただいても、それはわらしたちのご自由にと、父上も言うことでしょう。もしなにかしら気にかけていただけるというのであれば──そうですね、できましたら、あかりさんからも、青柳子爵に橘屋と我わが一族のことをお口添えください」

　そういうところは、ちいさくても狸一族の子である。如じよ才さいない。

「そうだ。むしろあかりさん、貧乏神をどうにかしてくださいよ。ソラさんがいなくなっても、いまだに貧乏神がたまにうちにふらっと来ます。そのたびに僕が追い返してるんですよ。いい迷惑です」

　さらにシロが唇を尖とがらせて訴うつたえてきた。

「カミ、まだそっちに行ってるの？」

「ちゃんと僕が見張ってるから、一歩も敷しき居いをまたがせてませんけどね！」

　シロはぶんっとしっぽを振り回し、威張った。シロに箒で追い返されて、涙なみだ目めになっているカミの姿が容易に想像できる。

　食べ終えるとサジが自分のお腹を満足そうに手のひらで撫なでてから、あかりの前に立って神しん妙みような顔をした。

「あのね、姉さん。姉さんはほとんど毎日うちにご飯作りに来てくれて、掃除したり、兄さんの雑用頼まれたり──たくさん働いてくれているだろう？　あたいたち、話しあったんだ。いつも姉さんにいろいろしてもらってるから、姉さんにお礼をしたいよねって」

「お礼？　でも前にお礼をもらってるわ。あのお礼で助けてもらったし、もう充分よ」

　あかりは以前、サジから「お礼」と言われて「百年リスのお助けドングリ」をもらったことがある。百年生きたリスの宝物のドングリで、必要なとき一度だけ助けてくれるのだと言われた。もらったときは半信半疑だったが、いざというときにそのドングリが、あかりのことを助けてくれた。秀徳に良心を戻すことができたのだ。

「あれは、あたいたちの願いを叶えてもらったから、違うと思うんだ。姉さんの願いじゃなかったろう？　だから、ちゃんと別のお礼しなくちゃねって兄さんにも相談したんだ。兄さんは『いろいろやってもらっているし、お礼をするのはいいんじゃないか』って長い長い手紙をくれてさ。一緒に住んでるのに口でじゃなくて、手紙をくれるのは、どうかと思ってるんだけど……」

「あの手紙、長かったね」

　シキがうなずく。

　原則、無口なシキが口にするくらいだから──よほど長かったのだろう。

　──ちょっと待って。赤鳥先生が私に「いろいろやってもらってるから、お礼を」っておっしゃったというの？　しかもそれを書にしたためたと？

　サジの言葉はあかりを舞い上がらせるのに充分だった。

「赤鳥先生が、私のことを気にかけてくださるなんて……。できるならそのお手紙をいただけると私にはなによりの宝物になるんだけど。ていうか、その手紙をくださ　い」

　あかりは両手で頰を押さえ、つぶやいた。夢のような出来事である。

「兄さんが『あの少女ならば、この文ふみの存在を知ればなによりこの文を寄よ越こせなどと言いだしかねんから、この文はおまえたちが読み終えたら捨てるよ』って燃やしてたよ」

　──さすが赤鳥先生は、私がどれほど作家・赤鳥を愛しているのかを理解していらっしゃる！　なのに燃やしてしまわれるなんて……なんということ！

　あかりは我知らず、絶望の踊りを踊っていた。天に向かって両手を掲かかげ「ああ、赤鳥先生……」と、悲痛な声を絞しぼりだす。

　サジもシキも特に動じない。

　ふたりは青柳の奇き行こうに慣れているので、あかりに対しても寛かん容ようであった。

　シロは若干引き気味になり、あかりから身を遠ざけて、のけぞった。

「姉さん、気がすんだ？　でね、今度のこれはね、『曇くもり鏡』だよ。兄さんやシキと話しあって、これがいいんじゃないかなって決めたんだ。あたいたちが持ってる宝物を並べて、兄さんに選んでもらったの。兄さんが『年頃の女の子なのだし、鏡はいいんじゃないか』って。髪飾りとか、帯留めとかもあったんだけど、兄さんが反対したの。『あの子の姿をきれいに飾る装飾品は、ソラからもらうべきだ』ってさ」

　サジがごそごそと懐ふところから手鏡を取りだして、あかりへと差しだす。

　──ソラさんからもらうほうがって……。

　サジがさらっと流して言った青柳の台詞が、あかりの心をもやもやとかき乱した。

　あかりがいつも髪を縛しばっている桜色の紐ひもは、ソラからもらったものだった。嬉しい贈おくり物だった。あかりはその紐で髪を縛るたびにソラのことを考える。ソラのふわふわとした笑顔はあかりを幸福にする。ときどきは、あかりを助けだしてくれたときのソラの圧あつ倒とう的てきな強さや凜り々りしい姿を思い返す。そうすると胸がトクトクと変なふうに高鳴る。

「なんでソラさんからもらうべきなの……？」

「知らないよ。ソラのおっちゃんはもっといいもの持ってるからかなあ？　あのおっちゃん、ああ見えてけっこうなお宝持ってるからさ」

「ああ、なるほど。あかりさんの髪を縛ってるその紐も、ソラさんからのもらい物なんですよね？　それってすごくすごく高価な絹きぬの組紐ですよ。たぶん皇こう族ぞくへの献けん上じよう絹ぎぬじゃないかな。一般人は手に入れられない品物だと思います。ソラさんは自分の持ち物にも金にも無頓着なだけで、なんでも持っているお方ですからね」

　シロがさらっとつけ足した。

「え……そうなの？」

　あかりは思わず自分の髪を縛る紐に触れた。色もきれいだし、触り心地もいいから、上質なものだろうとは思っていたが……。

「金に困ったら売るといいですよ。ぼったくられないように気をつけて。なんならひと声かけてくだされば、口くち利ききします」

　シロが値ね踏ぶみする目であかりの髪紐を眺ながめている。

「ソラのおっちゃんのことはどうでもいいよ。姉さん、『曇り鏡』を受け取っておくれよ。この鏡はね、曇ってるんだ。でもときどきなにかが映る。ずーっと昔の持ち主は、姉さんと同じくらいの歳の娘だって聞いたよ。大好きな相手にもらった鏡で大事にしてたんだって」

　サジがぐいぐいと鏡を押しつけてきた。

　あかりの手に載のるくらいの大きさの手鏡である。裏側にはきれいな螺ら鈿でん細ざい工くが施ほどこされており、思わず手に取って返してみる。言われたとおりに鏡はうっすらと曇っていた。

「なにかが映るって、なにが？　それに好きな人にもらった鏡なのに、どうして手放しちゃったの？」

「曇ったからじゃないのかな」

「大好きな相手にもらった大事な鏡なのに、曇ったからって手放すかしら？」

　前にもらったドングリは「ドングリならば高価なものではないだろうし、もらってもいいかな」と受け取ったら──実は思ってもいない不思議な力を秘めたものだった。この鏡も、ドングリと同じような力があるのでは？

「それはあたいらには、わかんないな。手放す前に曇ったのか、手放してから曇ったのかも、知らないんだ。わかってるのは、この鏡って、ずっと先のことだったり、うんと昔のことだったりが、映るってことだけさ。でも見たいところを見られるわけじゃないし、選べない。別に見たくもないやっていうことが勝手に鏡に映って、たまに嫌な気持ちになる」

「嫌な気持ちにって……」

「悲しかった昔のこと、忘れたいなーって思ってるのに、何度も何度もそこばかり映ることがある。けどさ、どうやら映ることは、それを見た人にとっては大切なことみたいなんだよ。あたいは『曇り鏡』って呼んでるけど、妖怪の一部はこれを『件くだんの鏡』って呼ぶよ」

「件？　不吉な予言をするっていう妖怪のことよね？」

　そんな怖い妖怪の鏡なんてと、あかりは眉み間けんを曇らせる。ちょっと怖いどころではない。

「違うよ。不吉な予言じゃなく、大事なことを言ってくれてるだけだとあたいは思ってる。件のおばちゃんはあたいたちに優しかったよ。あの人は、目の前にいる生き物の悲しい気持ちを映す鏡みたいな妖怪なんじゃないかって、あたいたちはそう思ったのさ。だから嫌わないであげてよ」

「そう、わかったわ」

　そんなことを言うサジこそが、誰に対しても優しいいい子だとあかりは目を細める。

「で、この鏡さ。これ、すごく楽しかったことが何度も何度も映ったり、また会いたいけどもう会えない誰かが映って、懐なつかしくて泣いちゃうこともある。鏡だから姿が映るだけで、声は聞こえない。それで……ときどきはちゃんと普通の鏡にもなる」

「ときどきなの？」

「ときどきなのさ」

　しかめつらしい顔をしてサジがうなずく。

　あかりは鏡の曇りを、そこにあった布ふ巾きんでそっと拭ぬぐってみた。

　──過去や未来が映るのね。

　ドングリのことがあったから、サジの言葉を信じることができた。

「もう会えない誰かって……私が覚えてない人のことでも映る？」

　自然と小声になってしまった。

　──夢でしか会えないお父さんとお母さんの姿が映ることもあるのかな。

「映ることもあるよ。だってあたいが知らない人のこともこの鏡に映ったことがあったからさ」

「そう……」

　布巾で拭う指先に力をこめた。きゅっきゅっと音をさせて拭うと──すーっと曇りが晴れていった。汚れのような白い靄もやが消え、鏡が光を取り戻す。

「あ……」

　思わずあかりは鏡を覗き込んだ。あかりの動作につられ、他のみんなもあかりの周囲に近づき鏡を見る。

　人影が、見える。

　長身の男の姿だ。最初はぼんやりとした影のようだった姿に光が当たる。鏡のなかをよく見ようとして、みんなが鏡へと一気に顔を寄せた。互いの頭がコツンと当たり、手鏡を中心にして、四人で押しあいでもしているような形になった。

「誰……かしら。私の知らない人だわ」

　あかりには見覚えのない男だった。

　存在感のある、神秘的な美び貌ぼうの主ぬしだ。上質な白衣を身に纏まとっているから、なにかしらの神職に就ついているのだろうか。頭に載せているのは黒くろ烏え帽ぼ子し。長くのびた白銀の髪が光を弾はじいて輝かがやいている。
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　美しいけれど、その美しさは「冬」のものだった。容よう貌ぼうだけならば線の細い、繊せん細さいな見た目なのに、強きよう靱じんな強さと男らしさを感じさせる。見ているだけで、心まで凍こごえてしまいそうな、奇き妙みような厳しさが男を彩いろどっている。

　弓なりの形のいい眉まゆの下、なにもかもを拒きよ絶ぜつし、跳ね返すようなきつい双眸がこちらをきっと見み据すえる。

「あ……」

　男が鏡の向こう側から、あかりたちを睨みつけたかのような錯さつ覚かくを覚え声を漏もらす。

　一瞬だけこちらを見て──すぐに視線をそらすと、手をのばし駆けていく。男が駆け寄った先に、着物姿の女性がいた。

「あたい、この人ははじめて見たよ。姉さんの昔かな。それともこれから起きることかな」

「どうして私？　サジやシキやシロくんかもしれないじゃない」

「だってそこに映ってるの、姉さんじゃないか」

「私？」

　男に腕をつかまれ、振り返った女性の顔は──たしかに、あかりだった。

「どうして？」

　小さな鏡では、細かいところまではよく見えない。それでも、白い着物を身につけたその女性が、自分にうり二つなことはわかった。

　ふたりは鏡のなかで揉もみあっている。互いになにかを言い争い──激げき昂こうした男がなにかを叫さけび──そのまま相手の女性の腕をつかみとって自分へと引き寄せると、抱きしめて──くちづけた。

「わああああああ」

　いきなりの熱い抱ほう擁ようと接せつ吻ぷんに、あかりは大声を上げて手鏡から遠ざかる。

「みんな、駄目よ駄目。見ちゃ駄目よ。こういうのをこっそり覗き見するのはいけないことだと思うのっ」

　サジとシキとシロの視線を集めている鏡を手のひらで覆おおい、叫ぶ。

「姉さん、好きな人がいるんだな。あいつ誰さ？」

　サジが言う。シキがこくこくと深くうなずいている。

「知らないわよ。ま─────ったく知らない人ですから！」

　シロは耳まで赤くなって、狸の耳がぴょこぴょこと忙せわしなく動き、しっぽの毛の一本一本が逆立って膨らんでいた。なにも言わないが、衝しよう撃げきを受けているらしいのは見てとれる。

　──衝撃なのは私のほうよ。あれは、誰!?

「あ……兄様が帰ってきた」

　シキが姿勢を正して、首をのばしてつぶやくと、玄関のほうへと走っていく。シキは、屋敷に人が出入りする気配に敏びん感かんなのだ。

「兄さんが帰ってきたんだー。わー。お土産ー」

「青柳子爵様がお帰りになったんですね。つまり送そう迎げいの人力車が回されたっていうことだから、僕はその車でお暇いとましようと思います。どうもお邪じや魔ましました」

　朱色を頰に残したまま、シロが丁寧に頭を下げ、出ていく。

　あかりはつかのま逡しゆん巡じゆんしてから『曇り鏡』をいま一度、覗き込んだ。鏡は先刻までが噓だったかのように、再びまた汚れたように曇っていて、なにも見えなくなっている。

　──どういうことなのかしら。

　困惑のままあかりは『曇り鏡』を、いつも提さげている鞄かばんのなかへとしまい込んだ。その辺に置いておいて、自分の見ていないあいだにまた同じものが映しだされたら困る。それくらいなら、持ち歩いていたほうが安心だった。







　みんなの後を追いかけて玄関へと向かう。

「え、どうしてソラさんがいるの？」

「あかりさんが青柳さんのところにいるような気がしたので、送りがてら、覗きに来たんです。やっぱりいたんですね」

　ソラが恨めしげな顔であかりに言う。

　ソラの横を涼すずしい顔ですり抜ける青柳に、シキとサジがまとわりついた。

「兄さん兄さんお土産は？　あたいたち言いつけどおりにたんと遊んでたよ。あと、シロとも遊んでやったのさ」

「そうか」

　シロが前へと進みでて、きっちりと両手をそろえてお辞じ儀ぎをした。

「それじゃあ僕はここでお暇いたします。お邪魔いたしました。青柳様、また寄らせていただきます」

　青柳が眉をひそめてシロを見る。シロは青柳からソラへと視線を移す。

「ソラさん、ちゃんとまっとうに働いてますか？　あなたは、どうにもとらえどころがなくて、ふわふわしているのがいけません。いくら力があって名声が轟とどろいていても、そんな、おでんのなかのはんぺんくらい嚙みごたえのない男のままでは、誰かに足をすくわれかねませんよ。あとカミのことを本当にどうにかしてください。うちに来られると迷惑なんですから」

「はんぺんは、味が染みて美味しいよね」

　いつものようにのほほんと笑顔でソラが応じる。

「ぽんぽこーっ。そういう問題じゃないんですっ」

　シロが両手を振り上げて怒りだし、ソラはきゅっと首をすくめた。

「シロはお父さんに似すぎだと思うよ」

「褒めてもなにも出ませんよ。とにかく、くれぐれもカミだけは寄越さないでくださいね」

　がみがみと怒りながら、シロが屋敷を去っていく。青柳やわらしたちへの対応と、ソラへの対応が見事に違う。狸の血筋、恐るべし。

「褒め言葉じゃなかったんだけどなあ。シロは狸一族であることに誇ほこりを持っているなあ」

「それはそれで、いいことだ」

　青柳がむっつりと応える。

　──いつのまにソラさんと赤鳥先生って、仲良くなってるの？

「あのね、あかりさん。来週、お祭りがあるって知っていた？」

「寿都大たい祭さい？　知ってるわよ。大祭のときは学校がお休みになるもの」

　寿都をあげての祭りで、国中から屋台の出店がやって来る。特に本祭の日は、見せ物小屋や、祭り見物の人も都みやこに集つどい、たいそうにぎわう一日だった。

「あかりさん、僕と一緒にお祭りに行こう。思いついたらどうしても今日のうちにあかりさんを誘いたくなったんだ。青柳さんがあかりさんは『うちにいるんじゃないか』って言うから。青柳さんに頼んで、一緒の車に乗せてもらっちゃった」

「そうなの？」

「もしかしてとっくに誰かと約束しちゃってた？　僕とは一緒に行ってくれない？」

「ううん。誰ともまだ約束してない」

　ソラの顔がパッと明るい笑顔で満たされる。

「じゃあ僕と行こう」

「え～。駄目だよ、ソラのおっちゃん。姉さんは祭りに行く人は決まってるはずさ。だって『曇り鏡』であたいたち見ちまったのさ。姉さんは実はあたいたちに隠してるけど……ふがっ」

　──鏡のなかの人なら、知らない人だから！

　あかりは咄嗟にサジの口を両手で覆った。じたばたと暴れるサジを見て「どうして、こんなことしちゃったのかしら」と、慌てて手を離す。

「姉さん、なにすんのさっ」

「ごめんなさい。なんとなく身体からだが勝手に……」

　ソラに誤解されたくないと思ってサジの口を押さえてしまった。『曇り鏡』に映った、全然知らない相手との、まったく覚えのないやり取りをソラに知られたくなかったのだ。だって、あんな人と会ったことはない。会う予定もない。ましてや──接吻されたりなんて、するはずがない！

　──私、ソラさん以外とああいうこと、しないわよ！

　と、思ったと同時に「なんてこと考えてるのよ」と、自分の心の声に動どう揺ようするあかりである。たしかに、ソラと「そういうこと」をしたけれど。それは、呪術として必要な行こう為いだったから、ソラがそうしたわけで──。

　いや、それだけじゃなく、なにかにつけてソラはあかりに触れて、抱きしめて、くちづけも何度かしていて──。

「うわああああああ。あぱぱぱぱぱ」

　あかりは唐とう突とつに踊りだす。とらえどころのないこの気持ちの高ぶりを、どうやって沈ちん静せい化かさせたらいいのかあかりにはわからない。踊るくらいしか、発散の仕方が！

「姉さん、なにすんだよ～。びっくりするじゃないか」

　サジから手を離し、いきなり謎の踊りを踊りはじめたあかりに、サジが胡う乱ろんな目を向ける。

「あかりさん。また、おりてきちゃったの？　帰ってきて、帰ってきてよ。僕はあかりさんをお祭りに誘ったんだよ」

　ソラがあかりの肩に両手を置いてがくがくと揺すぶった。

「あ……ごめんなさい。ちょっといま心臓がおかしくなって。そそそれに、ソラさん、顔が近いわ」

「うん。ごめん」

　ソラが素直に引き下がる。

　あかりは、サジの口を押さえつけた自分の指を、知らないものであるかのように見下ろす。考えるより先に身体が動いた。どうしてだろう？　物語の人物が勝手におりてきたわけじゃないのに、心のなかにくすぐったいような痛いような、変な「声」が湧わいて出た。それだけじゃなく、謎の踊りまで踊ってしまった。

　──なんにも「おりて」きてないのに、こんなふうになるなんて。

「あかりさん、どうしたの？」

「なんでもないの。お祭り、一緒に行きましょう」

　火照りだす頰が気になって、手のひらで自分の顔をそっと押さえつけながら、あかりはソラにうなずいてみせたのだった。
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　祭りの前から、じわじわと都みやこの空気は温度を上げていく。道の灯とう籠ろうは前夜祭から火が灯ともる。本祭になると神社へと向かう道沿いに提さげられた灯籠の数がさらに増え、花の飾りも添そえられた。

　祭りの夜の街並みは、日常の光景に油をひと刷は毛け塗ぬり足したように、てらてらと光りだす。大人たちは酒を一いつ杯ぱい引っかけて、赤ら顔で歩き──子どもたちは興奮し、目を輝かがやかせて走りまわる。

　昼間の大通りを、男たちが神社の御み輿こしを担かついで練り歩いていた。

　子ども御輿も出ていて、先さき触ぶれで玉飾りを掲かかげて歩く先頭のちいさな子に、大人たちが寄付のおひねりを渡している。

　ソラも「稼かせぎ時みたいだから」と、昼は屋台を出したのだそうだ。

「今日はさすがにたくさん棒つき飴あめが売れたよ。うちの飴は美お味いしいから、よそから来た人たちも美味しい美味しいって、何個も買ってくれた。だからあかりさん、今夜は僕ぼくの奢おごりだよ。ちゃんとまっとうに稼いだお金だから、心おきなく奢られてください」

　夜になってあかりを祭りに連れだしたソラが、威い張ばって言う。

「ありがとう。でも、だったら夜も屋台を出したほうがよかったのかな」

「なにを言ってるの？　僕はあかりさんとお祭りに来たかったんだから、いいんだよ。あかりさんは今日も可愛かわいいね。新しい浴衣ゆかた、似合ってる」

「え……うん」

　ソラに祭りに誘さそわれてすぐに、行っていいかと祖父に聞いた。学校も休みだし、家の仕事を早めに終えたら、祭りに行く時間は作れる。ただし、夜の外出はもしかしたら止められてしまうかもなと懸け念ねんしていた。が、祖父はソラの名前を出したら「いいよ」とあっさりと許してくれたのだ。

「忠ただ春はると一いつ緒しよにお祭りに行くから、おまえはソラさんと一緒に楽しんでくるといい」

　新品の浴衣まで用意してくれて……。

　昨夜まであかりは、古い浴衣で出かけるつもりだった。新しいものをしつらえるお金も時間もない。なのに、祖父が近所の親切なおばさんに頼たのんで、あかりのために新しい浴衣を仕立ててくれたのだ。

　職人気質かたぎで、裁さい縫ほうなんてできない祖父は、「去年の浴衣じゃ、いまのおまえには子どもっぽすぎるだろうって、裏のおとくさんがさ」と、そっぽを向いて渡してくれたのだ。

　新品の大人びた藍あい染ぞめの紫陽花あじさい柄がらの浴衣である。浴衣だけではなく、裏が橙だいだい色いろで表が辛から子し色いろの帯もついていた。「おとくさんちの一番上の子のお古を譲ゆずってもらったんだ。本当は帯もあつらえられりゃあよかったんだけどな」とつぶやいた祖父に、あかりは言葉も出せず、抱だきついた。

　嬉うれしかった。新しい浴衣が嬉しかっただけじゃなく──祖父の心こころ遣づかいが胸に届いた。祖父はあかりの頭を撫なでながら「なんだよ。十七歳になっても、子どもみたいに抱きつきやがって」と笑っていた。

　いまあかりが持っている着物はすべて、自分で縫ぬったものだ。物心ついたときから家事を手伝っていたあかりにとって、それは当たり前のことだった。他ひ人とに縫ってもらったおろしたての浴衣は──それだけでずいぶんと贅ぜい沢たくで大切なものに思えた。

「いや……可愛いじゃなくて、今日のあかりさんは……きれいって言ったほうが合ってるね」

「え？」

　驚おどろいて聞き返したあかりの手を、ソラがそっと握にぎりしめる。指先がからめ取られ、トクンと胸が高鳴った。

　浴衣に合わせ、髪かみ型がたもいつもとは変えている。高めにまとめて結ゆい上げた髪型は、うなじに風が当たって、すーすーする。

「人混みがすごくて、はぐれちゃいそうだから、手をつなごう？」

「う……うん」

　浴衣の袂たもとのなかには、いつもどおりにオボがいて──「きゅきゅ」っと鳴き声を上げ、一いつ瞬しゆんだけ顔を覗のぞかせた。途と端たん、ソラがオボの首筋をつかんで外へとそっと引きずりだした。

「オボはこっち」

　そう告げて、ソラはオボを自分の肩かたに載のせる。

「きゅ？」

　オボはソラの肩の上で立ち上がり、ソラの髪の毛をぐしゃぐしゃに搔かきむしって「どうして？」というように茶色い丸い目であかりを見た。

「だってせっかく来たんだからオボもお祭り見たいよね。あかりさんの袂のなかじゃ、なにも見えないでしょう？　落ちないようにちゃんとつかまってるんだよ」

「きゅう～」

　なるほどと納なつ得とくしたようにオボは小さな爪つめをソラの肩のあたりに立てた。そのままくるりと身体からだをソラの首に巻きつかせる。

「あかりさん、どうしてそんなに端っこに行こうとするの？　それじゃあ手が離はなれちゃうよ」

　ソラがあかりの手をぎゅっと強く握った。

　手をつないで、人混みを寄り添って歩く。あかりの歩調に合わせ、ゆっくりと歩くソラの髪の毛が、ふわふわと揺ゆれている。てんでな方向を向いて跳はねたソラの髪の毛は、どこか楽しげに見える。

「お饅まん頭じゆうの屋台がある。あっちにあるのは、烏い賊か焼やきだね。食べ物だけじゃなく、笛にお面に──髪飾りの出店もあるんだ。あ……」

　ソラが、簪かんざしや櫛くしを並べた出店の前で立ち止まった。

「この赤い簪、きれいだね」

　ソラが指さしたのは、赤い鳥を象かたどった飾りのついた簪だった。

「お、いい趣味してるね。うちのはね、全部一点物だよ。おいらがひとつひとつ手作りしたんだ」

　店を広げている男が、すかさずソラに声をかけた。

　見た瞬間「欲しい」と思った。赤い鳥。赤鳥である。それだけじゃなく、その簪には、いまのあかりにちょうど手が届くような上品さがあった。可愛いだけではなく、少し背伸びした雰ふん囲い気きの大人な装飾品。

「赤鳥先生の簪ね」

「そうだねえ。あかりさんなら絶対にそう言うと思った。それに気に入ると思ったよ。──じゃあ、それをください。包まなくていいよ、そのままで」

　さっと支払いをすませ、ソラがあかりの結った髪に、簪を挿さした。ソラは手先が不器用だからか、ひどく真剣な顔をしてあかりの髪の毛に触れてくる。

　ソラの指や吐と息いきが、あかりの肌や髪の毛に触れる。くすぐったくて、照れくさくて、それでいて幸せで──鼓こ動どうが自然と速くなる。

　慌あわてて財さい布ふを取りだしてお金を渡そうとしたあかりの手を止め「僕が贈おくりたいだけだから」と、ソラが笑った。

「あかりさんが、どうしてもただでは受け取れない、なにかで返したいっていうのなら、膝ひざ枕まくら百年分で手を打つよ」

　ソラは、あかりに膝枕をされるのが好きなのだ。

「百年は長いわ」

「そうかなあ。僕の生きているあいだ全部の時間、あかりさんに膝枕をして欲しい」

「全部の時間は無理よ」

「無理だなんて言わないで。あかりさんの生きてる時間の全部、僕はあかりさんについてまわりたいくらいなのに。あかりさんは邪じや魔まだって怒おこるだろうから、ぐっと我が慢まんしてるだけで、本当はそうしたいんだよ」

「ソラさん……」

「本当にそうしたい。簪になってあかりさんの髪の毛にずっとくっついてるだけでもいいよ。あかりさんと片時も離れたくない。あなたに側そばにいて欲しい。あなたの側だけにいたい」

　ソラの指がのびて、あかりの頰ほおを撫でる。うなじがざわめいて──あかりの心のなかを、名付けられないような強い風が吹き荒れた。言葉にできない感情が、あかりの内側で爆はぜている。

　──痛い。

　甘くて、嬉しくて、でも痛い。

　愛いとしくて、幸せで、でもちょっと怖こわい。

　不思議な気持ちがあかりの全身をとらえ、息が止まりそうになる。

　しかし──ソラは唐とう突とつに咳せき込みだした。げほげほとむせるソラの首を、身体を巻き付けたオボがぎゅっと絞しめ上げていた。

「う……苦しいよ、オボ。もう……わかったよ。あかりさんのこと困らせないから、勘かん弁べんしてよ」

　オボが力を緩ゆるめると、ソラが「はあ」と大きなため息を吐はきだした。

「あかりさん……僕、かっこ悪い？」

　あかりの顔を覗き込み、困った顔で聞いてくる。無む邪じや気きな口調に緊張を解とかれ、あかりは「ううん」と首を横に振る。

「優しいなあ。今夜の僕は、もうちょっと頑がん張ばるつもりなんだ。これくらいじゃ終わらない。押して、押して、押しまくるからね。見てて！」

　ぐっと拳こぶしを握りしめて、言う。

　──その宣言は、いらないわ。

　すでに充じゆう分ぶん「押され」ている。これ以上、押されたら、あかりは羞しゆう恥ちで全身と心に火傷やけどを負ってしまいそうだ。

「いや、遠えん慮りよします！　あんまりそういうことされると……カミが来るから！　『応おう援えん』しに来るから！　お祭りの縁えん起ぎのいい場所にカミが来たら、他の人にご迷めい惑わくだし!!」

　気づけばあかりはそう答えていた。心臓が早はや駆がけしたみたいに高鳴っていて、これ以上負ふ荷かをかけたら、自分は倒たおれてしまうに違ちがいない。

「そこは大丈夫。白びやく夜やに頼んで、カミには僕が今夜あかりさんとお祭りに来ることを内ない緒しよにしてもらってるんだ」

「そう……なの？　でもそういえば……この一週間、カミは『応援』に来てないわよね……」

　ふと思い返してみるに──ソラに祭りに誘われてからの一週間、あかりはカミと会っていなかった。もちろんカミがいなくても、オボやサジやシキに、どういうわけか狸たぬきのシロまでが加わって、ソラとふたりきりになることは一切なかったのだが。

　ソラがあかりを動どう揺ようさせる言動をすると、それぞれが絶ぜつ妙みような割り込み方で邪魔をしてくれた。カミがいなくてもふたりへの「応援」だけは、足りている。

「そうなんだよね。白夜がよっぽどきついことを言ったのかなあ。橘たちばな屋やにも行ってなくて、シロもこの一週間はカミに会ってないんだってね。青あお柳やぎさんもそうでしょう？　秀しゆう徳とくの寺にも行ってないらしいんだ。うちにも来ないんだよ。また新しい誰か『いい人』を見つけて、そこに入り浸びたってるのかなあ？」

「だったら早くその人を見つけて、カミから離してあげないと。きっと、大変な目に遭あってるわよ」

　貧びん乏ぼう神がみがいつくと、その家は貧乏になる、不幸がやってくる。とかく災難を巻き起こすのがカミなのである。仕方ない。

　カミがずっと一ヶ所に滞たい在ざいすると、その場所と人に、とてつもない厄やく災さいが降り注そそぐので、カミの相手は交代制になっている。誰だれも相手をしてくれないときは、おもにソラが引き受けている。ソラの妖よう力りよくは強いので、カミの引き起こす災害もどうにかやり過ごすことができるのだ。

　かといって毎日ずっとカミと暮らすのは、いくらソラでも疲つかれるらしい。

「カミは誰の悪口も言わないし、みんなの幸福を願っているいい神様なのになあ。かわいそうに」

　ソラが悲しげにつぶやく。

「そうね」

　まったく悪気はなく、いつでもみんなの幸せを祈いのりつづけて──結果として周囲に不幸を撒まき散ちらすカミの悲しい体質について、あかりも思いを馳はせる。

「明日あたり、白夜と火か車しやにカミの居所を探らせてみるよ。火車は僕に報告しないだけで、カミがどこにいるのか把は握あくしてるかもしれない。カミが大変な目に遭ってないかとか、誰かの幸せを不必要なくらい祈りだしてないかとか、そういうことを火車はわりと気にしているから」

「うん」

　なんだか少しだけもの悲しさを醸かもしだしつつ、ソラがあかりの手を取った。

「でも今夜はふたりでお祭りを楽しもうね。もう……どうしてそんなに離れて歩くの？　もっとこっちにおいでよ」

「だって」

　つないだ手をぐっと引っ張られ、あかりはしどろもどろになってソラから視線をそらす。

　──恥はずかしいじゃない！

　と、言えたらすべてが丸く収まるのだろうか。あかりが「恥ずかしい」と言ったら、ソラは「どうして？」と聞いてくるような気がする。そうしたらどう答えたらいいのだろう。

　──ソラさんがかっこよかったり可愛かったりして、触さわられたり、好きだと言われたりすると、恥ずかしくなるの。怖いような、照れくさいような、幸せなような、嬉しいような、泣きたいような、変な気持ちになるの。

　いままで感じたことのない、たくさんの感情を混ぜあわせた気持ちが湧わいてくる。ソラに抱きしめられると、そのまま自分がちいさくなって、ソラの胸のなかにぴたりと貼はりついてしまえばいいのにと思ったりもする。それでいて、すぐに突つき放して離れないと、心臓が熱くなって溶とけてしまいそうで、もう無理で死にそうだからと、ソラから逃にげだしたくもなるのだ。

　あかりは自作の物語のなかで、こういう「気持ち」を綴つづった気がする。四し天てん王のうに守られた姫様が、敵国の将軍に抱いだいたのは……この気持ちかも……。

「おりてきたわ！　そうね、そうだわ！　姫様もあのとき、こういう気持ちだったのかもしれない。でも姫様はわからなかったのよ。自分の気持ちがよくわからなくて、それが怖かったのよ。苛いら々いらして、それで怒ったんだわ。それで……」

「待って。あかりさん、どういう気持ちなの？　あかりさん、こういうって、どういう？」

　ソラがあかりの手を握りしめ、腰こしを屈かがめて、顔を覗き込んで視線を合わせる。

「でも姫様は敵国の将軍のことを受け入れなかったの。だって敵国の将軍は……姫様が欲しいからって……」

　──姫様しかいらないと言って、姫様の国を滅ほろぼす敵国の将軍。

　あかりが綴った物語のなかではそうだった。愛ゆえに、敵国の将軍は姫君の国に攻め入った。姫君の大切にしているものすべてをもぎ取ってしまえば、姫君は自分の側にいてくれるかもしれないと信じて──。

　だから姫君は敵国の将軍に惹ひかれた気持ちを封ふう印いんし──。

　あかりは──自分の目をまっすぐに見るソラの漆しつ黒こくの眸ひとみを覗き返す。そこに映っているのはあかりの姿だ。驚いたように目を丸くし、魅み入いられた顔でソラを凝ぎよう視ししている。

「姫様は、将軍のことが好きなの？　姫様は、将軍に好かれて嬉しいの？　おりてきて、わかったっていう『こういう気持ち』のところをもっと詳くわしく教えてよ。それ僕にとっても大切なことなんだから！」

「あ……あぱぱぱは……ぱぱ……う、ん」

　あかりのことだけを気にして、見つめているソラは──ときどきとても怖い。

　怖いところがあると、あかりは無意識に感じていた。

　ソラはあかりのことを好きだ。

　──それだけじゃなく、私もソラさんのことが好きだわ。

　触れられると、くすぐったくて甘い気持ちになるような「好き」だった。ソラの笑顔を見ると、一緒に自分も嬉しくなるような「好き」だった。ソラの着き崩くずれした着物の裾すそや、いつも跳ねている癖くせのある髪の毛を見ると、胸が疼うずく。

　ソラはあかりに──たくさんの優しさをくれた。無意識に我慢していたいろいろな感情が、ソラの指や言葉で解きほぐされ、慰い撫ぶされ、甘酸っぱく溶けていった。

　あかりもソラのことが好きになっていったのだ。

　──なのにどうして怖いの？　人を好きになることって、怖いことなの？

　自問したその問いに、答えはすぐには出ない。あかりははじめて、男の人を好きになって……だから自分の気持ちを持て余す。

　それだけじゃなくて、あかりはたまに、ソラの愛情の密度に危あやうさを感じてもいた。

　ソラは、あかりのことを大切にしてくれる。あかりだけではなく、あかりの好きなものもすべて大切にしてくれる。翻ひるがえると──あかりの好きではないものを、ソラはどう思っているのだろう？　万が一にでもあかりがいなくなったら、ソラはその後をどうやって過ごす？　あかりがソラを受け入れなかったら、ソラはこの世界をどうするつもりなのだろう。

　──ソラさんには、この世界を滅ぼせるだけの力があるんだわ。

　こんなふわふわした見た目なのに、ソラの本体は妖怪たちを統すべる最強の妖怪・暗黒太陽なのだ。

　いままで感じていた甘い痛みとは別種の、鋭するどい苦痛があかりの胸を貫つらぬく。

「ソラさん……私……」

　祭りの雑ざつ踏とうのただなかで、あかりたちの足だけが止まっている。人の流れをあかりとソラがせき止めて──突き当たった人びとは、ふたりの左右に別れて歩いていく。

　舌打ちをする声が聞こえた。

「往おう来らいで止まるな。邪魔だろうが」

　怒ど号ごうを浴あび、あかりの身がすくむ。ソラが声の主ぬしを探したときには、あかりたちを怒ど鳴なりつけた男は背中を向けて歩いていってしまった。いちいち立ち止まって時間をつぶすのも惜おしいのだろう。

「あかりさん、ごめんね。僕がもたもたしていたせいで、怒られちゃった。疲れた？　少し休もうか」

　ソラがあかりを気遣って、手を引いた。

　道ばたは屋台で埋うまっている。人の波をすり抜ぬけ、店と店のあいだの隙すき間まを見つけると、するっと身を滑すべらせた。ソラは猫ねこみたいに狭せまい抜け道を使い、にぎわう通りの裏側へとあかりを案内する。

　こんな場所がこの都にあっただろうかというような、寂さびれた路地裏に行き着いた。

　祭りのにぎわいから切り離されたかのように、飾り灯籠もまばらで薄うす暗ぐらい。見上げた空に、半分の月が引っかかっている。見知らぬ誰かの軒のき先さきに咲く紫陽花が、こんもりと丸く茂しげっている。淡あわい色の花びらに、月光が光をまぶす。

「誰ぞ」

　声がした。

　闇やみに忍しのび込むような、低い、ちいさな声だ。ひそやかなその声は、それでいて凜りんとして、空気を裂さくようにあかりたちの耳に飛び込んできた。

　ぎょっとして声のしたほうを見る。

　男がひとり、佇たたずんでいた。が、ちょうど木の陰かげになっていて顔は見えない。

「おまえたち、どこから湧わいた？　ここは人払いをしておいたはずだ」

「紛まぎれ込んだ小者でございましょう。お手をわずらわす必要はございません。ここは我われらが」

　男があかりたちに誰すい何かの声をかけてすぐに、沸ふつ騰とうした湯のなかで気き泡ほうが生まれ湧いてくるように──地面から、ぼこぼこと大きな塊かたまりが膨ふくれあがり、人の姿になって大声で応こたえはじめる。

「どこから湧いたって……それはこっちの台詞せりふよね……」

　思わず声が漏もれた。

　ソラと親しくなってから妖よう怪かいや阿あ闍じや梨りの使う呪じゆ術じゆつの世界には慣れたつもりのあかりである。ふいに姿を現してみたり、獣けものの姿から人に変じたり──あっと驚くようなことを、妖怪たちや呪術は成し遂とげる。

「なにをっ？　見ればおまえは人ではないか。人の分際で我らが結界に入り込み、あまつさえその言いよう」

「祭りの夜とはいえ許さぬぞ」

「祭りの夜だからこそ入り込んだのだろう。酒に酔ようと、人は我らのもとにうっかりと足を踏ふみ入れる。この酔っぱらいめが！」

「酔ってなんかないのに……」

　あかりとソラを中心にして取り囲む男たちの輪が、ずんずんと縮まっていく。

　赤い髪。金の髪。黒い髪。茶の髪。とりどりの色の髪を持つ、長身の男たちである。

　藁わらで編んだ丸い傘かさを背中にぶら下げた白衣姿は──山やま伏ぶしのいでたち。

　あかりを守るように、男たちへと片手をかざし、ひとわたり周囲を見渡したソラが「あ」とつぶやき、ポンと手を打った。

「こいつら……そうか。そういうのいらないって言ったのになあ。白夜ときたら、本当にお節せつ介かいなんだから」

「え？　白夜さんがどうしたの？」

「うーん。こっちの話。仕方ないなあ。やっつけないとここは終わらないんだろうなあ。あかりさん、ごめんね。こんなことになっちゃって」

　ソラがのほほんと言うと、男たちがいきり立った。

「やっつけないとだと!?」

「貴様、我らが何者かをわかっていてそんなことをほざいているのか」

「目にものを見せてやるぞ。やっつけられるのはおまえのほうだっ」

　男たちが飛びかかってきた。ソラが、自分の首まわりに巻きついていたオボを、あかりへと手渡す。

　ついで、つかみかかってきた赤い髪の男の手を逆にとらえて、男の勢いを弾はずみにして背負い投げる。次に、金髪の男へと足を蹴けりあげて、倒す。軸じく足あしをそのままで回転させ、茶色の髪の男の首筋に手刀を当てる。男がどうっと音をさせて地面に倒れるのと同時に、黒髪の男の突きを身を屈めてひょいと逃のがれ、懐ふところに飛び込んで男の腕うでをとらえると背中に回してくいっとひねった。

　あっというまに、三人の男たちが地面に倒れ、ひとりの男がソラに腕をつかまれてぎりぎりと唇くちびるを嚙かみしめることになった。

「ほう……なかなか」

　顔を隠かくしていた木の枝を片手で押し上げ、男が近づいてくる。

　冴さえ冴ざえとした月の光が、男の全身を照らす。銀色の長髪が風になびき、白衣の裾が揺らめいている。月の光を人の形に象かたどったかのような、美しい男だった。

　けれど月光に喩たとえるには、男の双そう眸ぼうは野性的すぎる。儚はかなさは欠片かけらもなく、いざとなればたやすく牙きばをむき、刀を振ふりかざすような禍まが々まがしい強さが男の全身から放出されていた。

　そんなどこか愉ゆ悦えつを湛たたえていた表情が、あかりの姿をとらえた途端一転し、驚きよう愕がくしたように固まる。

「……おまえは」

　男が、あかりを見てささやいた。

　あかりもまた、男の顔を見て「あなたは……」とつぶやく。

『曇くもり鏡』で見た男だった。くっきりと周囲から浮き上がるような類たぐい希まれな美び貌ぼうと迫はく力りよく。見間違えようもない。

「ええと……ご苦労様です。あれ？　まだ倒さないと駄だ目めなのかな。もういいんじゃないかと思うんだけど、どうなの？」

　ソラが、ずんずんと近づいてくる男を見て怪け訝げんそうに言う。

　しかし男はというと──ソラのことは見向きもしない。憑つかれたようにあかりだけを見つめ、まっすぐに足を進め、あかりの手を取った。

「名前は……？」

「荻おぎ野のあかり……です」

　答えると男はいきなりあかりを抱きしめる。

「あかり……か。可愛い名前だ」

　耳元でささやき、低く笑った。
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「やめてよ！　なにしてるんだよ。あかりさんに触るなっ！」

　ソラが慌てた声を出し、捕とらえていた黒髪の男を放して、男からあかりを引き剝はがした。

「オボもこういうときこそ『応援』するもんじゃないのかな。僕だけに限定して『応援』するのはおかしいと思う。怖がってあかりさんの袂のなかに隠れてるの？　もう」

　倒れた男たちはみんな白目をむいて気を失っている。唯ゆい一いつ、意識を保たもっている男が、痛そうに片手を抱かかえ、銀髪の男へと走り寄った。

「白しら山やま様っ」

　銀色の男は、片手を上げるだけの仕草で、黒髪の男の言葉を止めた。

「え……白山って……聞いたことのある名前だけど……」

　あかりを背中に庇かばったソラが首を傾かしげ、困こん惑わくしたように言う。

「当たり前だ。いくら茫ぼう洋ようとしたつかみどころのなさで有名な暗黒太陽のソラであろうとも、俺の名前は覚えているだろうよ。おまえたちを罠わなにかけ、追いかけまわしていた相手の名前を、いまだ覚えていないのだとしたら、それはただの馬ば鹿かだ」

「……罠にかけて、追いかけまわしてって……あなたは、じゃあ、天てん狗ぐの？　白山？」

　あかりはぽかんとして聞き返す。

「様をつけろ─────!!」

　黒髪の男が絶ぜつ叫きようした。

　──そこ？　怒るところそこなの？

「白山？　白夜に言い含ふくめられて応援に来た、やられ役の人たちじゃなくて？　天狗なのか？　でも天狗にしては弱すぎる」

　ソラがしきりに首をひねって、小声で言う。

「弱いって言うな───────────！！！！！　いまのは油断しただけだ。我らも祭りの夜ゆえ、寿すつ都つ神社の豊ほう饒じようの神に礼を尽つくして武器も持たず、祭りの様子を遠目で眺ながめておった。我らが本気になれば、おまえごときなど──」

　黒髪の男が目をつり上げて、食ってかかってきた。

　勢いづいた男を止めたのは意外にも白山だった。口元に薄い笑みを浮かべ、男の肩をつかんで引き留める。

「もうよい。おまえの声は耳に響ひびきすぎる。静まれ。──こんなふやけた成りをしていても、ソラは暗黒太陽だ。おまえたちの力ではかなうまいよ」

「白山様……」

　男が叱られた犬みたいにうなだれる。白山が熱っぽい目をしてあかりを見た。

「荻野あかり、か。暗黒太陽のところに出入りしている女だな。名前だけは報告されていたが──そうか、こういう顔をしていたのか」

　白山が熱っぽい目であかりを凝視する。

「気に入った。おまえ、俺のものになれ」

「は？」

　白山はソラの背中に隠れたあかりへと手を差しだす。傲ごう岸がんな言い方と表情で──けれどまなざしの奥に、惹き寄せられるような哀あい切せつが隠れていた。差しだされた手をむげに振りきることができなくなるような、切なさが滲にじんでいる。

　──なんでこんなに悲しい、まっすぐな目をして私を見るの？

「そんな無ぶ粋すいな男の後ろに隠れるな。わかってる、おまえは俺のものだ。こっちに来い」

　あかりの脳裏に『曇り鏡』で見た情景が浮き上がる。必死な顔で、あかりにそっくりな女性を抱きしめていた男の姿が、いま目の前にいる白山に重なる。

「なにをわかってるっていうんだ。あかりさんはおまえなんかのものじゃない！」

　ソラが言い返した。

「いいや、そいつは俺の女だ。おまえのような力しか能のない妖怪に、人の女を愛することなどできるはずがない。女──おまえもそれはわかっているだろう？　暗黒太陽は、己おのれの力が強大すぎて、他者を愛するということを知らずに育った。そいつといても幸福にはなれまい。そいつより、俺のほうがいい。俺の側に来たら、おまえは俺を愛するようになる。そしてすぐに、ソラなんて妖怪のことは忘れる」

　白山が不敵に笑って言い放つ。

「愛することを知らない……」

　あかりのすぐ目の前にあった、ソラの肩がハッとしたように揺れた。

「そうかもしれない。でも……あかりさんをおまえの側になんて行かせない！」

　ソラの声に、一本、芯しんが通ったかのようだった。自分自身に言い聞かせるような凜とした声だ。

「そうか？　ならば俺が女の側に行くことにしよう」

　刹せつ那な、白山の姿がかき消えた。

　──え!?

　ふいに背後から手を引かれ、振り返る。どうやってか一瞬で移動した白山が、あかりの腕を引き寄せ、顎あごに手をかけて上うわ向むかせた。

　が、すぐにソラがあいだに割って入り、白山をあかりから遠ざける。

「あかりさんにこれ以上触ったら、ただじゃおかない」

　ソラの髪がのび──色を変え──背せ丈たけや体格が見る間に大きくなっていく。漆黒の長い髪を持つ、暗黒太陽としての本体へと変へん貌ぼうし、聞く者すべてを緊きん縛ばくするような底冷えする声でそう言った。

　白山が目を大きく見開き──そうして口元を歪ゆがめた。苦いものを嚙みつぶしたような、憎にく々にくしげなその表か情おが、笑顔だとわかるまで少しの時間が必要だった。

「ソラ、おまえにそんなことを言う権利はない」

「権利だって？」

「おまえは──おまえの力を頼たよった相手の気持ちを踏みにじってきた。おまえがしてきたことを忘れたとは言わせない。それがいまになって、誰かを守ろうというのか？　いい加減にするがいい！　おまえはこれまでどおりに、人のことも、獣も、妖怪たちのことも──無視して、書物だけを抱えて生きていけばいい。ひとりきりでな！」

　白山が歪いびつな笑みを浮かべたまま、ソラに言う。

　緊きん迫ぱくした空気がふたりのあいだを取り巻く。

　それを破ったのは──耳慣れた、間延びした声だった。

「白山様～、お使いに行ってきましたよ～。焼き鳥のタレは塩とどちらがいいですか～って言われて～、両方半分ずつって言ったら～、屋台のタレが爆ばく発はつして、焼き鳥のタレまみれになって～、ひゃあ～」

　──カミ!?

　声のしたほうを見ると、カミが遠くから走ってくる。せっかくの洋装がタレにまみれてどろどろである。それでも幸福そうな顔で、両手に袋を提さげて走ってきた。

「お祭りっていいものですね～。花火がすごくって～、露ろ店てんに火が飛んで、あちこち焼けてましたけど～、私も買った焼き鳥も焼け焦こげましたけど～でも楽しいです～。私も神社に祀まつられたら～、年に一度といわず、毎日こんなふうにお祭り騒ぎがしたいです～、白山様～。……あ、ソラさん～、あかりさん～」

「カミ……どうしてここに？」

　思わず漏れた言葉に、黒髪の天狗が「俺たちがあっさりやられたのはきっとあいつが白山様になついているせいに違いない」とつぶやき、肩を落とした。

　──カミ、いつのまに天狗一族とまで仲良くなったの？

「ソラさん、知ってた？」

　こそこそとソラに聞くと、ソラが啞あ然ぜんとした顔で応じる。

「いいや。いま知った」

　白山が「ああ、貧乏神の神じん通つう力りきで、俺の結界に綻ほころびが入って暗黒太陽が紛れ込んだというわけか」と納得したように、うなずいた。

「ソラさん～、あかりさん～、ばれちゃいましたね～。実は白山様ってばいい人なんですよ～。去年から私、烏からすの紹介で白山様と知り合いまして～」

「おかげでうちの烏の怪け我がが絶たえない……」

　言わずにはいられないというように、黒髪の天狗が小声で毒づく。

「知り合ってからすぐ私にご飯を食べさせてくれて、ここのところは一週間も私を泊とめてくれてるんです～。屋根のあるところで安心して眠ねむれるって幸せですね～。屋根、一日で落ちちゃったんで～、次々と屋根を求めて移転してるんですけど～。移転させてもらえるなんて、最高ですよ～」

　嬉き々きとして駆け寄ってきたカミのことを、白山が止める。

「そうですね。今夜は祭りを楽しんで、また別な屋や敷しきへとご案内いたしましょう。貧乏神殿どのの神通力は凄すさまじくていらっしゃるから、なかなか一ヶ所で連れん泊ぱくしていただけなく、そこは申し訳なく思っております。こんなに誠心誠意尽くしておりますのに、まさか、暗黒太陽のもとに戻もどるなんておっしゃらないですよね？　貧乏神殿が離れていかれたら、寂しくなってしまいます」

「え～、そんな～。私、ソラさんのこと好きですけど、白山様のことも好きなんですよ～。どうしよう。私のこと取りあって、ふたりで争っていたんですね？　待ってください。困る。選べない～」

　カミが両手で顔を挟はさみ、笑顔で全身をくねらせる。手にしている袋は近くで見ると穴が開き、焼け焦げていて、中身がどうなっているのかを見たくないような状態であった。

「……選ばなくていいよ。カミがそれでいいなら、白山のところにずっと泊まってればいい」

　ぼそりとソラが言う。

「え……ソラさん～、ちょっと冷たい～」

　カミが悲しい顔になる。

「そうですね。冷たい暗黒太陽のことは放っておいて、貧乏神殿は私たちの屋敷にいらしてください。まだまだご滞在いただいて、いろいろなお話を私たちに教えてください」

「そ、そうですか～、私の話を聞きたいなんて～、私、話上手ですからね～。あることないこと話しますよ～。うふふ～」

　カミが変な含み笑いを交まじえて、うっとりと言う。

　白山が瞬時にあかりの横に移動し、手を取ってくちづけ、ささやいた。

「今宵こよいはおまえに出会えて良い夜だった」

　ソラが目をつり上げて白山へと向き直る。白山は空に手をさっと掲げると、次の瞬間には巨大な団扇うちわを手にしていた。

　ソラとあかりへと、白山が団扇を振り仰あおぐ。

「それでは我が結界からご退場願おうか。女──次に会うときはおまえはもっと自分の気持ちに素直になれ。おまえは俺が好きだ」

　──なんでそんな断定口調なの!?

　白山の振る団扇からとてつもない風が巻き起こり──あかりとソラの髪や着物が突風に吹かれて舞い──。

　気づいたときには、あかりたちは路地裏にふたりでぽつんと立っていた。あかりの袂のなかでオボがもぞもぞと動いているから、正確にはふたりと一匹というべきか。

　白山もカミも、他の天狗たちもいない。どこからともなく祭り囃ばや子しの笛の音が流れてくる。目をすがめて家々の隙間から見ると、通りの向こうで祭りの灯籠が赤く揺れている。

「あかりさん、白山のこと知ってたの？」

　我に返ったあかりの隣となりで、ソラがぽつんとつぶやいた。

「知らないわ」

「じゃあ、なんであんなに馴なれ馴なれしいの？　それに白山もあかりさんも、顔を見てすぐに、お互いのこと知ってるみたいな言い方していたよね」

「それは……」

「あかりさんは僕のこと好きじゃないの？　僕はあかりさんのことが好きだよ。もう何度も言ってるよね。伝わらない？　赤本のなかの人たちが言いあってるのと同じくらいか、それ以上に、僕はあかりさんのことが好きなんだ。でも僕じゃ駄目なのかな。いままでたくさんのみんなの願いを聞き流してきたそんな僕じゃあ……あかりさんみたいな、優しい人の側にはいられないのかな……」

　胸が引き絞しぼられるような、悲しい声こわ音ねでソラがつぶやいた。

「私もソラさんのこと好きよ！」

　あかりの口から、するっと返事が零こぼれた。

　ソラが悲しそうにしていると、つらい。ソラのことを抱きしめて「大丈夫だよ」と慰なぐさめたい。ソラがどれほど強い妖怪であっても──ソラの不器用さや脆もろさを、あかりの手で癒いやせるのなら。

　──私、ソラさんのことが本当に好きだ。

　これが恋なのかと思った。

　ソラのいいところも、悪いところも、すべてをひっくるめて愛おしい。他の誰かのものになんてなりたくない。あかりは──ソラただひとりだけのものになりたかった。

　やっと「好き」と言い返すことができた。

「友だちとしての『好き』じゃ足りないんだ。僕を恋人にしてくれる？」

　オボは「応援」しなかった。袂から顔を出し「きゅううう」とちいさな声で鳴いただけだった。

「……うん」

　恥ずかしくてソラの顔が見られない。

　うつむくと、ソラがあかりの顎に指をかけ、上向かせる。

　くちづけられるのかと、ぎゅっと目をつぶったら──ソラはあかりの顎に舌を這はわせた。ぺろりと何度も舐なめられて、なんだろうと思い返してみれば──そこは先刻、白山が触れた箇か所しよだった。白山の痕こん跡せきを剝ぎ取るみたいに甘嚙みしてから、手にも唇を押しつける。それからあかりの身体に手を回し、ぎゅっと抱きしめた。

「ソラさん……！」

　本体のソラは、いつものソラより背が高い。胸板も厚く、広い。強い力に巻き込まれ、あかりは、ぼうっとなる。

「嬉しい……。やっと、あかりさんに僕の気持ちが届いた。ねえ、もっと僕のこと好きって言って？」

　あかりの顔を覗き込み、ソラが言う。

「もう……ソラさんたら……」

「だって、天狗の白山がいきなりあかりさんのこと『俺のもの』なんて言いだすし、それに知り合いみたいだから……」

「あれは……『曇り鏡』にあの人が映ったからなの」

「曇り鏡？」

「サジとシキに、ご飯を作るお礼にって『曇り鏡』をもらったの。サジの宝物のひとつなんだって。それが不思議な鏡でね、なにかが映るんだよって言われて──」

　あかりは『曇り鏡』をサジにもらった顚てん末まつと、そのときに白山の姿が映ったことを説明した。ただし──あかりの姿が映ったことと、あかりが白山に抱きしめられたことは、言いだせなかった。

「あかりさん、その鏡を見せてくれる？」

「え……それは……」

　もしもまた『曇り鏡』に白山の姿が映ったらと躊躇する。けれどあかりが鏡を出すのをソラがじっと待っているので仕方なく、鞄かばんのなかから『曇り鏡』を取りだして、ソラに見せる。

「本当に曇ってる鏡だね。白くてなにも見えないのに、ここに白山が映ったの？　嫌いやだな。『曇り鏡』に映るのは、これを手にした人の過去とか未来とか関係者っていうこと？　白山があかりさんと深い関わりがあるだなんて……。あ」

『曇り鏡』の──白い曇りがすうっと消えた。

　鏡のなかには白山がいる。その長い銀の髪を、ひとりの少女が櫛でけずり、結っている。

「あかりさん……？」

　ソラのつぶやきに呼応したかのように、鏡のなかの景色が変わる。

　今度は、銀の長い髪を変な形に編み上げられた白山が、目をつり上げて怒っている。白山の視線の先で、少女がお腹なかを抱えて笑っていた。笑う少女の手を、白山がつかむ。そしてふたりは近づき──。

「嫌だっ！」

　ソラが叫んだ。

　刹那、鏡は元どおりに曇り、睦むつまじい男女の姿はかき消えた。

　ソラはあかりの手から『曇り鏡』を取り上げ、怒いかりに満ちた目で鏡を睨にらみつけた。

「ソラさん、あれは私じゃないわ！」

「……うん」

　ソラが眦まなじりをつり上げ、あかりの手を取って周囲を見渡す。まだどこかに白山や天狗の傘さん下かのものが隠れているとでもいうように目配りをし、そうして早足で歩きだす。

「この鏡、壊こわしたら──サジがきっと怒るんだよね。あかりさんのためにってくれたものなんだものね。でも僕は、これを壊してしまいたくてたまらないよ。あかりさんにも返したくない」

　そう言いながらも──ソラはあかりに『曇り鏡』を差しだした。

　ソラが爆発しそうな感情を押しとどめている気配を感じる。思いのままに壊してしまいたくても、それを我慢してくれた。

　あかりのために──サジのために──。

「あかりさんに『好き』って言ってもらって嬉しいのに、それでもなんだか不安でたまらない」

「…………」

「白山だけじゃない。あかりさんと僕以外、みんないなくなっちゃえばいいのに。世界に、僕とあかりさんしかいなければ、こんなに不安じゃないのに」

　ひそっとした声が落ちてくる。

　ちいさな針が仕込まれたかのように、胸の奥がチリッと痛んだ。

　袂から飛び出てきたオボが「きゅっ」と抗こう議ぎし──ソラは「ああ、ごめん。オボもいてもいいよ」と困った顔で、笑った。
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　件くだんは、予言をする妖よう怪かいだ。

　いまでこそ少し老おいたが、昔はすこぶるつきの美女でもあった。

　たわわに実りながらも上うわ向むきのふたつの乳ち房ぶさ。そこから視線を下げると、細くくびれた腰こしにつながり、さらには適度に張りだした尻しりと、すらりとのびた足。

　触ふれた者の手に吸いつくような真っ白な肌はだを覆おおっているのは、必要最低限の布でできた黒い着物と、長い黒髪である。波打つ巻き毛は、件が身動きするたびに、陽気な歌声みたいにあちこちで跳はねた。

「私の噂うわさの一部は噓うそよ。特に、牛の胴体に人の女の顔がついていて災さい厄やくを告げるなんてのは、噓八百。誰だれがそんなことを言いだしたのかしらね。そんな噂を流したのは、きっと私に、ろくでもない未来を告げられて腹を立てた、ろくでもない男に違ちがいないわ」

　今日もまた──件は、自分を訪ねてきた男に不満をぶつける。

　どこでどうしてそうなったのか、件は巷ちまたでは「牛の胴体に醜みにくい女の顔」をしていることになっているのだ。

　なんで噂を男が流したと決めつけるのかと、訪ねてきた男が真剣に聞いてきた。女という可能性もあるじゃないか、と。

「だって私、女とはめったに会わないもの。ひとりでやって来る女と会うことは、まれだわねえ。男連れで来る女には会うこともあるけど」

　けろりと答えると、目の前の男が「そうなんだ」と驚おどろくように目を丸くした。

「そうよ。ほら、私って美しいでしょう？　ここまで美しいと同性の反感を買うわけよね。きれいなだけで、あとできることっていったら予言だけだから」

　物もの憂うげな低い声で言う。

　白いちいさな顔。通った鼻筋と、ぽってりと咲いた花びらのような真しん紅くの唇くちびる。目元は夢見るようにはんなりと色っぽい。

「予言ができたら充じゆう分ぶんだと思う」

　男が真剣な顔で言う。

　あまりにも真顔なのが、男の幼さと律りち儀ぎさを透すかして見せているようで──件は首を傾かしげ、胸元を覆う黒髪を片手ですくう。

　少しだけ露あらわにした件の白い胸を、男はなんということのない顔で見過ごした。




　──私の身体からだに興味を示さないの？




「そうかしらね。同性に好かれるには、もうちょっと抜ぬけてるところか、そうじゃなければ過か剰じようなところが必要みたいよ。こう見えてお尻に変な形の黒子ほくろがあるのを気にしているだとか、あるいはすごく努力して武芸の達人になって美び貌ぼう以外の力を追い求めているとか？」

「変な形の黒子があったり、武芸の達人だったりするのか？」

　身を乗りだし興味深げに聞いてきた。

「しないわ」

「なんだ」

　落らく胆たんしたように言う男に、苦笑する。

　件の色香は通用しないのに、変な形の黒子や武芸に秀ひいでているかを気にするなんて。




　──なあんだ。まだまだ子どもってわけね。




　見た目は問題じゃない。この男は、心が子どもなのだ。

　幼さを抱かかえた男の心は、どういうわけか、冬のはじまりの湖水のように表面に薄うすい氷の膜まくが張っていた。男は悲しんでいる。そして、絶望しかけていた。

「あなた、顔はいいのにねえ。もったいない」

「もったいないって、なにが？」

「お子様なのねって、ことよ」

　ふふ……と笑ったら、男が「子どもじゃないのに」と不満そうな顔をした。

「あなた……妖怪よね。力のある妖怪。でもまだ子ども。なんで私に会いに来たの？　私の力は本物よ。予知をするわ。目の前にいる誰かに関する未来を、私は告げることができる。当たるかって？　当然よ。だって私は件ですもの」

　婉えん然ぜんと笑うと──男が「ふうん」と感心したように言った。




　──私の笑顔にも、もちろん、なびかないわけねえ。なかなか、どうして。




　ひっそりと胸の内でそう思う。

　件は自分の美貌を熟知している。もちろん誰にだって「好み」がある。けれど、好みという枠わくを超こえ、誰もが「きれいだ」と思う基準を件は常に満たしていた。

　なぜならば、件の容姿と肢し体たいのほとんどは「幻まぼろし」でできているからだ。

　だから件は、人だけではなく、妖怪たちにとっても「美女」なのだ。

　男はみな、妖怪であろうが人であろうが件の姿に胸を震ふるわせた。ぽおっとなって、言葉を忘れて見入る男たちが数知れず。幼い少年であっても件の白い肌が露わになると赤面した。微笑ほほえみかければ、言葉をなくした。

　もっとも、どうして自分が「男たちの理想の幻げん影えいを投影した姿」なのかは、件にはわからない。気づけば件として、この世界にいた。美女だった。目の前にいる相手の未来が見えた。

　見えるものだから相手にその未来を告げた。そうしたら、その話が人づてで広く伝わり、さらに別な人を呼んだ。




　──未来を知って、それを活用した男はまだいないけどねえ。




　ぺろりと舌なめずりをし、件は前にいる男の様子を探る。

「私の予言は覆くつがえらない。いまだ覆せた者はいない。幸福な未来であろうと、不幸な未来であろうと、私は、自分に見えたままを口にするわ。それでもいいの？　もうずっと昔、戦乱の世に生まれた英雄も私のところに来たことがある。自分が国を手に入れられるかと聞いた。私は『志こころざし半なかばで、あなたは死ぬ。家臣の謀む反ほんで殺される』と答えた。男は、ならば絶対に自分は殺されずに、天下を取るといきまいて帰っていった。でも──やっぱり無理だった。運命は覆らない。私の予言は、絶対に外はずれない。どう手を尽つくしても──」

　予言を聞きにやって来て、予言そっちのけで件を口く説どきだす男たちより、目の前の男が件に求めているものは切実そうだ。

「──それでも私の予言を聞きたいの？」

「予言を聞きに来たわけじゃない。『白ハク山サン』の天てん狗ぐたちのことについて聞きたいだけで……。天狗のなかで実際に強いのは誰かとか、頭とう領りようについての話とか、それから……」

「なんで『白山』の天狗？」

　予想外の言葉に、件は呆あつ気けに取られる。

　件の魅み力りよくにたぶらかされないどころか、予言ですら必要としていないのに、わざわざ山の奥まで会いに来たというのか？

「だって件は『白山』にずっと暮らしているじゃないか。天狗たちより、天狗のことをよく知っている」

　宝ほう寿じゆ国こくの神山である『白山』には、天狗だけではなく、たくさんの妖怪が棲すんでいる。件もまた、そのひとりだ。

　山頂に神社が祀まつられ、神域として人間たちがむやみに踏ふみ荒らさない山なので、暮らしやすく、自然と妖怪がいついてしまった。

「そりゃあそうだけどねえ。天狗のなかの何人かは私を口説きに日参していたし……」

　拍ひよう子し抜ぬけして肩かたをすくめる。

　ふっと気を抜いた件の視界に──ひとりの少女の姿が映った。

「あ……」

　つぶやいた。

　予知が、やってくる。

　その言い方はおかしいとかつて誰かに言われたことがある。おかしかろうと、でも「やってくる」としか件には言えない。見たいわけでもないのに勝手に未来の光景が、件の視界すべてを乗っ取ってしまうのだから。

　予言の力は恩おん寵ちようではなく、件にとってみれば呪のろいだった。

　誰が目の前にいようとも、件は相手の未来を「見て」しまう。

　予知は、件の首根っこを無理やりつかみ、どうにかして件に未来を「見せ」る暴ぼう君くんだ。

「なんだ。おまえは恋をしているんだね。こりゃあ可愛かわいい女の子だ、相手は人間か」

　真っ黒で大きな瞳ひとみが可か憐れんな、表情がころころと変わる愛らしい少女だ。

「ああ、そうか。他の女には目もくれないっていうくらい、その子に惚ほれているんだね。夢中だ。私の胸なんか見てもびくともしないんだねえ。純愛だねえ」

　少女の隣となりに、目の前の男が立っている。とても大切で愛いとしいものを見る目で少女を見つめ、笑いかける。少女が応こたえ──年若い男と女は、照れくさそうに笑みを交かわし──そして、ふたりの顔が近づく。

「え……どうしてそんなことを突然言うんですか」

　件の肌や微笑には平然としていた男の頰ほおが朱色に染まる。なんだ、可愛いところがあるじゃないかと件は笑った。

「可愛い顔のわりに気の強い子だ。芯しんが強いっていうのかねえ。はじめて会ったときにおまえは、その子に怪け我がの手当てをされたんだねえ。それでくらっとその気になって……未来……おまえの未来が……」

　見えてしまう。

　初うい々ういしいふたりを、壊こわしていく世の中の流れを。妖怪たちと人が、ふたりのなかを裂さいていく。新しく建てられたばかりの鳥居のある神社で──少女が血に染まる。黒い髪を縛しばる紐ひもが解ほどけ、少女の髪が扇おうぎのように広がった。

　少女の着物の懐ふところから、螺ら鈿でん細ざい工くの手鏡が落ちる。からりと音をさせて落下した鏡に少女の血が落ちて、鏡面が曇くもる。

　鮮せん血けつが件の視界をも真っ赤に染める。

　倒たおれる少女のもとに走り寄る男の姿が見えた。

　耳元で、男の声がする。絶望のあまり慟どう哭こくし、世界すべてを敵に回してもかまわないと叫さけぶ男の声が、件の鼓こ膜まくを震わせる。




『あなたがいれば世界なんてどうだってよかった。あなただけがいればそれでよかったのに。どうして!?』




　絶ぜつ叫きようが耳をつんざき、件は自分の耳を両手でふさいだ。

　ふさいだところで──予知は、件に「すべてを」見せ、聞かせるというのに。逃のがれられないことなのに。

「おまえ……その子を、失うよ」

　不吉な予言を、件は告げる。

　顔を赤らめていた男の眉まゆが不快そうにひそめられ、件の言葉を跳ね返すように男の目つきがきつくなる。

　それまでは窺うかがえなかった殺気が、男の全身から一気に逬ほとばしり、睨にらみつけられた件の背中に冷たい汗が流れる。

　それでも件は予言を告げることをやめられない。

「その子は、天狗たちの争いの道具になる。神社を……そう、白山の神社の力が足りなくなっているんだね。信しん仰こうの力が足りない。それを補おぎなうために天狗たちが人も妖怪も巻き込んで戦いくさをするようだ。その戦を止めるために……その子が我わが身を差しだす。優しい子……。そうだ、優しくて弱い者の気持ちをよく知っている子なんだね。自分が犠ぎ牲せいになって、それでみんなが助かるならばと思ってしまう、そういう子だ」

　男が、それ以上は聞いていられないというように立ち上がる。

「そんなことを聞きに来たんじゃない。天狗たちのなかでいちばん力のあるのが誰かとか、天狗の勢力争いとか、頭領のことが聞きたくて来たんだ。ここのところ白山全体がうるさくて──どうにかして落ち着かせる方法はないのかなって……それを聞きに……」

「そういえば天狗たちは争っているんだよねえ。聞きに来たのは、おまえだけじゃないな。このあいだも、妖怪たちの勢力がどうなっているのかって、私に聞きに来るあやかしがいたね。予知ができる分、私は、いまの出来事に疎うとくてねえ。夢を見て暮らしているようで……。おまえは私に比べて、いまの時勢をきちんと見ているようだねえ。だったらわかるだろう？　私の予知が真実だってことを。じきに天狗たちは暴れだす。誰かが犠牲になる」

　男の顔が青ざめていく。

　思い当たることがあるのだろう。心は幼くても、頭は聡さとい。

「それがわかってるから、ここに来たんじゃないのかい？　なにかしらの犠牲の予よ兆ちようをおまえ自身が察知して、それで私に聞きに来たんじゃないのかい？　教えてあげるよ。頭領は倒れて、次の頭領が立つ。いまの頭領を倒すのはおまえだ。愛する少女を守れなかった自分自身と、天狗たちへの復ふく讐しゆうのために、おまえは荒れ狂う。誰もおまえを助けない」

「そんなの噓だ。信じない」

　男が吐き捨てるように告げ、件へと背を向ける。

「あれ……なんだい。私を殺さないのかい？　嫌いやな予言をした私のことを殺してくれるんじゃないかと思ったのに」




　──件が不吉な予兆を告げる醜い妖怪というのは噓八百だ。でも一粒の真実が紛まぎれている。私は、とても醜いよ。不吉な予知をそのまま無理やり相手に告げて、いつか誰かが逆上し、私を楽にしてくれないかなと願っている。悲しい予言を告げる運命を持ち永遠に生きるのは、つらい。




　振り返った男が件を睨みつけた。

「そんなことはしない。あの人は、そんなことをする男を好きになってなんてくれないから。優しい人だから。あんたの予言なんて信じない。覆してみせる」

「自分の強さがあればどうにかなると思ってるのかい？　昔、そう思ってた男がいたよ。でも運命には逆らえなかった。それとももっと強い他人を探して、そいつに助けてもらおうとしているのかい？　それも誰もが試したよ。無理だったけどねえ」

「うるさいっ」

　件は、遠ざかる背中を、懐なつかしい気持ちで見送った。件はもう何度もこうやって怒いかり狂う男たちの背中を見送ってきた。

「おまえ……そんなに強いのに」

　扉とびらが荒々しく閉まる。

　そこから先は、件以外の者にとっては、夢む幻げんの一部だ。

　予知が件の視界を奪うばい取っていく。

　件の目に映る世界のなかで、男は涙なみだを涸からし、叫んでいた。喪そう失しつの痛みが男の顔にあった若さをむきだしにしていた。

　魂たましいが逬るような──手負いの獣けものが野に向かって吠ほえるような声が、件の耳にこだまする。




『あなたがいない世界なんていっそ──滅ほろびればいい!!』
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　──夢のなかの出来事みたいだったなあ。

　翌日の学校で──あかりは昨夜の祭りのことを、思い返していた。

　ソラと手をつないで歩いた赤い灯とう籠ろうの道。白しら山やまの結界にどうしてか入ってしまい、白山に妙みようなことを言われて──結界から脱だつ出しゆつしてからソラにまた「好き」と言われた。そしてようやくあかりも「好き」と返した。

　思うより先に、感情が舌先に転がって落ちていくような告白だった。

　そのせいか、いまだ実感が湧わかないでいる。

　互いに気持ちを伝えあってから、ふたりは無口になった。

　たくさん話すことがあるように思えるのに、なにを言えばいいのかわからなくなって、どうしてかカミのことばかり話してしまった。

　なぜカミが白山といるのかとか、カミが白山の側そばにいるのなら白山は貧びん乏ぼう力りよくで勝手に破は綻たんするんじゃないかとか──だったらこちらから手出ししなくてもいいのかもしれないなどと、真剣に語りあっていた。

　会話をしながら、手を握にぎって、ゆっくりと出店をひやかして歩いた。目があっただけで、あかりは顔が赤くなった。好きと言う前より、好きと伝えたあとのほうが、照れくささが増す。

　──『曇くもり鏡』で変な光景を見てしまったから、なんだかぎくしゃくしちゃったし。

　ソラはいつも甘えたがるが──昨夜は最高潮の甘えっこぶりだった。オボの「応おう援えん」をものともせず、ずっとあかりの手を握にぎり、なにかあれば抱だきよせた。

　ソラはあかりを家まで送ってくれた。

　家に帰ったあかりはそっと『曇り鏡』を取りだしてみた。けれどその後は鏡にはなにも映らなかった。

　あかりは学校の休み時間に、鞄かばんから『曇り鏡』を出して、たしかめる。

　──天てん狗ぐの白山と私とは、未来で恋仲になるっていうことなの？

　まさか、と思う。ソラがいるのに、白山に気持ちが移るなんて──そんなの想像もつかない。実際、あかりは白山のことをどうとも思っていないのだ。

　疚やましいことはなにひとつしていないのに、ソラに対して申し訳ない気持ちになる。

　──サジのところに行って、この鏡が本当はどういうものかちゃんと教えてもらったほうがいいわね。

　持ち主だったサジが知らない謎なぞが『曇り鏡』にはあるように思う。

「……万が一あれが未来だとしても、たぶんそれには理由があると思うのよ。狸たぬき一族も天狗も、人を謀はかるのが上手だし。なにかしら目的があって、その目的のために私が利用されるのよね。つまり……私はきっとまた攫さらわれたり、ソラさんの足を引っ張ったりするってことよね」

　昨夜は気持ちが高ぶって、なかなか眠りにつけなかったから、『曇り鏡』の謎について考えていた。

　整理して、推すい理りを重ねた結果、あかりはそういう結論に達した。

　ソラを手中に収めるため、あかりはいままで二度も攫われた。きっと白山は同じことを懲こりずにやろうとして、あかりをたぶらかそうとしているに違ちがいない。

　──私、もっと賢かしこく、強くならなくちゃ。またソラさんに迷めい惑わくかけちゃう。

　鏡を布で拭ふきながら「じゃあ、どうしたら賢く、強くなれるのだろう」と考え込むあかりである。

「あかりちゃん、どうしたの？　鏡を見ながら百面相で独ひとり言ごとを盛大に言いつづけているってのは、新しい種類の奇き行こうね。謎の踊おどりを踊るよりはマシだけど」

　いづみが声をかけてきた。

「あ……ごめんなさい。頭のなかが混乱してて、つい。うるさいようなら口には出さないようにして、紙にしたためるわ。そうよね。紙に記しるしたほうがどんなことでもわかりやすいって、赤あか鳥とり先生もおっしゃってたし……」

　筆を手にして「鏡」と「白山」と「なにかしらの策略」と大きく書く。それを見たいづみが眼鏡めがねのつるを押さえ、首を傾かしげる。

「白山って、白山様のこと？　第一皇おう子じの信頼の厚い？」

「うん、そう。さすがいづみちゃんね。なんでも知ってるのね」

「なんでもは知らないわ。私が知っているのは、せいぜいが、うちの店で知り得ることだけよ」

　やよいが「白山様って誰だれだったっけ」と不思議そうな顔で聞いてくる。

「政まつりごとや寿すつ都つの経済にうるさく口出しをしはじめた謎の男よ。裏で画策するのが得意なのか、表立っては出てこないのよね。ただ、なにか大きな出来事があったときに、裏を取っていくと、最終的には白山様が関わっていたって、名前があがるの。本人は『私は政治にも経済にも興味はないので、名前を出されるのは困ります。ただ第一皇子の御おん為ために働きたいだけでございます』なんてしれっとしてるらしいから、面めん倒どうくさいわよね」

「へえ～」

　やよいが感心していづみを見つめる。

　──そんな殊しゆ勝しようなことを言う人には見えなかったけどなあ。裏で画策っていうのもなんだか違う感じがする。

　記き憶おくに残る白山の傲ごう岸がんな態度と、いづみの語る白山の台詞せりふがうまく嚙かみあわなくて、首をひねるあかりだった。

「いづみちゃんは白山様に会ったことはあるの？」

「ないわよ。私だけじゃなく、お父様も会ったことはないって言っていたわ。謎に包まれた人なのよね。噂うわさだけが先行してて、どんな人かがわからない」

「みんながわからない謎の男が、この国の政に深く食い込んでいるなんて、あり得るのかしら？」

　疑問を口にしたら、いづみがあっさり肯こう定ていした。

「あるわよ。だって私たち下しも々じもの人間は、政がちゃんと行われているのなら、誰が具体的にどうやって国を動かしているのかなんて、まったく気にしやしないもの。芝しば居い小屋の人気役者の顔はみんなが知っていても、政の中心人物がどんな顔をしているかなんて、自分も政に関わっていない限り、記憶しないものよ」

「そうかもね」

「本当はそれじゃあいけないんだろうけどね。なにより第一皇子はボンクラで有名なのよ。第一皇子が帝みかどになったら、間違いなくこの国が滅ほろぶって言われてるくらいの経済音おん痴ちで、まともな政策を押しだせないだろうって、うちのお父様が嘆なげいてたわ」

「そんな噂も知らないわ」

「知らせるわけないじゃない。次期帝候補が無能だなんて、すっぱ抜ぬいてみんなに広めた人間の首が飛ぶわよ。商人も、思ってても口に出しはしないわ。万が一、無能呼ばわりが上にばれたら、自分たちの商売を取り上げられるもの。仕方ないから商人たちはみんな様子見よ。帝候補になったのも白山様の後押しがあってのことらしいし、どう考えても、第一皇子が帝になったら白山様の傀く儡ぐつになりそうね」

　いづみが眉み間けんにしわを寄せる。

「いづみちゃんは、すごいなあ～」

　やよいがひとしきりうなずく。

　そして一いつ拍ぱく置いてから、「あれ～？」と、不思議そうに続けた。

「いづみちゃんは政と経済や流通をいつも気にしているからわかるとして、どうしてあかりちゃんが、その『白山様』のことを書き記すくらいに案じているの？」

「私もそれは気になるわ。あかりちゃんってどこで知り合うのか、妙なところでびっくりするような人脈があるから──白山様と知り合いだって言われても、驚きはしないけどね」

「え、そうなの？」

　やよいがいづみに聞き返した。

「そうよ。だって、あかりちゃんのことよく迎むかえに来てるあの、ふわふわ色男──あれって都みやこの阿あ闍じや梨り、秀しゆう徳とくの養い子でしょ？　それにあかりちゃんは『良心のない男』って言われてる青あお柳やぎ子し爵しやく家けに毎日のように出入りして、追い出されない珍めずらしい子じゃない」

「……いづみちゃん、どうしてそれを？」

　いきなり開かい陳ちんされたいづみによる「あかり情報」の確かさに、あかりは絶句する。

　いづみは眼鏡の奥の瞳ひとみを瞬またたかせ、口角を上げて微笑ほほえんだ。なんでもお見通しなのよと、その表情が語っている。

　──いづみちゃんの情報網と冷静な観察力はすごいわ。

「あかりちゃんが新しく物語を書くために取材しているだけだとしても──この『なにかしらの策略』っていうのが気になるわ。一回しか読んだことないけど、あかりちゃんの作風なら、策略なんて出てきそうにないもの。戦いくさの情景を描えがこうにも、知識不足が露ろ呈ていして、戦略がお粗そ末まつだったわよね」

「え……」

　いきなりのいづみの酷こく評ひように、あかりの胸が貫つらぬかれる。自分でも、戦や国くに盗とりの物語は向いていないとわかっているが──実際に面と向かって批ひ評ひようされると落らく胆たんしてしまう。

「実は、うちの親も白山様のことを気にしているのよね。白山様は第一皇子をあやつって、資金を集めてるんじゃないかって」

「資金を集めるって？」

「たとえばうちはもうこの百年以上、帝と貴族に絹きぬを献けん上じようしている織おり物もの問どん屋やよね。帝御ご用よう達たしの看板をうちは掲かかげてる。だからうちは最上の織物を売買するし、品質は下げられない。そのかわり御用達の看板をいただいた店しか、帝や貴族は取り引きしない。つまり、うち以外の織物問屋は、お貴族様や帝に絹を売れないようになってるわけ。そういうお貴族様御用達の店が寿都には何軒けんかある」

「うん」

「いままでは取り引きができる店は厳選されていたのよ。御用達の店が何十軒とあっても困る。ありがたみもない。別に取り決めがあったわけじゃないの。ただ慣例で、ひとつの商品につき、一軒か二軒かと決まってた。なのに白山様は第一皇子をそそのかして取引先を拡大したのよね。そのうち、寿都の店の大半が、帝と貴族になにかしらの品物を献上しているってことになりそうよ」

「そうなの？」

「そうなの。それのどこが『資金を集めてることになるの？』って顔してるわね？　あのね、御用達の看板をもらうために第一皇子に商家から裏金が集まるのよ。御用達になれば店に箔はくがつくでしょう？　でもあまり乱発されるようじゃ、じきに帝御用達だからなんなんだってことになって飽あきられると思うけどね。最終的に、堅けん実じつにいいものを適正な値段で売りつづけることが、商いの長生きのコツよね」

　いづみが目をすがめ、嘆たん息そくする。

「話がずれたわね。これは噂の一いつ端たんで、それ以外にもいろいろな手段を講じて、第一皇子のもとにいま資金がどんどん集まっているっていう話なの。問題は集めた資金をなんに使うかってことなのよね。目立った贅ぜい沢たくをしているっていう話も聞かないし、貯ためてどうするのかが気になるわ」

「美お味いしいものを食べるとか？」

「やよいちゃんじゃあるまいし。それに第一皇子なんだから、普通に山海の珍ちん味みが毎日の御ご膳ぜんに載のっているわよ」

「黄表紙の読み放題？」

「あかりちゃんじゃないんだから。第一、帝と貴族様のお邸やしきには買い込まなくても古い竹たけ巻まきや草紙が山と積まれているわよ」

「羨うらやましいなあ」

　やよいとあかりの声が合った。いづみが大きなため息を漏もらし、眼鏡を押さえてうつむいた。







『曇り鏡』の謎も、白山の謎も解明できないまま──学校を終えて外に出ると、ソラが屋台を引いて待っていた。

「ソラさんっ」

　ソラのもとへと弾はずんだ足取りで進むと、ソラが幸せそうな柔やわらかい笑顔と共にあかりをいきなり抱きしめる。

「わ……ソラさん！」

「会いたかった」

「ソラさん……近い。なにもかもが近すぎるわ」

　熱ねつ烈れつな抱ほう擁ように、あかりだけではなくオボも抗こう議ぎの声を上げる。さらにはいづみが駆かけてきて「人目があるんだから、やめなさい！」と一いつ喝かつした。

「あ……いづみさん、やよいさん、こんにちは」

「こんにちはじゃあないわよ。あかりちゃんは嫁よめ入いり前の十七歳の乙女おとめなのよ。学校の前で淫みだらなふるまいをしているのを誰かに見み咎とがめられて、変な噂が立ったらどうするの？　あなたもそれくらいは考えなさい」

　いづみはいつもソラに会うたびになにかしらピシリと言ってのける。

「そうか、ごめんなさい。今度から学校の前ではぎゅっとしないようにするね」

　ソラが生き真ま面じ目めにうなずいて反省している。

「どうしてこんな、ふわふわした色男が、秀徳の養い子になったのかしらね。おまけになんで手作りの屋台で商いをしているの？　ああもう……とにかく、あかりちゃんを泣かせるような真似をしたら許さないわよ！」

「うん。泣かさない。だって僕ぼくはあかりさんのことが大好きだもの」

　ソラが誓ちかいの言葉をささやくように、ひどく思いつめた顔で言う。いづみがハッとしたようにソラを見返してから、苦笑いを浮かべる。

「会うたびに熱愛の度が増してるのよね。そこだけは感心する」

　ソラがあまりにも臆おく面めんなさすぎて、あかりは動どう揺ようする。互いの気持ちを伝えあう前といまと、ソラがやっていることはほとんど変わらないのだが。

　変わらないからこそ──恥はずかしくて、身み悶もだえそうになるのはどうしてだろう？

　好きな人に好きだと伝え、そのうえで抱きしめられたり、大切にされることが──こんなに頭のなかまでふわふわに緩ゆるませるくらい、体内温度を上げるものだとは知らなかった。

「あかりちゃんも、やっと『おりてきた』ってのナシで、このふわふわ色男と向きあえるようになったみたいだし──まあ、いいか。やよいちゃん、行きましょ」

「そうね」

　ふふ……とやよいがちいさく笑い、あかりにそっと近づくと、耳元でささやいた。

「あかりちゃん、幸せそうね」

「え……？」

　悪戯いたずらっぽく首をすくめ、やよいが背中を向ける。

　頭から火を噴ふきそうなくらい嬉うれしい恥ずかしさで満たされたあかりの手を、ソラがそっと握りしめ微笑んだ。







　熱っぽいのはソラのせいだけじゃなく、気温が高いのだと思い知ったのは歩きだしてすぐだった。

　──天候が変だって、いづみちゃんじゃなくても心配になっちゃうくらい、毎日の寒暖差がありすぎるわ。

「あかりさん、今日も青柳さんのところに行くの？」

　汗を拭ぬぐいながら屋台を引くソラの隣となりを、ゆっくりと歩きだす。

「ううん。今日はソラさんのところに行こうかなと思って。シロくんと橘たちばな屋やさんが、赤鳥先生のところにお重に詰つめたお料理を三日とあけず運んでくれているから、私のやることもたいしてなくて──」

　途と端たん、ソラの顔が明るくなる。

「本当？　あのね、うちの庭は寂さびしくなくなったよ。朝顔がたくさん咲きはじめたんだ」

　自分自身が咲き開く花みたいな笑顔で、ソラが楽しげに続ける。

「今朝も咲いたんだ。とてもきれいな紫むらさきと桃もも色いろと白の朝顔がいま、毎日うちで咲いているんだよ。いつもあかりさんに見てもらいたいなって思って、でも昼過ぎには萎しぼんでしまうんだ。夕顔も植えればよかったなあ。来年は夕顔を植えるね」

「うん。楽しみだな」

「……でもそれより、一いつ緒しよに暮らしたいな。それなら、夜通しずっと側にいられて、そのまま朝顔が咲くのを一緒に眺ながめられるのに」

　ソラと一緒に暮らしている自分を想像し、あかりの耳が熱くなる。恥ずかしくてたまらない。

　──好きだって伝えた途端、これだものっ。

　ソラはなんの駆け引きもなく、素直になんでも口にする。思ったことしか言わなくて──本心からそれを願っているのだとわかるから、返答につまる。あかりがやっと階段をひとつ上がって、やれやれと思っているときには──ソラは十段飛びくらいの勢いでもっと上に駆け上がり、ふわふわと笑いながら、さらっととんでもないことを要求する。

「あかりさん、今日は簪かんざしを使ってくれてないんだね」

　ソラの片手があかりの髪かみに触ふれ、すくいとる。

「今日は髪を高く結ゆってないから。でもソラさんにもらった組くみ紐ひもで結んできたわ」

　夜店で買ってもらった簪は、大事なものを入れている鞄にきちんとしまい込んでいる。

「うん。似合ってる」

　指先ですくったあかりの髪に、ソラがくちづけた。

「ソラさんっ！」

　あかりが驚いてぴょんと飛ぶと、袂たもとからオボが顔を出し「きゅ」と呼応するように鳴く。

「あ……ごめんね。人前じゃこういうことしちゃいけないんだったよね？　さっき、いづみさんに叱られたばかりだった。じゃあ、誰も見てないところだったらいいんだよね。早くうちに着かないかな。うちなら、人目はないものね。あかりさんのこと抱きしめて、身体からだじゅうにくちづけたいなあ。久しぶりに膝ひざ枕まくらもしてもらって……それから……」

　悪気はない。ソラは常に本気だ。

「ソラさん、私、やっぱり赤鳥先生のところに行くことにするわ」

　オボが同意するように「きゅう」と目を瞬しばたたかせる。

「なんで？」

　──恥ずかしいからよ！

　思いを口に出せずに拳こぶしを握りしめたあかりの隣で、ソラがしょぼんとうなだれている。

「青柳さんのところは人目が多すぎるよ。あそこじゃあ、あかりさんに膝枕ひとつしてもらえやしないじゃないか」

　と──。

　道沿いの塀へいの上を、猫ねこと白イタチが走ってきて、ひょいと地面に降り立った。とんぼを切った二匹の周囲に風が巻き上がり、あっというまに火か車しやと白びやく夜やの姿になる。

「ソラの大将っ！　大変っす！　カミが大変なんすよ!!」

　しゅんとしていたソラにつっかかるように、白夜が前のめりで話しだす。

「白夜、言っちゃなんだが、カミはいつでも大変だよ。どう大変なの？」

　白夜の言葉を引き取って、ソラに返事を返したのは火車だった。火車は落ち着いたそぶりであかりへと会え釈しやくをしてから、ソラへと向き直る。

「ソラ様に探るように言われて、カミについても調べてたら、大変なことになってたんです。今年に入ってからひそかに神社が造られてて、しかもその場所が……」

「カミは白山のところにいるんだよね？　昨夜、とっても幸せそうなカミに会ったよ。カミは相変わらずで、どちらかというと天狗たちのほうが大変そうだった。どうしてああなったかわからないけど、きっとカミは天狗一族を壊かい滅めつさせてから僕たちのところに戻もどってくると思う」

「昨夜、カミに会ったんすか？　ソラの大将はあかりさんとお祭りに行ったんじゃなかったんすか？」

「行ったよ。白夜と火車もふたりでお祭り見物してきたんだよね？　僕たちもふたりで夜店を見てまわって──それで僕、やっとあかりさんに『好き』って言ってもらって……」

　ソラが嬉しそうに話しだす。白夜が「おおおおお」と声を上げ、あかりを見た。火車も目を丸くしている。

「わ……私、赤鳥先生のところに行かなくちゃ」

「あかりさん？」

「みんなはカミのことでお話があるのよね？　ゆっくりとお話ししてて。じゃあ先に行ってます」

　片手を挙げ、なにか言いかけたソラを制して、あかりはぎくしゃくと歩きだす。右手と右足が同時に出てしまったが、仕方がない。

　角を曲がる寸前でちらっと後ろを振り返ると──ソラが置き去りにされた子どもみたいな悲しい顔をしてあかりを見送っていた。







　辿たどりついた青柳邸てい──。

　サジとシキが駆け寄ってくるのはいつものとおりだ。ここのところほぼ連日、通いつめているシロも狸のしっぽを振り回して、やって来た。

　いつもと違うのは──そこにもうひとり、圧あつ倒とう的てきな存在感を放つ男が加わっていることだった。

「白山様？」

　銀の髪を後ろでゆるめに束ね、豪ごう奢しやな衣装に身を包んだ白山がいた。

　すました顔をして、まるでこの屋や敷しきの家や主ぬしででもあるかのような、落ち着いた物腰でサジとシキの後にゆっくりと姿を現す。

「なんで赤鳥先生のところに？　もしかして国の宝である先生に危害を加えるつもりじゃあ……」

　ぎょっとして、あかりは武器になるものがないかと目を配った。サジとシキとシロは妖よう怪かいであっても非力だ。もしなにかあったら、ここで闘たたかえるのはあかりだけ。

「女──寄り道は感心しないな。おまえが寄り道をしていいのは俺のところだけだ」

「なにを言ってるの？　そもそも私、あなたのところを訪ねるにしろ、家を知らないわ」

「気が強い女だ。だが──そういうところも、そそるというものだ」

　くくっと笑う。

　──気が強いだけじゃなく、力が強くないと意味なんてないのよね。

　ソラの足手まといにならないようにと考えたときに、武道でも剣術でも習いに行けばよかったといまさら思う。

「俺の女に会いに来ただけだ。学校の帰りにはたいていここに寄ると烏からすたちに聞いていたからな。案の定だ」

「あなたの女って……」

「とぼけた顔できょろきょろ見回すな。おまえのことだよ、荻おぎ野のあかり」

　白山が大おお股またで近づいてきて、あかりの腕うでをつかみ取る。力まかせに引っ張られ、あかりは白山の手を必死で振り払った。

「触さわらないで！」

「嫌いやだね。俺の女に俺が触って、なにが悪い？」

「私はあなたの女なんかじゃないわ！」

　白山はあかりの言葉に一切、頓とん着ちやくしない。

「俺がそう決めたんだ。逆らうな」

「なんで……そんなことを」

「それはおまえが巫み女この血筋だからだ。おまえも自分が人と違う力があることをわかってるだろう。『見えざる者を見る力』がおまえには備わっている。昔に途絶えた、巫女の力だ。聞いたことはないか？　天狗の棲すむ山奥に建つ、山の祭事を司つかさどる神社と、そこで暮らす巫女の話を」

「神社？　巫女？　知らないわ。それよりカミとずっと過ごしていたら、余計なお世話かもしれないけど、カミの貧乏力はすごいわよ。天狗といえども、とんでもない目に遭あうわよ？」

　白山のことは苦手だが、かといってカミの力で厄やく災さいを受けるのを黙だまって見ているのも、心が痛む。思わず口にしたあかりの忠告を、白山がしれっと聞き流す。

「ああ。知っているよ。もし神社を造ってあれを祀まつると、とんでもないことになるだろうな」

　厄災を待ち望んでいるかのような言い方に、あかりは不ふ審しんを覚え、白山を見返した。

「姉さん、なんでそんなに怒おこってるのさ。こいつ、姉さんの恋人なんだろう？　『曇り鏡』で出てたじゃないか。あたいたちみんな見てたもの。隠かくさなくていいよ」

　それまで黙って様子を見ていたサジが、両手を頭の後ろで組んで、笑いながら言いだす。

「ち……違いますっ！　恋人じゃないです!!」

「いまはまだそうじゃなくても、じきにそうなる」

　白山が余裕たっぷりにそう告げた。

　あかりの胃のあたりがむずむずと熱くなる。白山はあまりにも人の話を聞かなすぎる。

「ならないわよっ。なんでこんなに話が通じないのかな……」

「妖怪だからだ」

　妙に威い張ばって白山が断言した。

　思えば──妖怪たちは、みんな人の話を聞かなかった。

　ソラはゆるっとしていて優しいけれど、ここぞというときには自分のしたいことを押し通す。オボも見た目の可愛かわいさでごまかされているが、自分のしたいように日々過ごしていて、サジにシキにシロ、それに白夜、カミに至っては、あかりたちとは違う次元で生きている。貧乏神といえど神様なので、人の思考回路と違うのは当然としても──。

　敵だと思っている相手なのに──そのひとことに合が点てんがいって「なるほど」とうなずいてしまう。

「納なつ得とくしたか？　人と妖怪は行動原理が違う。人によく似た見た目の妖怪であろうと、人と同じ理り屈くつでは動かない。それでも我われら天狗や狸の一族は、まだしも人に近しい考え方をする。おまえはすぐに俺に慣れるさ」

「慣れないわよっ」

　言い返し、白山から後ずさる。

　サジがあかりの隣に回り「姉さん、なんでそんな怖こわい顔してんのさ？」と怪け訝げんそうに聞いてきた。

「だってこの人は天狗よ!?　私のことを攫ったり、ソラさんや火車のことを閉じ込めたり、オボを痛めつけたりしたのはみんな天狗の白山が裏で糸を引いていたのよ」

　サジに説明していたら、あかりの袂からオボが「きゅ」と顔を覗のぞかせた。寝ぼけ眼まなこで、あかりとサジとを眺めると、オボが袂からシュタッと地面に降りる。

「……って、オボ!?」

　そしてオボは白山の足下にすり寄り、くるくると足のまわりを八の字にまとわりつくと「きゅう～」と鳴いた。

　──オボ。どうして!?

　オボがなつく相手は誰であれ──信頼できる相手だと、あかりはそう思っている。なのに白山の足下に、オボが嬉しそうにすり寄ってしまった。これはどういうことだ？　白山は実はいい妖怪なのか？

　白山がひょいと腰こしを屈かがめ、オボの首をつかんでつまみ上げる。「きゅう～」と長くのびた声を上げ、オボが手足をばたつかせた。

「ふん。おまえが、暗黒太陽と暮らしていたというオボか。あいつの側にいた奴やつが俺にすり寄るのかと思うだけで虫ずが走る。俺様の足下をうろつくな。次に同じことをしたら、踏ふみつぶす」

　顔の位置までオボを掲げ冷たく告げると、あかりに向かってオボを放って寄よ越こした。

「ひどい。なにするのよっ！」

　慌あわててオボを受け止め、抱き寄せたあかりは怒いかりのままに白山に向かっていく。

　一いつ瞬しゆんでも、相手が善良かと考えたのは間違いだった。結局は、白山は弱い者には目を向けない、ひどい相手なのだ。

「まず先に忠告してやっただけありがたく思え。他のどのオボより、俺はそいつのことが大だい嫌きらいだ。憎にくんでいるよ」

「なんでそんなことを言うの？　やっぱりあなたはひどい妖怪なのね。自分が強い妖怪だからって、弱い者のことを踏みにじってもいいと思ってる。最低よ」

　あかりの胸元にすがりつくオボを抱かかえて、告げた。

「最低なのはどっちだ？　俺はオボのことを『見て』いるよ。人間たちはオボだけじゃなく、力の弱い妖怪のことを見ようともしない。見えないからといって足あし蹴げにして、自分たちでも気づかないうちに痛めつけている。どっちが最低なんだ？」

「それは……」

「おまえは他の人間と違って、弱い妖怪でも『見える』力を持っている。ならばこそ、わかるだろうよ。人間たちも最低だ」

　反論ができなかった。よく考えれば、なにかしら反はん撃げきの言葉が生まれたかもしれない。が、白山の放つ気き迫はくに飲まれた。口先ではなく、白山は心の底から「最低の人間たち」のことをなじっている。

　それに、どちらがより最低なのかを争うのは空むなしい。

「それだけじゃない。おまえが慕したう暗黒太陽は、さらに最低だ」

「ソラさんが？　ソラさんは最低なんかじゃないわっ」

　それに関しては胸を張って言い返すことができた。ソラは優しい妖怪だ。

　オボがあかりの表情を見守るように「きゅ」と小声で鳴く。サジとシキが目を丸くして白山を見つめている。シロのしっぽの毛が膨ふくらみ、耳がぴくぴくと震ふるえている。

　みんなが固まっている庭先に──。

「うるさい」

　青柳の声が響ひびいた。

「窓を開けていたから外の音がすべて聞こえる。こんなにうるさくては日記が書けない」

　髪の毛をくしゃくしゃと搔かきむしりながら外へと出てきて、すだれのように垂れた前髪の間から、鋭するどい視線でひとわたり全員を睨にらみつけた。

「赤鳥先生っ。すみません！　お邪じや魔まするつもりはなかったんです」

　途端にうなだれてしまうあかりだった。敬愛する「赤鳥先生」の執しつ筆ぴつを妨さまたげてしまうとは不覚。

「サジとシキと仲良く遊べないのなら、うちへの出入りは厳禁だ。わかったね」

「僕は仲良くしてもらってます！」

　シロがぶんぶんと首を横に振って言う。

「じゃあきみか？　いい歳としをした大人のくせになにをしているんだね。……って、きみは白山じゃないか？　なんでうちにいるんだ？」

　青柳は貴族なだけあって、白山とも顔見知りらしい。

「ごめん兄さん。この人、姉さんの恋人で、姉さんのことをうちで待ちたいって言うから、あたいが屋敷に入れたんだ」

「サジ？　なんで白山があかりくんの恋人になるんだね？」

「だって『曇り鏡』で見たんだよ」

　青柳が腕組みをして、あかりと白山とを交互に眺める。眉間にしわを寄せ「それが本当だとしたら、まったくきみはずいぶんとたちの悪い女の子だね」と、嘆息する。

「私……そんなことは……」

「きみは、ソラくんとおつきあいしているものだとばかり思っていたよ。計算ではなく天然でソラくんのことを振り回しているのだから、困ったものだね。だが、そこが実におもしろい。私の日記の参考にさせてもらっているよ」

「え……」

　憧あこがれの人にとんでもないことを言われ、あかりは呆ぼう然ぜんとした。

「白山は──天狗なのだそうだね。秀徳に聞いたよ。しかも、白夜と名乗る男に聞いたが、きみ、いまはカミというとんでもない男の神社を建こん立りゆうするために躍やつ起きになっているそうじゃないか。あの不幸な男を神に祀りあげる神社をねえ……」

　青柳は今度は白山を見てため息をつく。

「カミは自分の神社が建ったらさぞかし喜ぶだろうが……」

「ええ、喜んでいますよ」

　白山が薄うすく笑う。

　──本気なの？　カミの神社ってものすごい貧乏力が渦うず巻まく、呪のろいの神社になりそうなんだけど？

「秀徳はいまさらになって、人の世界に『妖怪たちが紛まぎれている』ということを公おおやけにして認めさせたいのだそうだよ。『見える』力を持つ私やあかりくんを使って、あやかしたちを人の心に固定させたいそうだ。いるのかもしれないと信じはじめれば、人はまた、あやかしを見る力を取り戻すはずだと言い張っていた」

「あやかしを見る力を取り戻させる？」

「私のような貴族と、あかりくんのような庶しよ民みんとが、同時に同じことを唱となえだすのが効果的なのだとか。わからないでもない。ただし私は最終的には断ったがね」

「断った？　どうして？」

　書物の話ではないのに、青柳がいつになく饒じよう舌ぜつだ。青柳にとってよほど気にかかることなのだろうか。

「弱い妖怪が見えるようになった人間たちのすべてが、妖怪たちを受け入れるはずがないからさ。自分たちより弱い立場のものがいると気づいたら、たいていの人間は、その対象を一段下に置くことで団結する。弱い妖怪を虐いじめ、貶おとしめることで、自分の日々の憂うさを晴らす者が増えるだけだ。そんな世界を作る手助けをするより、私は、私の妄もう想そうの日記をただひたすら書き連ねることに時間を割さくよ！」

　呆あつ気けに取られたあかりを尻しり目めに、前髪を指先でさっと払い、青柳は「とにかく、静かに」と厳命する。

「赤鳥先生……あの……」

「あとにしてくれ。いまは山場なんだ」

　そう言われると追いすがれないし、それ以上はなにも聞けなかった。赤鳥先生の新作の筆を止めるような真似は、あかりにはできない。青柳は何事もなかったかのように去っていく。

「兄さん、機き嫌げんが悪いね」

　サジがぼそりと言う。シキは心配そうに青柳の後ろを走ってついていった。シロがサジとシキとを交互に見比べてから、意を決したような顔をしてシキへと走っていく。

　ふと見ると──白山の腕には細かい傷がたくさんあった。そのうちのひとつは、怪け我がをしてから時間が経過していないのか、まだ血が滲にじんでいる。

「怪我……してるのね」

「ああ。貧乏神と共に過ごすと怪我が絶えんな」

　あかりはちいさく嘆息した。

「なのにどうしてカミの神社を造ろうとしているの？　カミがどういう神様なのか、あなただってわかっているんでしょう？」

　ぶっきらぼうに問いかけ、あかりは懐ふところから取りだした布で白山の腕の傷口の血を押さえる。あかりは白山のことは信じていない。好きでもない。でも怪我をしていることに気づいてしまっては──手当てをするしかないじゃないか。

　白山がハッとちいさく息を飲んだ。布を押さえたあかりの手の上に、手を重ねる。

「……おまえも俺の傷の手当てをするのか？」

「おまえも……って？」

　あかりは隙すきを見せてしまった。おまけに白山に近づきすぎた。白山はあかりの手首をつかむと、一気に自らの胸に引き寄せる。

「やめてよ！　手当ての途中なのに」

「この程度の怪我、どうでもいい。それより先程申していた『曇り鏡』とはなんだ？」

　白山が鋭いまなざしであかりに問いかけた。

　顔を近づけ、あかりの目の奥を覗き込む。

「それは……」

　あかりの頭に一気に情報が流れ込み──爆ばく発はつしそうになっていた。

　秀徳が提案する新しい世界。鏡に二度も映しだされた自分と白山の姿。白山が建立しているというカミの神社。昨夜見た、屋根のついた場所で泊とまれる喜びを語って走ってきた幸せそうなカミの姿。

「その鞄のなかに入っているのか？」

　白山の視線があかりの提さげた鞄に止まる。

　──え？

　つられて見下ろしたあかりは絶句する。あかりの提げた鞄が淡あわく光っていたのだ。これは以前に「百年リスのお助けドングリ」が力を発はつ揮きしたときと同じだった。

「鞄を貸せ」

「い、嫌よ！」

　揉もみあっていると、オボがあかりの胸から腕へと伝っていき、白山とあかりの間に割って入る。

「あかりさんに触るな！」

　オボが助すけ太だ刀ちをしてくれたのと同時に──背後から声がした。

　あかりの目の前を、見慣れた色刺し繡しゆうされた上質の絹の袖そでが遮さえぎる。ソラの着物だ。

「ソラさん？」

　ソラはあかりを後ろに引き寄せると、すぐに白山とあかりを遮るように身体を差し入れ、自分の背後へとかくまった。

　すると、鞄を提げている紐がちぎれ、地面に落ちる。鞄の中身が散乱し、『曇り鏡』が白山の足下に転がっていった。

　白山が無言でそれを手に取る。

　泣き笑いのような表情で、白山は『曇り鏡』を凝ぎよう視ししていた。

「……これをおまえが持っているということこそが、おまえが俺の女だという証しよう拠こだよ」

　風が吹いた。なまぬるい夏の風が、青柳邸の生い茂しげった木の枝をカチカチと揺ゆらした。

　あかりの耳に刻みつけるかのような声こわ音ねで、白山が告げる。

「おまえは──俺の女だ」

「違う。あかりさんは、おまえのことなんか好きにならない」

　ソラの背中が、ぐんと大きくなる。白山に戦いを挑いどむかのように、ソラが暗黒太陽としての形へと変へん貌ぼうしていく。漆しつ黒こくの髪が風に巻き上がり、気け圧おされるような気迫が増していく。長くのびた手足の先せん端たんに至るまで、まぶしいくらいの力が漲みなぎっている。

「いいや。その女は俺の女で──巫女だ」

「巫女？」

　聞き返したソラを白山が睨みつける。

「時期がくれば、女は俺のものだ。女、待っていろ！」

　手にした『曇り鏡』を白衣の袂にしまい込み──白山は突風と共にその姿を消した。

　庭先の花が、つむじ風に巻き取られて散っていく。髪や着物に花びらを貼はりつけたソラが、あかりを振り返る。

　白山がいなくなったことと、ソラの顔を見た安あん堵どであかりの腰がくたくたと崩くずれ落ちた。

「あかりさん、大丈夫？」

「大丈夫」

　答えてはみたものの──大丈夫じゃないかもしれない。なにがなにやらで混乱している。

「間に合ってよかった。あかりさんについてた猫ねこ股またが、青柳さんのうちに白山がいるって教えてくれたから急いで来たんだ。あかりさんがまた攫われたらどうしようって……僕は……」

　ソラがあかりを抱きしめる。

「攫われないよ。あたいたちがいるところで、そんな不幸なことが起きるはずはないのさ。この家のなかにいる限り、物事は悪いようにはならない。ソラのおっちゃん、あたいたちをなんだと思ってるのさ」

　サジが腕組みをしてソラを睨みあげた。

「そりゃあそうなのかもしれないけど……でもわからないじゃないか。だって白山は、カミのための神社を造ってるっていうし……。前にも、カミとわらしと秀徳の身代わりのお守りで、すべてがこんがらかっていたことがあったし……」

　そう言いながらソラはあかりの全身を検分する。

「あかりさん怪我はない？」

「なんともないわ。特になにもされていないし──驚いただけで」

「驚いただけなの？　僕以外の男にあんなふうにされたのに、驚いただけなのか」

　ソラが愕がく然ぜんとして、つぶやいている。

「驚いただけじゃなくて、嫌だったし、怖かったわ」

　慌てて言葉を補足するあかりである。

「……サジ、あの『曇り鏡』ってなんなんだい？　僕も不思議に思ったから一応、秀徳や火車にも聞いてみたけど、みんな知らなかったよ。これといった伝承のある宝物というわけでもなさそうだ。でも不思議な力があるんだよね。あれに映るものは──未来なの？」

　ソラがひそっと、サジに尋たずねる。

「わからないのさ。過去か、もしくは未来か──手にした者に関わりのある『なにか』が映るんだ。姉さんの親が映るかと思ったんだけどなあ。おかしいな」

「あれは私の未来じゃないわ」

　あかりは思わずそう口にしていた。

「あかりさん？」

「私はソラさん以外の人と、この先あんな……こと……しないから」

　ソラの目が瞬いた。

「うん。あかりさんにそう言ってもらえると、落ち着く。ありがとう」

　ソラがあかりの肩を再び抱き寄せる。サジの前なのにと思ったけれど──あかりはソラのことを退しりぞけなかった。あかり自身もまた、ソラに抱擁してもらいたかったのだ。

　恥ずかしさを切実さが上回り──あかりはソラの胸に、素直に自分の身体を預けた。

「じゃあ天狗のおっちゃんは姉さんの恋人じゃなかったの？　ソラのおっちゃんと姉さんがなの？　だからうちの兄さんは、ソラのおっちゃんが姉さんに飾りものを贈おくればいいんだって言ったの？　そういうことかー。だけど姉さん、こんな暗黒太陽でいいのかい？」

「サジってどうしていつもひどいんだろう」

　ソラががっくりと肩かたを落とした。あかりの肩から手を外はずし、でも片手だけはぎゅっとつないで握りしめたままサジに向きあう。

「サジ、もらった鏡を白山に取られてしまったわ。ごめんなさい」

「いいよ。だってなんだか、あの鏡は、天狗のおっちゃんにもらわれたがってたように思うよ？　光ってたし。あんなふうに光ったあの鏡、はじめて見たよ」

「そうなの？」

「そうだよ。いま思いついたんだけどさ、もしかしたら元の持ち主が、天狗のおっちゃんなんじゃないかなあ。そんな言い方を、天狗のおっちゃんもしていたじゃないか」

「そういえば……。この鏡を持ってることがどうこうって……」

「あの鏡はね、あたいがとっても贔屓ひいきにしてた舞台役者が『芝居の神様に』って奉ほう納のうしてくれたんだ。その芝居小屋にお客さんを呼んでたのはあたいの力もあったから、あたいは神様じゃないけど、もらってきたんだ」

　へへへ……と得意げに笑って、サジが胸を張る。

「いろんな人や光景が映って、自分が演じるときにそれを参考にして演じてたんだってさ。実際、あの鏡を持った姉さんに『なにか』を見せてくれるだろう？」

「そうね」

　白山と『曇り鏡』について考えを巡めぐらせるあかりの隣で、ソラがつぶやく。

「サジにとっては、天狗の白山もおっさんなんだ？」

「そうだよ」

「そうか。前に白夜に言われたんだ。白山と僕とは同じくらい生きている妖怪だって。僕は白山と──会ったことがあるのかもしれないって。僕がなにひとつ、外の世界に興味が持てなくて、訪れる誰とも会わないで追い返していた時期に──僕はもしかしたら──」

　あかりの手を握りしめるソラの力が強くなる。

「僕はそのとき、ひどいことをしたのかもしれない」

「ソラさんが？」

　ソラがひどいことをする姿が思いつかず、あかりはソラの顔を覗き込む。

　ひどく思いつめた、悲しい顔でソラがあかりを見返した。

「うん、僕が──。だとしたら僕が白山とけじめをつけなくちゃ。あかりさんや青柳さんを巻き込んで揉もめ事を起こして、後始末を秀徳にだけまかせるのなら、ずっと昔の僕と結局は同じになってしまう」

「ソラさん？　どういうこと？」

　あかりはまだしも──青柳が巻き込まれるとはどういうことなのだろう？

　気づけばオボが地面に降りて、ソラの足にすがりついていた。オボがソラの足下にすり寄るなんて、あまり見ない光景だ。

　サジがオボのことを抱き上げて「やめなよ、オボッち」と、もふもふの毛に鼻をうずめて名前を呼んだ。

「ごめんね。どういうことかは、調べてみないとまだちゃんと教えられない。いま、もしかしたらって思いついただけだから。でもひとつだけ。僕は、あかりさんが幸せでいてくれるならそれでいい。あかりさんが大切なものはなにひとつ失わないように──それだけを考えているよ」

　ああ──だからこの人は危あやういのだと、あかりはソラを見上げて思う。

　手をつないでいない側のソラの指が、あかりの黒髪を割って耳じ朶だにそっと触れる。あまりにも大切そうにおそるおそる触れられて、あかりはちいさく首をすくめる。

「ソラさん、私はソラさんのことも大切なのよ？」

　自分よりずっと強くて──背せ丈たけもあるソラという男の脆もろさと拙つたなさが、あかりの胸をわしづかみにする。いつものように着崩れた着物の裾すそがはだけている。

　──ソラさんはとても不器用だわ。

　その不器用さが、ときに夢のように儚はかなく美しく見えることがある。曲がった帯やふわふわの髪を、整えたくてたまらなくなる。

「ありがとう」

　切れ長の漆黒の双そう眸ぼうが柔らかく微笑む。鋭さをはらんだ美び貌ぼうが、あかりのひとことで和やわらいでいく。

　──ソラさんは、もしも私が死んだらどうなるの？

　尋ねようとした言葉が喉のどの奥で引っかかる。ソラは五百年以上生きてきた妖怪だ。いつまで生きるのかわからない。でも人であるあかりは、間違いなくソラより先に寿命が尽つきる。

「ちゃんと聞いてくれるかしら？　何度でも言うわ。ソラさん、私はソラさんのことが本当に大切なの」

　どう言ったらあかりの胸にともったこの不安をソラに伝えることができるのだろう。

　熱した飴あめが溶とけて重なっていくように、いくつもの複雑な感情が、あかりのなかでどろどろになる。伝えようとした想いはあかりのなかで曖あい昧まいにくっつきあって、棘とげだらけの変な形に固まっている。甘いはずだった恋の気持ちは、表面に棘をつけた飲み込めないほどの大きな塊かたまりになってしまった。

「ソラさんが悔くやむようなことをさせたくない。大切な人なんだよ？」

「どうしてそんなことを言うの？」

　ソラは不思議そうな顔をした。

「わからない。ただ、そう言っておかないと──怖いことが起きる気がして」

　文章を綴つづることが大好きだと熱心に筆をとってきたのに──あかりは、いざというときの言葉を選ぶことすらできやしないのだ。
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　ソラは闇やみ夜よに紛まぎれ、空中を横切る道を渡る。

　百ひやつ鬼き夜や行こうの妖よう怪かいたちが、行列をなす闇の道である。人も動物も、霊れいもその道を歩くことはかなわない。夜に浮かぶ、漆しつ黒こくただ一色でできた道である。七色に分けて、昼の空にかけたとき、人はそれを虹にじと呼ぶ。

「件くだん、久しぶりだね」

　人里離はなれた山の奥──いまにも崩くずれ落ちそうなあばら屋に、件はひとりで住んでいた。

　──寂さびしい家だ。

　前に件を訪れたときには気づかなかった無残さを、荒れた家から嗅かぎ取る。件の周囲にはひんやりとた孤こ独どくな影がある。件の家の隅すみには汚れがこびりつき、家の前は丈たけ高く雑草だけが茂しげっている。

　花がないのが問題ではなく、たとえ雑草であろうとも、共に眺ながめる「誰だれか」が件の横にいないことがいまのソラにはひどく切ない。

「誰かと思ったらソラか。酔すい狂きようなことに、山の祠ほこらから出て里で暮らしているというじゃないか。火か車しやとカマイタチがいろいろと教えてくれたよ」

　ソラの顔を見て件が言った。

「うん。僕ぼくも、カマイタチの白びやく夜やと火車から件のことを聞いた。天てん狗ぐの頭とう領りようの白しら山やまと僕とが昔に会ったことがあるって、本当？　件が言っていたって白夜が言ってたんだ。そのことをたしかめに来た」

「覚えてないんだろうね。おまえはあの頃、周囲の誰のことも気に留めていなかったし、誰になにを願われても、追い返していた時期だったからね。まだまだ生まれたてで二十歳はたちになったか、ならないかくらいだったね」

　昔話を懐なつかしむ老ろう婆ばみたいな遠い目をして件が言う。見た目は妖よう艶えんな美女だが、件はこう見えてソラよりずっと年上だ。

　妖怪は気づいたときには「生まれ」ていて──そこから見た目は成長しない。時だけが妖怪たちの横をするすると通り過ぎていき、無む駄だに年ねん齢れいだけが重なっていく。

　自分たちがどこから来て、どこに行くのかをソラは知らない。妖怪の総大将と言われる知恵者のぬらりひょんですら、そんなことは知らない。妖怪たちにとって、それはどうでもいいことだった。

　もちろんいままでのソラにとっても──。

「白山も僕と同じくらいの歳としなのかな」

「おまえよりひとつかふたつ、年下だったはずだよ。おまえはすでに最強の妖怪として名前を知られていて、白山はそれに比べて、天狗の下したっ端ぱのひよっこだったねえ。まさかあの白山が、天狗の頭領になるとは思わなかったね」

「そうなの？　件は未来が見えるんだから──白山が頭領になることはわかっていたでしょう？」

　件がうっすらと微笑ほほえんだ。

　否定しないのは、肯こう定ていのしるしだ。

「白山はなにを頼たのみに来たんだろう。昔の僕は本当にひどい妖怪で──気の向いた頼み事を気ままに聞いてみたり、断ったりで──恥はずかしいけど、あのときのことをほとんど覚えてないんだ。件なら、覚えてくれてるんだろうなと思って、教えてもらいに来た。教えてください」

　ソラは真剣に頭を下げる。

　件は不吉な予言を告げる。その分、件は人でもあやかしでも──悲しい気持ちを持つ者に対しては常に真しん摯しに対応する。ソラのように、なにも聞かずに追い返したりしない。件は自分が予言した相手のことを、ずっとずうっと覚えている。

「いまさらそれを聞いてどうするつもりなんだい？　白山は自分の大切なものを守ってくれなかったおまえを心から恨うらんでいるよ。そのかわりにおまえの大切なものを奪うばい取ろうと思っているはずだ」

「うん。そんな気がしたんだ。だから、手て遅おくれにならないうちに事の詳しよう細さいをたしかめに来た。忘れかけてた記き憶おくをどうにか引っ張りだして、ひとつひとつ確認している最中なんだ。天狗たちが治めていたお山には昔、巫み女こがいたよね？　天狗は人間の女の子で、『妖怪を見ることのできる素質のある子』を人里から攫さらって、巫女にしていたよね」

「ああ。でもそれももうずっと前に途と絶だえた儀ぎ式しきだ」

「人間たちから見れば『神かくし』で、突然人がいなくなる。そして天狗たちに攫われた巫女は、山の力を取り戻もどすために我わが身を山の神へと差しだす。そういう話を、以前に聞いた」

　昔──白山はソラになにを頼みに来たのだろう。

　白山とあかりはどこかで出会う運命を──引きあうなにかを持っているのだろうか。

　あかりの『妖怪を見ることのできる素質』は、どこから来たものだ？　誰にでもある力ではない。ひと握にぎりの人間たちが持っているものだ。

「人は、たやすく死ぬからね」

　件が小声で告げた。ソラの胸がざわざわと嫌いやな感じに震ふるえる。

「ああ、おまえ……未来が見えるよ。暗黒太陽……おまえは自分を映さない鏡のような他人と巡めぐりあったというわけか。その鏡と向きあうことで──おまえはいままでの自分を捨てることになる。というより、そうか。おまえ……もうすぐ消えてしまうよ。おまえにとって大切なものを守ろうとして……助けようとして……死ぬんだね」

　件の声が、ソラの心に刻みつけられる。
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「そうなの？　勝てるかもって思ったんだけどなあ」

「未来のおまえが百鬼夜行の群れを率ひきいて、神社に攻めていく姿が見える。夜行の群れはいつものように騒さわいで、社やしろを破は壊かいしている。おまえは……少女を助けようとして天狗と向きあって……」

「妖怪って死んだらどこに行くんだろうねえ」

　件は答えない。

　人は死んだら霊になったり、あの世とやらに行くらしい。妖怪にも魂たましいがあるのだろうか。ソラも、あかりの両親と共に、あかりのことを遠くから見守ることはできるのだろうか。

「件の見ている未来では、僕は女の子をちゃんと助けられている？」

「ああ。天狗の白山に抵てい抗こうして刀で斬きられそうになったところで、おまえは必死で走るんだ。駆かけつけて、おまえの槍やりを鏡の力が撥はね返す。それでもおまえは天狗に向かっていく。そして……」

　件が夢を見るような目をして語りだす。

　──件の告げる予言は、決して覆くつがえらないんだったなあ。

　どれほど不吉な未来であったとしても、ソラはそれを受け入れるしかない。妖怪であろうと、人であろうと、ひとたび件が予言を語りはじめたら、ただそれを聞くことしか許されないのだ。強大な力や豊富な財力を持っていたとしても、時の流れだけは止められない。定められた未来は変わらない。

　件は──決して変わらない未来を予知する。

　悲しみを持つ者の心を映しだし、語る、美しい女の妖怪だった。

「おまえは消える。最強の妖怪なのにねえ。それでも……おまえはもう、決めたんだ」

「そうだね。ここに来るまでは迷ってたけど、件と会って心を決めたよ」

「おまえの未来は……」

　件の唇くちびるから零こぼれる予知を、ソラは目を閉じて聞き入ることで、受け止めたのだった。







　その翌日である。

　あかりが毎日寄り道しているのを、あかりの家族が見み逃のがしてくれているのは、自分が信頼されているからなのではと、ソラは勝手に思っている。

　──最初に会ったときは忠ただ春はるくんは僕のこと胡う散さん臭くさげに見てたけど、その後は、遠巻きにしながらも睨にらんできたりはしなかったもの。

　祭りに誘さそった夜、ソラはきちんとあかりの家まで送っていった。あかりの祖父と家の前で鉢はち合あわせし「遅おそくまでつきあってもらって、すみませんでした」と頭を下げた。

　祖父は「帰ってきたのか。ちょうど足りない物を買いに行こうとしていただけだ」と、いかにもたまたま外に出たのだという顔をしてみせたが──きっとずっと、あかりが戻ってくるのを、やきもきして待っていたのだと思う。

　──あかりさんは大事にされて育った人だ。だから僕たちのことも、当たり前のこととして大事にしてくれる。

　その「当たり前に大事にして気き遣づかってくれる」ことに、どれだけソラが癒いやされたことか。ソラだけではなく、みんなが、あかりに優しくされた記憶を持っている。

　あかりはときどき突飛な行動を取る変わり者。でも、それだけじゃないことをソラはちゃんと知っている。夢を見るだけじゃなく、きちんと現実のつらいことにも向きあって生きている。だから、いづみややよいも、あかりのことを気にかけているのだ。

「珍しいな。ソラが儂わしを呼びつけるとは」

　秀しゆう徳とくが袈け裟さを整えてから、どさりとソラの前に座り込んだ。

　ソラは久しぶりに丁てい寧ねいに茶を淹いれると、盆に載のせて運び、秀徳にふるまった。

　秀徳は疑うたぐり深ぶかい顔をして湯飲みには手を出さない。

「おまえの淹れる茶は、どうしていつも苦いのだ。色からして普通の茶と違ちがうではないか」

　と、湯飲みの底を覗のぞき込んでつぶやいている。

「普通のお茶だよ。それより秀徳に聞きたいこととお願いしたいことができたんだ」

　秀徳が「ほお」と興味深げにソラを見た。

「秀徳、カミの神社が建つよ」

「カミ……の？」

　なにを言われているのかわからないというように、秀徳が目を瞬しばたたかせた。そりゃあそうだろう。貧乏神の神社が建つなんて前代未聞だ。

「青あお柳やぎさんやあかりさんを使って人間たちみんなに『弱い妖怪』を見えるようにして、気の長い計画で白山たちをやっつけようとしてるみたいだけど、秀徳の欠点は、いつも気が長すぎることだと思う。そのあいだに白山が変なことをはじめていたよ」

「待て……どういうことだ？」

「どういうことも、こういうこともないよ。あと、青柳さんが秀徳に頼まれたけど断ったって、昨日言っていたよ。弱い妖怪が見えたからといって、それで妖怪と人間が仲良くなるわけじゃないからって。今け朝さになって白夜が、青柳さんから僕宛あてのすごく分厚い手紙を届けてくれた」

　昨日の青柳はソラたちにいろいろと語ってすぐに、文筆の妨さまたげになるからと、ソラの問いかけを一切無視して部屋に閉じこもっていた。が、朝になってから白夜が「サジに預けられた」と青柳からの何十枚にも及ぶ長い手紙を持ってきてくれた。

　その手紙で、青柳は『妖怪が見えるようになったら、むしろ人間たちは妖怪を退治するためだけに一致団結するだろう』と書いていた。『人間世界は、妖怪という同一の敵と戦うことで気持ちをひとつにするだろう。人の社会で虐しいたげられ不幸な身の上の者たちも、そうではない者たちも、妖怪を憎にくむことで己おのれが人として幸福であると定義づける。外部に敵を作ることこそが人の社会の平和の鍵かぎだ。秀徳はそれをやろうとしているだけだ』と。

　何度も何度も読み直した。青柳は綴つづる。

『悲しいかな、人とはそういうものなのだ。個人個人は優しかろうとも、集団になると狂気にかられることがある。自分たちと異なる文化を持つ外敵という存在が、人をひとつにまとめあげ、外敵と戦わせる。もう一度書こう。弱い妖怪たちはより疎うとまれ、虐げられる存在になるだろう。わっちは人の集団を信じない。信じないから、わっちは秀徳に与くみしない。ただし、あかり嬢じようとの仲を取り持つ相談は請うけ負おう。『秘本窯よう変へんにしきの草紙』に心奪われて、わっちは人として大事なことを失いそうになった。貴き殿でんがわっちと『秘本窯変にしきの草紙』に距きよ離りを置いてくれたからこそ、思い直す余裕ができた。ゆえに貴殿に感謝して、あかり嬢との恋を祝福させていただこう』──以下、略。

　青柳の文章はとにかく長い。

「白夜と火車が、カミがいまどこでなにをしているかも調べてきてくれた。カミは白山にめいっぱいもてなされて、とても幸せそうにしているんだ。しかもさっき言ったように、天狗はカミのために神社を造ろうとしている。この寿すつ都つに」

　貧乏神を祀まつる神社ができた都みやこは、おそらく国と人に厄やく災さいを運び入れることだろう。

　カミがどれほど優しく、周囲のみんなの善よきところだけを認める穏おん和わな神であろうとも──カミが貧乏神である以上、カミを側そばに引き入れる者が破は滅めつしてしまうのはどうしようもないことだ。

「昔、天狗たちは山神を祀る神社を持っていたよね。天変地異が起きて山が荒れると、天狗の頭領が人里に来て、妖怪を見ることのできる女の子を探して攫い、山神に喰くわせていたんだよね」

「山神はもういない。十年前に儂が封ふうじた」

　秀徳がぼそりと言う。

「うん。調べて知った。そのときに秀徳は、白山と知り合ったんだ。秀徳の力に気づいた白山が秀徳を天狗たちの仲間に引き入れた。合ってる？」

「ああ」

「それから、あかりさんは巫女の血筋なの？　五百年前──僕がまだ生まれたてで、世間のことに頓とん着ちやくしてなかった頃に、人里から攫われて山神に喰われた女の子がいたんだよね」

「ああ。もしかしたらな。人づてにそんな過去が山の天狗のあいだであったと聞くだけじゃが」

「秀徳も生まれてなかったずっと昔に──白山は巫女として攫われてきた女の子のことを愛したの？　それで、そのときの頭領が山神に少女を喰わせようとするのを、止めようとして──僕に助力を頼みに来た？」

「…………」

「僕はそれを断ったんだと思う。そのうえ、断ったことすら覚えてなかった。そのあと白山は、何十年とかけて強くなるために修行して、天狗の頭領を倒たおし、自分が頭領になったんだ」

「そうかもな」

「亡なくなってしまった、巫女になった少女は寿都で暮らしていた。少女の親族や、親族の子孫のなかには、巫女になった女の子と同じ力を持つ者も生まれたのかな。あかりさんみたいな──青柳さんみたいな、弱い妖怪たちでも見ることができる力が。あの力は血筋なの？」

「儂の寺のように、力のある者だけが婚こん姻いんをくり返して呪じゆ力りよくを高めようとする家もあるということは、血がその力を伝えている可能性は高いじゃろうな。ただし、それだけではない。前にも言うたが──夢を見ることのできる者だけが、あやかしを見る血筋を発現させるのだと儂は思うておる」

　おそらく『曇くもり鏡』に映っていたのは、あかりにそっくりの、あかりではない少女だったのだ。あかりが必死に「私じゃない」と言ったのは真実だった。

　そして、『曇り鏡』の持ち主は、もしかしたら巫女であった少女だったのかもしれない。巡り巡って、自分の力を引き継ついだ子孫であるあかりの手元にやって来て、あかりに自分と白山とのあいだに起きた過去を見せてくれていたのだ。

　あの鏡を曇らせたのはなんだったのか。巫女だった少女は、子孫のあかりになにを伝えたかったのか。

「白山は、貧乏神の力でこの国を滅ほろぼそうとしているんだと思う」

　天狗は、人をあやつって妖怪の世界を作りたいのだと──秀徳にそう聞いて、ソラはうっかりそれを信じてしまった。ソラはあかりと巡りあい、やっと「人を愛する」ことを知ったばかりだった。愛情に関しては奥手な子どもの経験値しかない。だから白山の気持ちに思い至るまで時間がかかってしまった。

　しかしそれゆえに、愛する者を奪われた悲しみで、自分自身だけではなく、国ひとつを──そこに生きるすべてを滅ぼしてしまいたいと願う者の歪いびつな感情も、我が事のように理解ができた。

「人をあやつりたいとか、妖怪たちの天下を取りたいとか──白山はそんなことを考えてないんじゃないのかな。そういう考えなら、カミに神社なんて造らない」

「…………」

　秀徳は答えない。

「昨日ずっと考えてた。白山だけじゃなく、ひょっとして秀徳も途中までは白山と同じでこの世界を滅ぼしたかったのかなって。サジとシキに再会する前の秀徳は、僕と戦ったときに『いっそ殺してくれ』みたいなことを言っていたものね」

「くだらないことを覚えておるな」

「どうして？　どうしてそんなに、生きていくことを嫌がるの？　どうしてそんなにこの世界を憎むの？」

　わかりそうで、いまのソラには、わからない。

　昔のソラならば、そんな気持ちの切れ端はしをどこかに抱かかえていた。

　でも、あかりに教えてもらい、ソラは世界の美しさと楽しさに気づいてしまったのだ。

　涙なみだが零れるように悲しいことがあったとしても、ふと見渡せば、花の蕾つぼみが膨ふくらんでいる。人の心の醜みにくさに痛めつけられたとしても、夜に食べる炊たきたての白米は嚙かめば口のなかで甘く美お味いしかろう。つらい仕事を終えてぐったりと疲つかれたときでも、愛いとしい人の笑顔は目にまぶしく、切なくなるほど愛おしい。

　あかりがソラに教えてくれたのは、そんな当たり前の日々の暮らしを慈いつくしむ心だ。

「僕、変なことを言ってるのかもしれない。でも──秀徳、この世界のまま、ここで生きようよ。だってここはとても美しいよ？　そのために白山を止めなくちゃ。僕は白山と戦いに行くから、秀徳も僕のことを助けてくれるかい？」

　秀徳が信じきれないような顔でソラを見返す。実際、ソラはふわふわで、信用されるようなことをしてきていないのだから、どうしようもない。

「カミの神社……。そんなことを考えたこともなかったが。たしかに白山様は山奥じゃなく平地に神社を建てはじめているな。商人たちをそそのかして金を集め、神社を建こん立りゆうしておった。普通に、寿都を乗っ取るための神社かと……あれを封印するために、青柳様たちの力を借りて、人を団結させようとしておったのに……」

「秀徳は詰つめが甘いんだよ。狸たぬきの橘たちばな屋やをはじめ、秀徳が使っている情報源は白山に先に押さえられてたみたいだよ」

「なんと……そうか」

　秀徳がちいさく息を飲んだ。ゆるゆると頭を横に振ふり「ソラにそれを言われるとはなあ」と自じ嘲ちようするように笑う。

「待て。よく考えてみれば、この計画──もとはといえばカミを使って儂を攪かく乱らんした、おまえが発ほつ端たんじゃないのか？　あれで白山は、貧乏神はうまく使えばものすごい力を発はつ揮きするのだと気づいて神社を建立することにしたのでは？　そういえばあの神社の建築がはじまってから、寿都はずっと天候不順で……それもこれも貧乏神の貧乏力か!?」

「僕のせい、か」

　ソラも同じようにカミの不運を引き寄せる力を逆手にとって、秀徳を攻こう撃げきしたことがあった。

　──カミは本気でみんなの幸せを願いつづけているのにね。

　自分のせいでこの国が滅んでしまったら、カミはきっと悲しむだろう。好きで厄災を引き起こしているわけじゃない。みんなが自分を嫌きらうのだと、カミはときどき声を上げて泣いていた。

「僕のせいで、あかりさんやカミを悲しませるわけにはいかないよ。いまさらそんなことを言ったら、その気になるのが遅すぎるって、秀徳は怒おこるかい？」

「いいや。怒らない。──ありがたいと思うよ。どうやっても動かなかった暗黒太陽殿どのがやっと重い腰こしをあげてくれるのなら、願ったりかなったりだ」

　そうして秀徳はやっと湯飲みに口をつけた。

「ぶ……おまえは……本当に、周囲を巻き込まないと動かない……」

　秀徳は、げほげほと咳き込んで涙目になっている。それでもどこか、まんざらでもないような、満足げな顔をしているようにも見える。わらしたちのことを自じ慢まんするときと同じ目を、秀徳がソラに向けているような気がして──。

「でもあかりさんまで巻き込むつもりなら、許さないよ」

「いいや。そんなことは考えとらんよ」

　どうだかなあと、秀徳の顔をしげしげと眺めるソラだった。秀徳は狸たちと同じで自分の損得しか考えていないように思える。

　──でも、わらしのことは守ろうとするんだよね。

　ならいいじゃないかと思うのだ。嫌な奴やつだと思うのに、その一点だけで秀徳のすべてを許してしまえる自分の心が不思議だった。

「白山があかりさんに執しゆう着ちやくしているから、白山をだますためのあかりさんの人ひと形がたを造ってくれるかな。百鬼夜行の招しよう集しゆうをかけて、貧乏神の神社を壊こわしに行くよ。天狗はいいとして──カミはああ見えても神様だから、社を壊すときに僕はもしかしたらカミの罰ばちに当たって倒れちゃうかもしれない」

　笑って言う。

　件の予言によるとソラは白山にあかりを奪われそうになり、白山を追いつめた神社のなかでカミと対たい峙じして、動どう揺ようしたカミと本気になった白山に討うたれて死ぬらしい。そう貧乏神とはいえ神様である。社を壊した首しゆ謀ぼう者しやには天てん誅ちゆうがくだる。

　たとえ最強の妖怪であろうとも、天狗と貧乏神とを敵に回したら勝てないらしい。

　──カミは、神なんだなあ。

　それでも、ソラは白山とカミと相打ちで、あかりのことを守れるのだと件が言った。あかりの愛するこの世のすべても、ソラが立ち上がったことで守ることができるだろう、と。

　白山は──ソラの映し鏡のようにも思う。歪ゆがんで曇った鏡に映る、ソラのもうひとつの気持ちの在あり方が、白山なのだと感じている。あかりになにも教わることがないまま、あかりの存在を無理にもぎ取られたら、ソラはきっと「こんな世界壊してしまえ」と世界全部を恨み、復ふく讐しゆうしようとしただろう。

　白山をそんなふうにしてしまった責任は、ソラにもあるのだ。

　助けなくちゃいけないときに助けなかった。

「そうか。早急に人形を作るとしようか」

「あかりさんのこと、僕が見張れないあいだは秀徳が守ってね」

「ああ」

　うなずく秀徳は、涙の滲にじんだ目でソラが淹れたお茶を飲みきったのだった。
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　暗い色をした雲が空を覆おおい、いまにも雨が降りだしそうだ。

　その日、あかりが学校を終えて外に出ると、例によってソラが待っていた。

　ただし今日は傘かさはない。屋台もない。そのかわり、やたらに豪ごう奢しやな馬車を待たせている。しかも秀徳までついていた。

　秀徳があかりが声をかけるより先に、いづみが秀徳に気づき、あかりを引きずっていく。

　秀徳を紹しよう介かいしろといういづみの無言の圧力を感じ、

「友だちのいづみちゃんと、やよいちゃんです」

　とふたりを秀徳に引きあわせたあかりだった。

　秀徳は整った顔に立派な化けの皮をかぶり、にこやかに会え釈しやくする。そうしていると噂うわさどおりの徳の高い阿あ闍じや梨りに見える。

　──妖怪より人のほうが怖こわいっていうか、人のほうが人をうまくだましているって気がするわ。

　当たり障さわりのない会話を交かわし「それでは、今日は急ぎの用があるもので」と、秀徳はあかりを待たせていた馬車へとうながす。

　馬車なんて、通り過ぎるのを見ることもめったにない。ましてや乗るのもはじめてだ。どういうことかと問う暇ひまもなく、あれよあれよというまにソラがあかりの手を取って、馬車へと引き入れる。

　ソラの後ろについて、きょろきょろと見回しながら乗り込んだあかりは、すでに先に座っていた人物を見て、絶句した。

「わ……私？」

　あかりにそっくりな少女が、つくねんと座っている。

「はい。あかりです。よろしくお願いいたします」

　丁寧に頭を下げられて、あかりは鯉こいのように口をぱくぱくとさせる。驚おどろきすぎて言葉が出てこない。

　最後に秀徳が乗り込み扉とびらを閉めると、すぐに馬車が走りだした。

「秀徳の呪じゆ術じゆつで造ってもらった、あかりさんの人形だよ」

　ソラがあかりの耳元でささやいた。

「そうなの？　人形？」

「はい。ご主人様の代役として、白山の注意を集めるべく、お勤めをさせていただくことになりました。いろいろとご主人様についても伺うかがっております。これ、このように」

　と言って、人形のあかりが両手を頭上に掲かかげ、

「おりてきたわー。四し天てん王のう最弱の南方守護者のソラはこう見えて実は乗り物に酔よう男！　あぱぱぱぱぱぱ」

　と、謎なぞの踊おどりを踊ってくれた。

　あかりは呆あつ気けに取られ、人形の奇き行こうを見守る。

　次に両手で頰ほおを押さえ「あぱぱぱぱぱ」と、同じ悲鳴を上げる。

「やめてー！　冷静になって見ると、とても変だからー。私、いつもこうなの？」

　人形あかりとあかり本人が同時進行で巻き起こす騒そう々ぞうしさに、あかりの袂たもとからオボが顔を覗かせ、鼻をひくつかせた。

「はい、忠実な人形として作られておりますので。秀徳様は力の強い術者でいらっしゃいますから」

　笑顔でさらっと肯定され、あかりは言葉を飲み込んだ。

　沈ちん黙もくしたあかりは脱だつ力りよくし、背もたれへと体重をかける。オボが袂から飛びだして、「気にするな」というようにあかりの胸元にかりかりと爪つめを立てる。

「ええと……なんで私の人形がいて、秀徳と一緒に馬車に乗ることに？」

「オボ、今日はオボに応おう援えんされても僕は怯ひるまないよ。だからオボはこっちにちょっとだけ、どいて。ね、あかりさん」

　質問には答えず、ソラがオボをあかりの膝ひざから下ろした。そのままあかりの膝へとすとんと頭を載せる。

　──って、この状況で膝ひざ枕まくら？

「ああやっぱり寝ね心ごこ地ちがいいな。普通の枕じゃ物足りないよ。あかりさんの膝枕がいちばんだ」

「ソラさんっ」

　ソラがゆっくりと目を閉じた。長い睫まつげが心地よさげに揺ゆれ、馬車の揺れに合わせて茶色の髪がふわふわと跳はねる。

「だって僕、乗り物にちょっと弱いんだ。妖怪って、乗り物で移動しないでしょう？　だからこうやって、あかりさんの膝の上で寝ててもいいと思わない？　オボは、あかりさんの袂に入ってもいいよ。でも膝は、僕のものだ」

「きゅううううう」

　オボは納なつ得とくしたのかどうなのか、さっとあかりの袂に入り込む。それきり顔を出さないから、とりあえず「応援」はしないことにしたらしい。

　ソラがくるりと顔の向きを変え、真下からあかりを覗き込んだ。

　あかりの心臓が、なんでそんなにというくらい激しく高鳴っている。まったくもって、いつまでたっても、ソラのこういうところには慣れないし、どきどきする。

「に、二重顎あごを見ないでっ」

　咄とつ嗟さに顎のところに手を当ててソラの視線から隠かくして言うと「顎なんて見てないよ」と、ソラが笑って言った。

「あかりさん、大好き。あかりさん、ずっと、なにがあってもそのままでいて。あかりさんが笑ってくれたら、僕はそれだけで幸せなんだ。白山や天狗の眷けん属ぞくがあかりさんに悪さをしたらと思うと怖くて、それで馬車を出してもらったの。僕、ちょっとでも長くあかりさんの側にいたくて……」

　思いつめた声でソラが言う。あかりの膝に頭を載せたまま、かすれた声で続ける。

「あかりさん、赤い鳥の簪かんざし、似合ってたよね。きれいだったなあ」

　ソラの手がさっとのび、あかりの頰を撫なで上げる。

「ありがとう。今度、髪をきちんと結ゆって、簪を挿さして遊びに行くわね」

　ソラはひどく静かな目をしていて──恥ずかしさだけではなく、妙みような胸騒ぎがあかりを襲おそう。

「そうだね。うちの朝顔も見てもらいたかった。結局、あかりさんときたら、僕の庭のお花を見にきてくれなかったんだから……。青柳さんのところにばっかり行ってさ。ひどいよ」

　拗すねた口調で口を尖とがらせ、微笑むソラが──なんだかやけに色っぽくて、きれいで、あかりはソラから視線を離せなくなる。ぐんにゃりとした自然体でいながら、一本、芯しんが通った凜りんとした気配。

「ごめんなさい」

「あかりさんとお祭りに行けてよかったなあ。あかりさんと一緒に読みたい本がまだまだたくさんあるんだよ。白山とのことがちゃんと片付いたら、遊びに来てよね」

「うん」

　いつもよりソラは寂しそうだった。それでいてやけに清すが々すがしい顔をしていた。甘えて「撫でて」とねだる声こわ音ねはいつもどおりなのに──あかりがソラの頭を撫でる手の下をするりとすり抜ぬけて、どこか遠くに駆けていってしまいそうな、そんな不思議な気配を漂ただよわせていた。

　あかりの家に辿たどりつくと「じゃあね」とソラが、馬車から降りて手を振った。

　ぽつぽつと落ちてきた雨粒が地面に黒い水玉模も様ようを散らしていく。天気のせいか、いつもなら周囲で遊んでいる子どもたちの姿もない。

「ソラさん、今日は家に寄って欲しいって言わないの？」

「僕、これから行くところがあるんだ。だからまた今度、遊びに来てください。じゃあ秀徳、あかりさんのことよろしくお願いします。あかりさんのおうちに結界を張って、もうちょっとのあいだ、秀徳がちゃんと見張っててよね」

「わかった」

　そう言って秀徳も馬車を降り、あかりの横に立つ。馬車のなかには人形のあかりがいる。ちょこんと座って、ソラが戻ってくるのをにこにこと待っている。

　──私の人形とソラさんはこれからどこに行くの？　ちょっとのあいだ、秀徳さんが私を見張ってくれるって？

　時間がある程度決められているということ？　その「ちょっとのあいだ」秀徳があかりを守っていて──ソラはどこで、なにをする予定なんだろう？

　気づけばあかりは、背中を向けてまた馬車に乗り込もうとしたソラの袖そでをつかんでいた。

「ソラさん……」

　なにが言いたかったわけじゃない。ただ、引き留めたかった。ソラが振り返り、あかりの目を覗き込んだ。

　次の瞬しゆん間かん、あかりはソラの腕うでのなかに強く抱だきしめられていた。

「もう、あかりさん。そんな顔されたら、ぎゅってしたくなっちゃうじゃないか。あかりさんの馬ば鹿か。僕はあかりさんのこと大好きなんだから」

　本当に大好きなんだからねと、ソラがあかりの耳にかすれた声を注そそぎ込む。顔を上げたあかりの唇に、ソラの唇がつかのま、重なる。

　驚きと羞しゆう恥ちのあまりに漏もれたあかりの吐と息いきが、ソラの唇に盗ぬすまれた。

　すぐにソラの唇が離れていく。抱擁が解かれ「往おう来らいでこんなことしてごめん。人前でしちゃ駄だ目めなことだったね」とソラが謝罪する。

「ソラ……さん……」

「ごめん」

　ソラが名残なごり惜おしげにあかりの髪のひとふさに触ふれ──手を離す。

　慈いつくしむような微び笑しようをあかりに向けてから、ソラは馬車へと乗り込んだ。馬車の扉が閉まり、御ぎよ者しやが馬に鞭むちをあてる。走りだした馬車を見送って、あかりは思わず自分の唇を指で覆った。ソラのぬくもりが、まだ唇の上に残っているような気がした。

　空に、遠えん雷らいの不気味な音が響ひびく。

「秀徳さん……。ソラさん、なにをするつもりなの？」

　あかりは、ソラとあかりの抱擁を見て見ぬふりをしていた秀徳に向きあった。

「あかり殿？」

「私の人形は囮おとりなの？　それって期間限定なの？　ソラさんなんだかいつもと様子が違ったわ。あの馬車はいったいどこに向かっているの？」

　秀徳はあかりを無視し、ずれた袈裟を直している。

「返答によっては私、あなたを困らせることをするかもしれないわ」

「どうやって儂を困らせるつもりなんだ？」

　興味深げに聞き返してきた秀徳に、あかりは胸を張って言いきった。

「どうにかして！」

　なにも思いつかなかったとしても、どうにかして困らせてみせる。人を困らせるための手て管くだに関しては、ソラたちにたくさん習ったような気もする。いいことなのか、悪いことなのかは別として──。

　袂から顔を出したオボが、あかりを勇気づけるように「きゅうっ！」と威い勢せいよく鳴いた。
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　百ひやつ鬼き夜や行こうの招しよう集しゆうの声がこだまとなって宝ほう寿じゆの国を駆かけ巡めぐっていく。

　轟とどろき渡る太たい鼓この音を、人は雷かみなりの音と聞き間違えるだろう。激しい光と共に駆け下りてくる妖よう怪かいを見て、稲いな光びかりがどこかに落ちたと思う者もいるだろう。

　陰いん鬱うつな雲が垂たれ込めた空の端はしからはじまる、人の目には見えぬ黒の濃のう淡たんでできた橋の後ろを、ソラはゆっくりと進んでいく。

　ソラの前には、妖怪たちが群れをなして進軍している。

　高たか下げ駄たを履はいた一本足のあやかしがびょんと跳はねる。河童かつぱたちが互いの頭の皿に水を足してまわりながら、踊おどっている。鬼は刀や巨大な金かな槌づちを手に、威い嚇かくするような大声を上げた。

　人に知られている妖怪も名のない妖怪も──強い妖怪も弱い妖怪も──山から海から、川から里から、ありとあらゆる場所から、ソラの声に応じて夜行の橋へと駆けてきた。

　自分の前へと割って入ってくるあやかしを、ソラは黙だまって凝ぎよう視ししている。

　なにを勘かん違ちがいしているのか、幟のぼりを振ふり回して笑っている妖怪がいる。誰だれと戦うんだとあちこちに聞いてまわって、唐から傘かさお化けが橋から落ちかけた。

「危ないよ」

　ソラが片手でつかまえて引き上げると唐傘は「ひゃ」と変な声を上げ、頭を下げてから先頭へと走っていった。

「へえ～。こんなふうになっているのね。百鬼夜行ってすごいわ」

　ソラのすぐ前を歩くのは──傘を差した人ひと形がたのあかりである。

「落ちるから、あまり身を乗りだしたら駄だ目めだよ。それから迷子になるからあんまり僕ぼくから離はなれないでね」

　さっと手を出して、人形の腕うでをつかむ。

「あ……りがとう。気をつけるわ」

　人形のあかりの耳がぱっと朱色に染まり、ソラの心臓もどきどきと跳ねる。

　──人形って、こんなに本物に似るもんなんだなあ。

「そうっすよ。あかりちゃん、もう迷子はやめてくださいよ。百鬼夜行が集まってさあ行くぞーってときに、行方ゆくえ不明になっちまって、時間なかったから焦あせったっすよ。捜さがすのに手間がかかっちまって」

「ごめんなさい。いろいろと……用事があったの」

　白夜は、このあかりが人形なことを知らない。本物のあかりだと信じて接している。

　──人形も迷子になるんだなあ。人形って命じられたことしかやらないのかと思ったのに、あかりさんの人型だからなのかな。いなくなったかと思うと、変なところから走ってきて「おまたせしました。ご主人様」なんて言いだすし。

　表情豊かで、突とつ拍ぴよう子しがなくて──オボがいない以外は、本物のあかりにそっくりだった。

「この計画、あかりちゃんにかかってるところあるんすから、気をつけてくださいよ！　天てん狗ぐ眷けん属ぞくの雑ざ魚こは俺たちが相手をして、白山はソラの大将が相手になって──あかりさんは神社の奥の本殿を目指して囚とらわれているカミを解とき放つ。って、この計画本当に大丈夫ですかね？」

　神社は、人が礼拝するための拝殿と、それより奥まった位置にあるご神体を安置している本殿とがある。カミは間違いなく本殿で過ごしているはずだった。

「カミは、囚われてるわけじゃない可能性も高いですからね。白山に優しくされて、誰も造ってくれなかった自分の社やしろまで建ててもらって、ただただ嬉うれしくて引きこもってるだけのような気もします。そうなると、あかりさんの説得が重要になると思います」

　火車が心配そうに言う。

「大丈夫だよ。あかりさんだけをカミのもとに走らせないからね。白山の片をつけてから、僕とあかりさんとでカミのところに向かう」

「ソラさんが白山と戦っているあいだは、私があかりさんをお助けします」

　入り口に鍵かぎがかけられていたら、そのときは火車の妖よう力りよくで鍵を破は壊かいし、本殿の内部に入る計画である。

「うん。絶対にカミのこと説得してみせる。──カミのせいでこの国が滅ほろんでしまったら、きっとカミ自身が嘆なげき悲しむと思うもの」

　人形がぐっと前のめりになって熱く言う。

「そうっすね、ソラの大将。本気でカミの神社を叩たたき壊こわしましょうぜ！　壊さないと、寿すつ都つが不幸になっちまう。でも俺らが壊す前に、カミの神社の屋根が勝手に落ちたりしてないんすかね」

　白夜がソラの側に寄ってきて、こそこそと聞いた。

「壊れないように白山がすべての呪じゆ力りよくを傾けて、貧乏神の社を補強しているよ。神社が完成して、カミを招き入れてから、カミを呪じゆ術じゆつで閉じ込めてしまうんだろうね。出られなくなったカミを、なにも知らない人間たちが参拝しはじめたときが、この国の終わりになる。なんせカミだからね……」

　いまの世の人びとは、神の由来をたしかめるほど信心深くない。建物の立派さに目くらましされ、いい神様だろうと思い込む。自分たちが貧乏神を敬うやまって、信しん仰こうしているなんて思いもせずに。

「まさか神様を使って呪術を完成し、世界を破壊しようとするなんて」

　火車が信じられないというように左右に顔を振っている。

「カミの野や郎ろう、神様なのになあ。顔なじみの俺様が、しっかりとカミの野郎にお灸きゆうを据すえてやりますぜ。ったく、あいつときたら自分の貧乏力について無む頓とん着ちやくすぎるんでさー」

　苦々しげに言う白夜だったが、その実、カミのことを心配しているのもわかる。

「白夜は天狗たちの相手を頼たのむよ。白山の傘さん下かのすべての天狗たちがいま神社に集合しているようだからね。狸一族は静観だが、猩しよう猩じようはだまされて天狗についたそうだ。他にも天狗についたあやかしがいるらしい。カミと白山は、僕がどうにかするからね」

　人だけではなく妖怪たちも、自分たちが世界を破は滅めつさせる片棒を担かつがされているとは思わずに「妖怪が天下を取る世界になる」とそそのかされて、天狗の下についたと聞いた。

「……ちょ。ソラの大将、ひとりで背負い込みすぎっすよ。カミの奴やつは考えが足りないだけで、顔合わせて事情伝えたら、すぐにこっちに戻もどってきますってば。百鬼夜行の群れを見たら、白山だってびびるに決まってる。意外に戦わなくても決着つきそうっすよ」

「白山は──途中で計画を断念はしないよ。カミはカミだからなあ。貧乏神の貧乏力がみんなに作用して、僕たちはこんなぎりぎりまで神社が造られてることに気づけなかったんだと思うと……どうかなあ」

　あと一歩で間に合わず、大変な事態が起きてしまう。カミはそういう力をこれでもかと発はつ揮きして、どんどんすべてを悪いほうへと加速させている。

　──カミは神様なんだよなあ。

「だーいじょうぶっすよ。俺様のこの鋭するどい切り口の舌ぜつ鋒ぽうで、カミの気持ちなんてちょちょいと変えてみせますって。火車、言ってやってくれよ。昨今の俺の切れまくりの技の巧たくみさをよ！　だいたい件くだんのところに調べに行ったのも、白山がカミのために神社を造ってるの調べたのも俺ですよ？　すっごい働いてる」

「ソラさん、すみません。無視するとこの人すぐ切れるので褒ほめてあげてください」

　火車が淡たん々たんと補足した。

「そういう切れ味じゃねえーっ。切れるってそんなふうに言われたくねー」

　白夜と火車のやり取りが、気負っていたソラの肩の力を抜ぬいた。我われ知らずくすりと笑ったソラの長い髪かみが、強い風に巻かれたなびいた。

　ソラは手にした長なが槍やりの先でトンと橋を叩く。

　橋の裾すそが、寿都のはずれ──山へとつながる平地へとゆっくりとのびていく。

　橋の終着点は──完成間近のカミのための神社だ。

「あかりさん、僕から離れないでね。白山はあかりさんを狙ねらってくると思う。その隙すきをつくから。あと、雨にあまり濡ぬれないように」

　人形は紙なので耐たい水すい性せいに欠けているのだ。

　弧こを描えがいて地表へと降下する橋の上を、先頭の妖怪たちが転がるようにして駆け下りていった。

　轟ごう轟ごう轟ごう轟ごう轟ごう──。

　凄すさまじい光が空を灼やいた。神社へと落ちていく稲妻のあとで、海を逆さにしたようなものすごい雨が降りはじめる。雨は冷たい槍となって地面に突つき刺ささり、百鬼夜行の群れを迎え撃うつために神社から出てきた天狗たちを濡らしていく。

　百を超こえる軍勢が、橋から駆け抜け──天狗へと襲おそいかかる。互いがかちあう場所で、水みず煙けむりがもうもうと舞い上がり、夜行の群れの先頭が、ぼんやりとかすんだ。

　耳に届くあの音は、稲光の音か、それとも刀が嚙かみあう音か。

　白夜と火車が橋を降り、雨の飛沫しぶきを撥はねのけながら、天狗たちに挑いどみかかる。

　雨の檻おりがソラの視界を狭せばめている。なのに、ずっと向こう──神社の入り口の前で、長刀を構える銀色の男の姿だけは、はっきりと見えるのだ。

　白山もまたソラを見た。瞬しゆん間かん、互いの目は、互いの姿しかとらえていなかった。

　そして──ソラは言う。

　槍を地面に叩きつけ、群舞のように互いにもつれあい戦う百鬼の群れの先──白山の姿を睨み据え──空気すべてを震ふるわせ、その声を轟かせる。

「我は夜の覇は者しや──百鬼夜行の図にて、そのしんがりを務つとめ、すべてのあやかしを足下に踏ふみつけて夜を切り裂さく最強の妖怪。空を踏みつけ、昇のぼっていく、妖怪たちの太陽──暗黒太陽である。我が名のもとに集つどえ、そして戦え──百の妖怪たちよ。天狗とその眷属を倒たおし、社を壊せ！」

　おおおおおおおおおおおお──。

　一いつ斉せいに声が上がった。

「誰も呼んでなくてもかまうもんか。俺は『カマイタチの白夜様』だぜっ」

　ソラのすぐ横を白夜が叫さけび、走っていく。

　ソラもあかりの腕を引いて走る。挑みかかってくる天狗たちをひとり、またひとりと躱かわし、槍の柄えで振り払った。目に留める必要もなく、身体からだが勝手に動く。ソラがいま目指すのは──白山だ。

　走るソラの足下で飛ひ沫まつが立つ。つなぐ手の先に──人形のぬくもりが。それだけでソラの胸に勇気が湧わいた。なんでもできると思えた。

　──たとえ人形で、偽にせ物ものでも、あかりさんはあったかいんだなあ。

　赤い塗ぬりの鳥居をくぐり抜ける。あちこちで血しぶきと悲鳴と怒ど声せいが響ひびいている。切りつけてくる相手からあかりを守りながら、白山のもとへと辿たどりつく。

　雲や鳳ほう凰おうの形を刻きざまれた本殿の入り口の扉を背にして、白山がソラたちを待ち構えるように立っていた。その背中には烏天狗の印しるしである黒い翼が生えている。銀色の髪を風が嬲なぶるように乱した。
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　白山の視線が、ソラとあかりの顔を一往復する。

　ソラはあかりの人形から手を離し、身の丈たけより長い槍を両手で構えた。すぐ後ろをついてきていた火車が、ソラのかわりにあかりの側そばに立つ。

「おまえたちは間に合わなかった。社は完成した。カミも社の居い心ごこ地ちがよすぎて、外に出たくないとくつろいでおられる。邪じや魔まはするな、暗黒太陽」

「邪魔するさっ」

　白山が刀を上段に構え、じりじりとソラへとにじり寄る。すると、白山の動きにあわせたように風が吹く。風に流された雨が横よこ殴なぐりで叩きつけ、ソラの視界を乱す。

　注意がそれた隙をつき、白山が踏み込んできた。ソラは咄とつ嗟さに後ろに退ひき、白山の刀を槍で受ける。

「わざわざ俺の女まで連れてきてくれたことには感謝するよ」

　ぎりぎりと刀と槍とをすりあわせ──白山がささやく。

「あかりさんはおまえのものじゃない」

　刀を撥ね返し、くるりと槍の柄を回転させ白山の足を払う。白山はふわりと風に乗り、跳とんだ。着地した白山の足下を泥どろが跳ね、白衣の裾を汚す。

「俺の女だ。俺が愛して──助けられなかった女と同じ顔をして、俺が贈おくった鏡を持っていた。あいつが死んでどれだけの時間が過ぎたか、おまえは知っているか？」

　白山は風を利用し、自在に跳ちよう躍やくしながら切りつけてくる。ソラはそのすべてを受け止め、流し、槍で突く。

　視界の端で、人形のあかりと火車が事前の打ち合わせどおりに、本殿の入り口へと駆けていくのが見えた。

「女っ。行かせるかっ！」

「おまえの相手はあかりさんじゃなく、僕だよっ」

　あかりへと向かおうとした白山の前へと走り込み、刀を薙なぎ払った。

「うるさいっ！　いいか。四百七十八年だ。あいつを失って四百七十八年のあいだずっと、俺は、あいつを救ってくれなかった世界に復讐を果たすことだけ望んで生きてきた。それが叶かなういまになって、その女が俺の前に姿を現したんだ。俺のものになる運命だ」

「違う。あかりさんは──おまえの運命じゃない」

「そうだとしても、おまえの手からその女を奪えるというだけで、俺の胸がすくんだよ！」

　白山が哄こう笑しようする。ソラが突きつけた槍が白山の腹をかすめ、白衣を切り裂く。途と端たん、白山は後ろへと跳びすさった。

「おまえは──僕に助けを求めに来たことがあるんだね？　そして僕はおまえの頼みを聞かなかった。無視して、しかもその事実まで忘れていた。だから僕を恨うらむのは、それで仕方ないよ。それなら僕だけに復讐したらいい。他の者まで巻き込む必要はないよ」

「うるさい！　いまさら──」

「おまえは、自分が大切な相手を守れなかった──そのことに絶望しているだけだろう？　他のことは関係ない。あかりさんも妖怪も人もカミも──世界も、おまえの絶望には関係がないんだよ。復讐するなら、僕を殺すくらいで我が慢まんしてくれ」

　白山は強い。けれどソラのほうがさらに強い。刀と槍とで打ちあいながら、ソラは白山を本殿の入り口から遠ざけていく。ソラと白山の立ち位置は、いつのまにかくるりと反転している。いまやソラが建物の入り口を背負う形で立っていた。白山がもし、あかりたちを追おうとしても、すぐに阻そ止しできる。

「もちろん──おまえのことは殺すとも」

　白山の腹に血が滲にじんでいる。ソラは間合いを詰つめ、白山がこちらへと向かってくる勢いを利用して、槍の穂ほ先さきをその胸へと突き刺した。

　ガチリ──。

　固い手て応ごたえが、あった。

　ソラの妖力を注入した槍の先で、青い火花がチリチリと瞬またたく。

　刹せつ那な。

　雷に似た光のすべてが、白山の胸元から撥ね返される。槍の穂先からソラの手元まで、青い蛇へびに似た輝かがやきがのたうつように伝わって──握にぎるソラの手元を灼いた。

　自分が放った力のすべてを叩き返され、ソラは弾はじけたようにどうっと後ろへと下がった。全身にとてつもない苦痛が走り抜ける。

「──っ。なんだ？」

　身体の内側から苛さいなまれているような鋭い痛みに、ソラは身体をふたつに折った。倒れ込みそうになるのを我慢して、呼吸を整える。内臓が灼けつくように熱い。

「開いたわ！」

　後ろから、あかりと火車の声が耳に届く。

　白山が自身の胸から螺ら鈿でん模も様ようの手鏡を取りだし、ソラへと向けた。

　──あの鏡は!?

「皮肉なもんだ。俺があいつに渡した手鏡は、あいつのことを守れなかったが──俺のことは守ってくれるようだな。おまえの力を撥ね返すとは」

　ソラは体勢を立て直し、力をこめて鞭のようにしなる光こう撃げきをくりだす。ソラの槍からはいくつもの青い光の鞭むちが放たれ、白山へと目がけて空気を切り裂いていく。

　しかし──そのすべてを白山は手にした鏡で防いだ。鏡に当たったソラの斬ざん撃げきはすべて反射され、ソラへと戻ってくる。もちろんソラも最初の一撃で学習し、鏡の反射で戻ってきた攻撃を避よけ、すり抜けた。

　──どうして？

　白山の手のなかで『曇り鏡』は淡あわく輝いている。

　くく……とちいさく笑い、白山はまた風を使った。大きな風に乗り、ソラの上を乗り越えて飛ひ翔しようすると、あかりのもとにふわりと降り立つ。

「待て──。くっ」

　頭上を跳ぶ白山の姿を追いかけて、ソラは後ろを振り返った。

　本殿の扉とびらが開かれて、斜ななめに降る雨が内部へと吹き込んでいく。

　その手前、カミへと駆け寄ろうとしたあかりの腕を白山がつかんだ。

　火車が焰ほのおを生みだして、白山へと投げつけた。その焰をも『曇り鏡』が撥ね飛ばす。

　本殿に、火車の灯ともした火が燃え移る。雨が消す焰は一部。くすぶりながらも、焰は本殿へとゆっくりと広がっていく。

　自分に飛びかかってくる火車を、白山が切りつけた。火車は胸を押さえ地面へと倒れる。火車の真っ赤な髪が雨に濡れて、広がる。

「火車さん─────っ!!」

　あかりが絶ぜつ叫きようし、火車へと手をのばした。

「女。俺のもとに来い。これは──運命だ」

　白山が火車から視線を外はずし、あかりの身体を引き寄せる。火車へと駆け寄ろうとしたあかりの人形を、白山がずるずると引きずっていくのを見てソラが叫ぶ。

「滅めつっ。人形に命じる。消えろっ！」

　そうして、ソラは、白山とカミに向かい、槍を構えて駆けだした。

　あらかじめ秀徳に頼んで、人形に呪まじないをかけてもらっていた。消えろと命じたときに姿を消し、紙へと戻るようにと。その瞬間に生じるであろう白山の隙をつき、ソラは白山にとどめを刺して、かつカミの力をも封ふうじ込めようと策を練っていた。

　が──。

　消えない？

「まさか!?」




　──あれは本物のあかりさんなんじゃ!?




　薄うす々うす、おかしいような気がしていたのだ。顔が似ているそれだけで、あかりと接しているときと同じあたたかな気持ちになることを。カミを絶対に説得すると意気込んだときの様子や、触ふれた手のぬくもり、たまにずれた返答に違和感が──。

　あかりは白山の腕のなかでもがき「火車さん、火車さん！」と必死の形ぎよう相そうで、倒れた火車の名前を呼んでいる。

「暗黒太陽が大切にしているものをその目の前で殺あやめたならば、さぞかし胸がすっとするだろうと──俺はずうっと思いつづけていたんだよ。ソラ、この女は俺のものだ。俺のものだから、俺が──殺す!!」

　白山が楽しげにそう言い、刃やいばの切っ先を羽は交がい締じめにしたあかりの喉のどに突きつける。

「あかりさんっ！」

　悲鳴のような声が出た。そういえば件に告げられた未来はこうだったと、こんなときなのに、不思議に頭の片かた隅すみは冷えていた。『……少女を助けようとして天狗と向きあって、少女を刺そうとした天狗の刀を槍で弾いて──』と、件は予言した。

　ソラは走り込み、まずは一撃──妖力の光をこめて一いつ閃せんで白山の手元を狙う。刀の刃があかりを傷つける直前でからめとり、動けないように妖力の縄なわを編み上げて捕ほ縛ばくしようとした。

　しかし──白山はあかりを抱かかえる腕の位置をずらし、手にしていた鏡でソラの力を退しりぞけた。

「くっ……」

　青い火花がソラの肌はだを灼く。自身の放った妖力がそのまま戻ってきて、ソラの身体を痛めつける。最強の妖怪であることが仇あだになる。誰よりも強い力が、そのままソラに撥ね返ってきて、ソラの身体を傷つけていく。

　いままで負ったことのない類たぐいの痛みが全身に散らばっていく。皮ひ膚ふや肉だけではなく内臓にまで妖力が撥ね返ったのか、息をするのも苦しい。

　──あの鏡さえなければ……。

　本殿へと上がり、あかりを抱えてソラと対たい峙じする白山の足下に、焰が赤い舌をのばす。

　それでも、あかりを押さえつけながら鏡も刀も使おうとする白山には隙が生じていた。あかりが鏡を持つ白山の腕に嚙みついた。

「な……。女、なにをするっ！」

「ソラさんっ。この鏡は私がっ」

　白山の腕を解ほどいたあかりの手には、赤い鳥の簪かんざしが握られていた。そうして、あかりは簪を鏡へと突き立てた。

　鏡の割れる音がした。

　──あ。

　疑念が、確信へと変わる。人形は赤い鳥の簪を持っていない。あれを持っているのは、あかり本人だけだ。

　──いったいどこで入れ替わった？

　手はずを整えてくれていたはずの秀しゆう徳とくに、脳内で呪じゆ詛その言葉を紡つむいだ。ここぞというときに、あるまじきへまをやってのける。敵であったときはそれがありがたかったが、味方になった途端、秀徳のその詰めの甘さにしてやられるとは！

　それまで淡い光を発していた鏡からすうっと輝きが消えた。

　白山が逆上し、鏡から引き抜いた簪を持つあかりへと刀を振りかざす。

　ソラは、白山とあかりとのあいだに槍を差し入れた。白山の刀を受けた槍の柄が、嫌いやな音をたてて切断された。穂先があかりの向こう側へと落ちていき、ソラの手には柄だけが残る。

「あかりさん、逃にげて！」

　そう叫び、ソラは短くなった槍の柄を振り回すと、いま一度、打ちつけてくる白山の刀を薙ぎ払う。あかりを庇かばい、今日の雨のように隙間なく降ってくる白山の刀の斬撃を柄だけで退けた。

　気づけば、ふたりは戦いながら本殿の奥にじりじりと場所を移動していた。ふたりを追いかけるかのように、焰が柱や壁を舐なめ上げ、燃え広がっていく。

　奥には立派な柱が立ち、その柱にはがんじがらめに縛しばられたカミの姿があった。カミは目を閉じてぐったりとしていた。気絶しているのだろうか。

　先に辿りついたあかりが、ソラのものだった槍の穂先を使って、カミを縛る紐ひもを必死になって切ろうとしている。

　──逃げてって言ったのに。

　それでも──ここで逃げずにカミを救おうと尽じん力りよくするあかりだからこそ、ソラはあかりが好きになったのだ。

　外はひどい風を伴ともなう大嵐の豪ごう雨う。

　戦う本殿の内部は火の海だ。

　ソラはあかりとカミを背にして白山に向かう。
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　白山と対峙するソラに背中を向けて、あかりは槍の穂先でカミを縛る縄と格かく闘とうしていた。あまりにも太い縄すぎて、切ろうとしても少しずつ削けずり取るしかできないでいる。

　しかもカミの身体のあちこちに呪じゆ文もんの書かれたお札ふだが貼はりつけられていた。なにがしかの呪術が施ほどこされている。剝はがせばいいのかと手を出してみたものの、力まかせでどうにかなるものではないらしく、指先で光が爆はぜ、札にはまったく触さわれない。

「カミ、起きて！　大変なのよ!!」

　札は後回しにして、縄を縒より上げる繊せん維いのひとつひとつを削そぐことに専念する。そうしながらもあかりは何度も何度もカミの名前を呼んだ。

　巨大な御み柱はしらである。成人の男が何人もで抱えないと取り囲めないような太い柱に、立ったままでカミがくくりつけられている。ぐるぐる巻きに結ゆわえられたカミは、首をうなだれ、ぴくりとも動かない。

　困ったことに、そんな不自然な体勢なのに、カミはことのほか安らかな顔をしている。規則正しい呼吸音がして、ときどき「私～、そんなに奉たてまつられちゃうと～、ふへっ。えへへへへ～」という寝ね言ごとをつぶやく。

　このままだと柱に縛りつけられたまま逃げられずに文字どおり火柱になってしまうというのに、なんという暢のん気きさだろう。

　──カミのところだけ、空気が違うことだけはたしかだわ。

「このままじゃ寿都に厄やく災さいが降りかかるってみんなが言ってる。カミってば！」

　秀徳から今回の計画の詳しよう細さいを聞きだし、人形と入れ替えてもらって百鬼夜行の群れに紛まぎれた。最終的に秀徳を動かしたのは「人形がカミを説得できるとは思えない。あなたの式神を貶おとしめるつもりはないけれど、よりにもよって、あのカミなのよ？　まともな意見じゃ通じない」というひとことだった。

「自分だったらまともじゃないカミのツボをついてみせる」と豪ごう語ごした以上──あかりは絶対にカミを目覚めさせ、カミの意志で社から離り脱だつさせなくてはならない。

　後ろで、ソラと白山が戦っている音がする。外では百鬼夜行の群れと天狗たちが戦っている。激しい雨音に、燃えさかる焰の音が混じりあっている。怖こわくて、できるなら耳をふさぎたいくらいだ。

　あかりの目の前で、白山に斬きられ倒れた火車の姿が脳裏をよぎる。

　ざわっと鳥肌が立った。

　あの瞬間、あかりは自分が本気の戦いのただなかに紛れた、無力な人間の少女だということを思い知った。どこかで高をくくっていたのだ。難しいことを言っているようだが、実際は妖怪たちはみんなソラや白夜みたいなのほほんとしたやり方でけりをつけるのだろう、と。

　でも、違った。

　今日の彼らは、あかりが知っているいつもの飄ひよう々ひようとした妖怪たちではなかった。ここは、緊きん迫ぱくした空気と、力と血がぶつかりあう、本物の戦いくさの場所だった。

　──だけど私はここに来たの。ソラさんのためになりたくて──みんなを守る手助けをしたくて、ここに来たのよ。だから！

　じわりと滲む涙なみだを抑おさえ込み、あかりは縄の繊維を一本ずつ切断していく。

　少なくとも、ソラへの白山の攻撃をあかりは止めることができた。あかりの胸元には、さっき鏡に突き立てて砕くだけた簪がある。白山の、鏡を使った反撃がソラの肌を切り裂き、ソラから力を奪っていた。あれを止めただけでも、自分がここに来た価値はあると思おう。

「ソラの大将～。くそっ。火が……」

　白夜の声が遠くから聞こえる。ああ、白夜は無事なのだ。そしてソラを助けに本殿まで走ってきたのだと思う。

「カミっ！　白夜さんも来たわ。だからもう起きて。私、カミに社は造れないけど、おにぎりは握れるから。芋いも餠もちだって焼き魚だってカミが食べたいものいっぱい作るわ。だから起きて、ここから出ていきましょうよ。ねえ」

　カミのまぶたがひくひくと震えた。

「おにぎり……焼き魚……」

　カミの唇くちびるが動いた。もうひと息だ！

「火車、おまえは力が強すぎるんだよっ。加減しろよ。こんな火が燃えさかってたら、俺たちもソラの大将のこと追えないだろう」

「すまない」

　火車の返事も聞こえ、安あん堵どする。倒れたけれど、致命傷ではなかったのだ。きっと白夜に助けだされて、ふたりでここに向かってきてくれたのだ。

　が、白夜たちの声に紛れて「白山様はご無事か」という天狗たちのものらしき声もする。火車や白夜だけでなく、天狗たちも本殿にやって来ているようだった。

「う……ん。あ、あかりさん～。私～、夢を見ていたみたいです。寝心地よくて、もう本当にいい夢を～、あれ？」

　カミの目がやっと開いた。眼鏡めがねがずるっとずり落ちる。いつものように身体をくねらそうとしたカミは「なんだか～、ちょっと布ふ団とんがかたいかも～？」と、動かぬ身体に困こん惑わくしたように目を細めている。

「寝心地がいいわけないわよ。カミ、柱に縛られているのよ？　お札も貼られて、あなたはこの神社に生きたまま封印されるところだったんだから」

「封印？　おやまあ。言われてみれば～、私、なんだかぐるぐる巻かれて、まるで大切な人に捧ささげる、素敵な贈り物みたいになってますね～。お札つきで、丁てい寧ねいな梱こん包ぽう～。美お味いしいお酒を飲んで寝てしまったら、こんなことに～？　やだ。誰に贈られちゃうんでしょうか～？」

　これを丁寧な梱包で、素敵な贈り物のようになったと言うのか？

「寿都の──ううん、宝寿の国のみんなに贈られちゃうところだったの。カミにとっては嬉しいことかもしれないけど……つまり……貧乏神のカミがみんなに贈られるってことは、宝寿のみんなにとって厄災が引き起こされるってことで……だから」

　カミが首をわずかに傾かしげ「うふふ」と、笑った。

「そうですね～。私～、貧乏神ですからね～」

　はんなりと笑われた。カミにどこまで話が通じているのか、あかりにはさっぱりわからない。しかも白夜と火車だけではなく、天狗たちの声も近づいてきていて──。

「白山様─────っ！　ご無事ですか!?」

「てめっ。天狗の黒髪野郎。てめーなんかに助すけ太だ刀ちさせるか。てめーの相手はこのカマイタチの白夜様だっ！」

「火車さん、白夜さん……」

　あかりはくるりと振り返った。

　戦う白山とソラの向こう──白夜と火車が駆けてくる。

　そのときだ。

　白山が大上段に構えた刀が、焰を受けて赤く光った。

　ソラは頭ず上じように下ろされた刀を、槍の柄で受けた。ぎりぎりと受け止め、迫せまる刃を撥ねる。

　が──撥ね上げた槍の柄を空に掲かかげたまま、ソラはがくりと崩くずれ落ち、片かた膝ひざをついた。

「ソラさんっ!!」

　柄を床につき、必死で身体を支えようとしたソラの口元から血が溢あふれだす。白山の刃ではなく、内側から蝕むしばまれた痛みに耐たえかねたかのように、ソラがその場に倒れ込む。

「ソラさん？　噓うそ！」

　あかりは呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。

　知っている。あかりが背を向けている最中もずっと、ソラと白山は戦っていた。カミを助けることを優先したのは、あかりだ。それが、あかりの役目だと思っていたからだ。

　それに、最強の妖怪であるソラが、頭とう領りようとはいえ天狗に負けるはずがないと信じていた。

　なのに──どうしてソラが倒れているのだ？

　絶叫があかりの口から逬ほとばしった。

「だってソラさん……最強の妖怪なのよ。ソラさんってば。ソラさ……」

　あかりはソラへと駆け寄ろうとした。でも焰が邪魔をして、ソラのもとに近づけない。

　ものの焼ける匂においが鼻につく。ひときわ大きくなった焰に取り巻かれ、ソラは倒れたきり動かない。白夜と火車も、あかりと同じに声を上げ──天狗たちの勝ちどきの雄お叫たけびがこだまする。白山が、勝ち誇ほこったかのように哄笑している。

　あかりの心臓は鉛なまりでも仕込まれたかのように、どすんと重くなる。見ていることを信じられない。信じたくない。

　ソラが動きを止めた。

　まるで時が止まったかのように──。




「なるほど～。これは困りましたね～。私が奉られたせいで～、あれがこうして、これがこうなって～、ソラさんが倒れて～」




　カミだけは、いつもと変わらない。妙みように間延びした声で、いつものように変なことを言っている。

「私ったら、いまこの神社の大黒柱として～、神社をひとりで背負って立っているんじゃないですか～。すごいですね～。神となってどれだけ過ごしてきたか、もう記き憶おくも定かじゃないですが～、こんな体験はじめてで～、たぶん二度とないでしょう～」

　カミがひとこと言うたびに屋根が落ち、壁かべが崩れた。火のせいか、それとも嵐のせいなのか。あるいはその両方か。

　カミはくねくねと身体を動かした。縄は切れない。けれど封印の札は灼け落ちて、勝手に剝がれていく。
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「カミ……おまえは……」

　白山がカミを見て後ずさる。

　視線を追い、虚うつろな瞳ひとみであかりもカミを見る。カミは縛られた柱ごと、じりじりとあかりへとにじり寄ってきていた。

　文字どおり、カミは本殿をひとつ「背負って、立って」いた。縛られた柱ごと移動することで、本殿の屋根や床ゆか、壁にみしみしと亀き裂れつが入っていく。

「私～、神様ですから～」

　カミが申し訳なさそうな顔をして、あかりの横を行き過ぎる。カミが通る一いつ時ときだけ焰は消え──しかし通り過ぎると今度はより一層、高く燃え上がった。

「本気出したらかなりの力があるんですよ～。おもに私が不幸になる方向にですけど～。ソラさんが死んじゃったら～、私～、不幸なんですけど～、それ以上に、この社が倒れるほうが私にとって不幸っていうか～。そんな私で～、すみません～」

　叫んだカミが頭上を見上げる。屋根の一部がさらに落下して、雨が容よう赦しやなく雪な崩だれてくる。豪雨と、崩れ落ちる屋根や壁が、室内の焰をみるみる鎮ちん火かしていく。

「私はこう見えても神なので～、みんなの幸福を常に祈いのっているんです～。揺ゆるぎなく、いつだって、私は皆さんのことを祈っているんですよ～。みんなの幸せのために私が不幸になろうとも～、気にしない～。っていうか、それが私の幸せなんです～」

　ぽっかりと開いた屋根から、真っ黒な空が見える。闇を切り裂き、激しい音をたて稲妻が遠くに落ちた。

「な……に？　俺の封印を撥ね返して──しかも柱ごと移動して本殿を自ら破壊する、だと？」

　白山が刀を構え、カミを睨みつけている。

「くそっ。おまえの思うようになどさせるかっ！」

　白山はカミへと刀を振りかざした。

　掲げた刀に、天空から光の刃が降ってきた。雷らい光こうが、開いた屋根の穴を抜け、白山の持つ刀の切っ先に落ち全身を貫つらぬいた。その足下に、割れた手鏡が転がり落ちる。

　鼓こ膜まくをつんざくようなすごい音がした。目がくらむような閃せん光こうが視界を奪うばっていく。

「白山さ～ん。せめて私は～、神様として～、あなたに最さい期ごの夢を～」

　強きよう烈れつすぎる光は、闇と同じで人の目をくらませる。光と焰と煙けむりとがあたりに充じゆう満まんし、カミの声がほわほわと漂ただよっていった。

　と──白山がどさりと床に倒れる。

　同時に、白山に寄り添そうように、靄もやがかった光が人の女の姿を形作っていくのが見えた。

　──ああ、この人は。

　あかりは息を飲む。そこにいるのは、鏡のなかに映しだされた、あかりによく似た黒髪の少女だった。少女は黒い大きな瞳で白山を見つめ、倒れた白山へと手を差しのばす。

『ごめんなさい。私があなたを悲しませたせいで、あなたはずっと同じ場所に留とどまりつづけていたのね。憎にくしみと怒いかりとを抱えて、すべてを恨んで──。なのにどうしてでしょう。私は、私を忘れないでいてくれた、あなたの気持ちが嬉しい』

　少女の白い指が白山の頰ほおに触れる。白山はゆっくりと目を開き、不思議そうな顔で少女を見返し──笑った。

　幻げん影えいだろうか？　けれど白山はたしかに笑ったのだ。これまでに見せたことのないような愛いとおしげで優しい笑みを浮かべ、少女の名を呼んだ。

『あなたがくれたこの鏡を、私は最期のときまでずっと大切にしていました。山の犬神の贄にえになったあのとき、私の想いは血となってこの鏡に滴したたり、憎ぞう悪おと悲しみと共に封じられてしまった。私に巫み女この力があって、犬神が少しだけ私のことを哀あわれんでくれたから──』

「俺は……そんなこと……知らなかった。おまえが鏡に封じられていただなんて」

『あなたに伝える術すべがなかったの。封じられた私の心は曇くもりつづけ、封印の鏡を手にした者の悲しみと切なさをのみ映しつづけていた。ごめんなさいね。私はあなたの心を過去の憎しみで凍こおりつかせてしまっていたのね。でも、運命は私に応えてくれたわ。曇り鏡は巡り巡って私の血を受け継ついだ巫女の娘むすめの手に渡り、私を封じたのとは別な神と私の血けつ縁えんの巫女が、私の封印を解いてくれたわ。最期の瞬間、あなたと巡りあえた。もう恨うらむのはやめましょう、暗黒太陽のせいじゃない。──あなたの魂たましいが行く場所に、私もついていくわ。さあ参りましょう』

　愛する人よ、と少女は言う。

　白山が苦しげな呼吸と共にうなずくと、少女が白山に手を添える。白山は少女の肩かたを借りて、刀をついて立ち上がった。

　ボロボロの姿なのに──白山はいままで見たどのときよりも、幸福そうに見えた。

『私の一族の娘よ。あなたが巫女の力を貸してくれたことに感謝します。ありがとう。お礼に、あなたとあなたの大事なあやかしに、私の残りの力をすべて授さずけましょう。贄にならなければ全まつとうするはずだった、私の命の残りすべてもあなたに渡しましょう。暗黒太陽と同じ時を刻み、寄り添ってその隣となりを歩み続けられるように』

　あかりと同じ顔の少女が、すーっと手を前に差しのべる。淡い光が滲み、少女の手からあかりと、横たわったきりのソラへと、光の橋が渡った。あたたかいものが、あかりの身体の内側にじんわりと沁しみ込んでいく。ソラとあかりの身体を光の繭まゆが包み──繭は内側から溶けていくように吸収され、消えていく。

　再び雷光が轟いた。きいんとする音が走り抜け、稲妻は白山と少女の上に炸さく裂れつする。

　つかのま、白山と少女の姿が膨ふくれあがったかのように見えた。

　落雷で破壊され、燃える家屋から大きな黒こく煙えんが立ち上がり、あたりすべてを包み込む。稲光は次々と空を切り裂き、子どもが遊びで舞い散らす花火のように、周囲を無む鉄てつ砲ぽうに照らしていた。煙と光が、手に手を取りあって踊り回る。

　白山と少女が寄り添う様子がくっきりと縁ふち取どられ──やがてその輪りん郭かくはぼやけていき、散さん華げした。

　消えていく直前、白山の皮肉っぽい声があかりの耳に届いた。

「女。──やっぱりおまえは俺の運命だったみたいだな。俺からも最期に助力してやる。俺の眷属たちよ──飛べ。悪かったな。すべては俺の我わが儘ままだ」

　白山が巨大な団扇うちわを取りだして、ぶんと振った。

　その場にいた白山の眷属たちが「白山様！　白山様がお幸せであれば私たちはそれでいいんです。ご無事で───────!!」と、泣きながら、遠くへと飛ばされて、消えた。

　あかりの耳元に、白山と少女の幸せそうな笑い声が響いた気がした。







　気づいたときには──少女の姿はかき消えていた。それだけではなく白山の姿もなくなっていた。

　だが、なによりあかりにとって大事なのはソラだった。下火になった焰を飛び越こえ、あかりは倒れるソラのもとに駆け寄る。

「ソラさんっ！　ソラさんってばっ!!」

　必死ですがりついたあかりの声に、ソラの身体がぴくりと動いた。

「……あかりさん？　大丈夫？　怪我はない？」

　目を開けたソラの第一声はそれだった。自分のことはそっちのけで、人の心配をしているなんて。ソラこそがいちばん大変な目に遭あっていたというのに。あかりは泣き笑いの顔になる。

「もう～。ソラさんてば……心配したんだから。心配して……ソラさん……の、馬ば鹿か……」

　あかりの目から涙がぼろぼろと零こぼれ落ちる。

「泣かないで、あかりさん。あかりさんを泣かせてるのが僕なんだとしたら、僕、自分で自分のことが許せないから。あかりさん……ああ、もう」

　ソラはゆっくりと起き上がり、あかりの後ろ頭に手を添えて、顔を近づける。あかりの涙をぺろりと舌で舐め取って「大好きだよ」と、ささやいた。暗黒太陽の神こう々ごうしくも凜り々りしい姿であっても、その物言いは優しくて、飄々として、いつもどおりのソラすぎて──ソラが生きている安堵と、いままでの不安が一緒になって、あかりの涙るい腺せんは完全に崩ほう壊かいしてしまう。
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「私……ソラさんになにかあったらどうしようって……」

　泣きじゃくって、言葉がうまく出てこないあかりをソラが抱きしめる。

「そうなの？　僕もだよ。あかりさんになにかあったら、僕は生きていけないと思った。あのね、好きだとか愛してるとか言ってるだけじゃ足りない。その先が欲しいんだ。なんでだか僕、生きてるみたいだし……だったらもう少し、望んでもいいよね？」

「って……ソラさん、その先って……」

「結婚しよう？　ううん、してください」

「け……結婚!?」

「だって結婚したら、人前でもいろいろなことできるでしょう？　僕、いますぐあかりさんのことぎゅってして、がぶってして、可愛かわいがって、ぐしゃぐしゃにしたいのを抑えてるんだもの」

　──ぎゅってして、がぶってして、可愛がって、ぐしゃぐしゃにって？

　心臓があり得ないくらいに跳ねた。いったいどうしたんだと、自分の心臓を問いつめたいくらいに跳ね回り──頭から耳からなにもかもがカーッと熱くなる。

　ひっくと変な声をあげて固まるあかりの後ろから、柱を背負ったままのカミがにじり寄り「ソラさん～、いまですよ～」と、倒れかかってきたのだった。
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　結局、カミの神社は木こっ端ぱ微み塵じんに崩壊した。天狗勢と百鬼夜行軍の戦いに、落雷の集中攻撃と嵐だけでも凄まじかったのに、カミ自身が柱を引きずってあちこちを移動してその神じん通つう力りきを発揮したのだから、ひとたまりもない。

　後のちに、寿都の人びとは「あの日、山と寿都の町との境目になにが起きたかは、人間にはわからないことだった」とその怪異を伝えたと言う。空が落ちてきたとも、神の鉄てつ槌ついが振り下ろされたとも、言われていた。

「私の……私の社が～、もったいない～、でもちょっとのあいだだけでもいい夢が見られたから、それでいいことにします～」

　とカミがおんおんと泣いていたが、泣きながらもカミはどこか幸せそうだった。

　白山の側そつ近きんである天狗たちは白山によって飛ばされ、何処いずこかへと消えた。その後の消息は杳ようとして知れない。末まつ端たんの天狗と、天狗に与くみした者たちは、百鬼夜行の群れに取り押さえられ、妖怪総大将ぬらりひょんの裁きを受けるため連行されていった。

「ぬらりひょんさんも面めん倒どうくさがりですから、何事もなかったように、妖怪たちをまた外に出すんじゃないでしょうか。良きにつけ悪あしきにつけ、私たち妖怪は、物事をその場その場でしか見ませんから」

　というのが火車の見解である。

「ねえ、おかしいなあ。僕、件に『死ぬ』って予言されてたはずなんだけどなあ」

　一命を取り留めたソラがふわふわと首を傾げる。

「ソラさん、ですから～、私はこう見えて神様なんですよ～？　妖怪や人や呪術者が、定められた未来を変えられないとしても、私には過ぎていく時間や未来を、曲げられるだけの力があるんです～。おもに私が不幸になる方向にですが～」

「じゃあカミにとって僕が生きてるほうが不幸ってことなの？」

　解げせぬという顔をしてソラが質問し、カミは「だってそりゃあ、私だって社が欲しいですもん～」と身をくねらせた。

「白山さんは私にとっては、いい人でしたよ～。白山さんが生きていて、あの鏡に封じられていた人に巡りあわないでいる限り～、あの人は何度でも私に社を造ったんじゃないですかね～。貧乏神の私の神社で、世界を呪詛したんでしょうね～。白山さんが生きてる未来のほうが、ソラさんが生きてる未来より、私自身は幸せなんでしょうね～」

「ひどいな、カミ」

「そうですね。ひどいんですよ～。でも私は、そういう神様なんですから～。それにみんなの幸せをいつだって祈ってるんです。我わが身を犠ぎ牲せいにして～」

　カミが「うふふ～」と笑った。

　ソラも「カミは悲しい神様だね。大変だね」と、カミに笑い返した。
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　町のはずれの屋や敷しきにて──今日もソラは黄き表びよう紙しを広げ、遊びに来たあかりを笑顔で迎えてくれる。

　あかりは今日は、ソラに買ってもらった簪を、結った髪に挿さしていた。鏡を砕いたときに一部が欠けた赤い鳥の簪だったが、職人に頼んで直してもらったのだ。

「あかりさん、その簪つけてきてくれたんだ。きれいだなあ」

　ソラがうっとりとした目であかりを見つめ、褒めてくれる。本気で褒めているのが伝わるから、あかりは照れくさくてうつむいた。

　さらにソラときたら、座ったあかりの膝にひょいと頭を載のせてしまうのだ。

　あかりの膝枕の具合を試しながら「庭の朝顔をあかりさんに見せたかったのに、このあいだのひどい嵐で駄目になってしまったよ」としょんぼりしている。

「でも──まだ来年があるものね。あかりさんと来年も、そのまた先も一緒にいられるなんて幸せだな。また来年、朝顔を植えるよ。それに夏の盛りには向日葵ひまわりが、秋には秋桜コスモスが咲くよ」

「うん。楽しみにしてる」

「あかりさん、僕の頭を撫なでて」

　子犬みたいな顔をしてねだるように言うから、あかりはソラの癖くせ毛げをくしゃっと撫で回す。ソラは額ひたいをあかりのお腹なかのあたりにぎゅっと押しつけ「うーん」と甘えた声を出した。

「ねえ、あかりさん。僕、白山のこと嫌きらいになれなかったよ。だって白山は、なんだか僕と似てたもの」

　ソラが、ふいにそんなことを言う。

　白山のことや、鏡のなかの少女のことを思い返すと、あかりの胸はちくちくと痛む。たったひとりの大事な人を想うがゆえに、世界すべてに復讐しようとした、力のある男の物語──。はた迷めい惑わくだった。子どもじみていた。それでも、白山のことをあかりもいまとなっては憎みきれずにいる。

「ソラさんは白山には似てないわよ」

「そうかな。あかりさんに会って、いろいろと教わらないままだったら、僕はいまの僕じゃなかったからなあ。……ねえ、だから結婚しようよ。駄目？」

　ソラがあかりの指をきゅっとつかみ、下から顔を覗のぞき込んでかすれた声でささやいた。

「あ……ぱぱぱぱぱぱ」

　耳から蒸気が噴ふきだしそうに顔を赤くしたあかりの首筋に片手をあて、ソラは優しく顔を引き寄せて言う。

「ん。あかりさん、また、おりてきちゃったの？　そういうところも可愛いね」

　ソラの唇があかりの唇に重なる。

　あかりの謎なぞの悲鳴は、ソラの濡れた舌のなかで、溶とけて消えていった──。
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「天てん狗ぐたちとの対決の場での活かつ躍やく、大たい儀ぎであった。天狗とその眷けん属ぞくとの遺い恨こんもあろう。されど天狗の頭とう領りようも、いまはもう亡ない。互いの犠ぎ牲せいのすべてを水に流し、我われら妖よう怪かいはまたひとつとなろうではないか」

　ソラの心ここ地ち良く、甘い、かすれた声が響ひびき渡る。

　最強の妖怪にして、暗黒太陽の呼びかけに、その場に集つどった妖怪たちが「うおおおおお」と雄お叫たけびを上げた。

　ふだんは人ひと気けのない広い屋や敷しきのなかが、今夜ばかりはみっしりとあやかしたちで溢あふれている。強い妖怪もいれば、弱い妖怪もいる。それぞれが歌い、踊おどり、笑い、喧けん嘩かをしたりしながら、ふるまわれた酒とご馳ち走そうにむしゃぶりついている。

「今宵こよいは無ぶ礼れい講こうぞ。ただし──我わが婚約者殿どのに対してだけは、決して無礼なことをしてはならぬ。わかったな？」

　ソラが杯さかずきを掲かかげそう言い放つと──どこまでわかっているのか、やはり妖怪たちは「うおおおおおおお」と叫さけび返した。

　──百ひやつ鬼き夜や行こうのときもすごかったけど、本当に妖怪ってたくさんいるのね。

　あかりは呆ぼう然ぜんとして、爛らん々らんとした目でソラを注目しているあやかしたちの顔を見回した。

　ソラは毎日毎日「結婚しよう」と言ってきた。

　あかりはもちろん承しよう諾だくはしなかったのだが──。

　とうとう、ソラの助すけっ人ととして青あお柳やぎが出てきて、あかりを叱りつけたのだ。

『学校があるし、歳としが若いから結婚は無理？　じゃあ婚約しなさい。本当にきみはたちが悪いうえに素直じゃないし鈍どん感かんな女の子だね。きみのような女の子について日記に書こうかと思うくらいだよ！』

　かくして──がみがみと怒おこりだした青柳がきっかけとなり、秀しゆう徳とくや火か車しやが手はずを調えてくれて、妖怪たちだけの「婚約披ひ露ろうの宴うたげ」が執とり行われることになったのだ。







　ソラの袂たもとからオボが抜ぬけ出て「きゅうーっ」と走りだす。その先には、オボの仲間たちがたくさんいた。みんなでくるくるっと輪になり、オボ同士で再会をわかちあっている。

　──オボって、同じ種族がたくさんいたのね？

　毛の色の配色と、肉球の模も様ようがそれぞれに違ちがっている。どのオボも可愛かわいいが、あかりのオボが間違いなくいちばん可愛いと思う。親おや馬ば鹿かである。親ではないが。

「お嬢じようさんは弱い妖怪も見えるわけですな。巫み女この血筋で、ご両親の霊れいの加護もあり、さらに先の戦いで、白しら山やまとその恋人の巫女の力まで譲ゆずり受けられたと聞いているが？」

　ぬるりとした、どこかとらえどころのない細身の男の妖怪が、あかりに話しかけてくる。

　妖怪総大将と言われる、ぬらりひょんである。

「そうみたいですね。自分ではわからないんですけど」

「野心のある白山が消えてしまったことで、我ら妖怪は、弱いも強いも一いつ緒しよくたに、いずれ人からは見えないものになりそうです。けれど、お嬢さんのその力があるならば、そのときが来ても、我らのことを『見て』くれるのでしょう」

　ぬらりひょんが遠くを見つめるようにつぶやいた。

　──白山は悪い奴やつだった、とは言わないのね。

　あやかしたちは、あかりにはわからない倫りん理りで動いている。白山がいなくなっても、狸たぬきたちは何事もなかったようにソラやあかりに挨あい拶さつをして寄よ越こした。白山の側そつ近きんの天狗たち四名だけは消えてしまったが、それ以外の天狗たちは、当たり前のように山に戻もどってきて暮らしはじめていると聞く。

「しかし世の中とは不思議で愉ゆ快かいなものですな。『曇くもり鏡』は、何人もの人と妖怪の手を経へて、ちゃんともとの持ち主の巫女の血筋であるあなたのところにやって来た。そのうえ、あなたは貧びん乏ぼう神がみの力を借りて四百八十年前の巫女の封ふう印いんを解いてしまった。それで白山の復ふく讐しゆうに凍こおりついた心まで溶とけてしまったというのだから……」

「だって、あかりさんだもの」

　ソラが、ぬらりひょんに向かって、根こん拠きよにならない理由を堂々と告げる。

「ソラさんは本当にこのお嬢さんが好きなんですなあ。百鬼夜行のしんがりにして、暗黒太陽と怖おそれられたソラさんが、まさか人の子と婚約しようとはなあ。あかり嬢と言ったかの。力のある巫女の血筋を持つ者といっても、これのお守もりは大変じゃろうて」

　呆あきれた顔でぬらりひょんが言う。

「そうかなあ。妖怪のなかでは、僕はそんなに大変なほうじゃないと思うんだけどなあ。そうでしょう？　あかりさん」

　ソラが不服そうに口を尖とがらせ、あかりに相づちを求めてきた。

「そ……そうね」

「毎日の膝ひざ枕まくらとぎゅっと接せつ吻ぷんで、いまのところは我が慢まんしているし、この程度だったら可愛いもんだと思う。それとも、もっと先までいってもいいの？　あかりさん」

　いつものようにソラはとんでもないことを言い放ち、すっと身を乗りだして、あかりの膝に手をついた。

「……わ─────。あぱぱぱぱぱぱ」

　ソラの好意表明は素直すぎる。隠かくすということを知らないソラの言動で、あかりは毎日、顔から火が噴ふきでそうだった。

　それでも──それが幸せだと思ってしまうから、仕方ない。

　突とつ拍ぴよう子しもない部分も含ふくめて、あかりはソラが好きなのだ。へんてこで、周囲を煙けむに巻く最強の妖怪。ふわふわとしているのに、ここぞというときには力を発はつ揮きし、あかりを幸福にするためには自分が死ぬ運命ですら受け入れてしまうくらいに、あかりのことを好きでいてくれて──。

「ソラさん～、あかりさん～。白びやく夜やったらいい奴なんです～。なんか私に、鶏とり肉にくの柿の葉包み焼きを～」

　遠くからカミがなにかを言いながら走ってきて、途中で「ひゃあ～」と叫んで転んでいる。そのままカミに巻き込まれて転てん倒とうする者が続出し、その一角だけが阿あ鼻び叫きよう喚かんに……。

「カミ、今日も不幸だなあ」

「そうね……」

　しかしそんなカミの不幸を礎いしずえにして、ソラは命を長らえて、あかりもまたソラと並んで生きていけるだけの寿命を授さずかることができたらしい。

　そう思うと、なんともいえない、切ないような申し訳ないような気持ちが胸に湧わいてくる。

　幸福と不幸は縒よりあわさって、ひとりの人の運命を形作っている。それだけではなく、たくさんの人や妖怪の運命が縒りあわさって、ねじれからまって、この世界を作っているのだとも思う。

　ソラとあかりは我知らず互いに見つめあった。目が合って、ふっと同時に微笑ほほえむ。

　──あなたに会えてよかった。

　ソラがあかりの耳元に唇くちびるを近づけ、あかりが思ったのと同じ言葉をささやいた。あかりの頰ほおがパッと朱に染まり──気配を察したのか、たくさんのオボたちがあかりとソラに向かって駆かけてきて一いつ斉せいに「きゅう～」と鳴きながら「応おう援えん」してくれたのだった。
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　こんにちは。佐さ々さ木き禎てい子こです。

　今回は架か空くうの国「宝ほう寿じゆ国こく」の物語、完結編となります。




　残念系「ゆるふわ男子」と残念系「読書好き作家志望女子」の恋模様と、その周辺のことごとく変わった連中が最後の最後まで大騒ぎしております。

　一応、この三巻目だけでも楽しめるように書いておりますが、もし「宝寿国」の連中のことを気に入ってくださったら、ぜひとも第一巻、第二巻ともお手に取っていただけたらと思います。




　実はこの話、一巻目の時点でまったく先を決めてなかったもので（って、ぶっちゃけてしまうと自分の作者としての無能さが浮き彫りになる。涙）「え、続きですか!?　どうしよう。なにも考えてなかったけど……」って狼うろ狽たえつつ「カミ頼み！」で書いたという裏話が。

　特にこの完結編はまさしく「カミ頼み！」のラストとなっております。

　あかりちゃんよろしく「おりてきたわ！」となり、踊おどりながら書きました。

　そしてそれがとても心ここ地ち良く、書いていくうちにスパスパと物事が話の筋としてはまっていくのが快感でした。私自身が「こういうオチになるのか」と驚いたこのお話、皆さんにも「このオチですか」と脱力して笑っていただけるといいなあ。

　本当は先を決めてないこういう書き方はいけないと思うんですが（私も普通はそういう書き方はしないです。と言い訳しつつ）「あやかし」のシリーズに限っては、その書き方が自分でもびっくりするくらい楽しかったです。私のなかでは「書けて幸福」な世界とキャラでした。

　なんていうかしみじみと、物語っていいよね。幸せだよね！

　思いがけず三巻まで書き綴つづることができたのは応援くださった皆様のおかげです。本当にありがとうございます。




　イラストの明あ咲さきトウル先生。あまりにも可か愛わいいイラストにＰＣ前で悶もだえまくってました。名のない妖怪たちまで丁てい寧ねいに描いていただいて、しかも最終巻はオールキャラ登場でおめでたいデザイン……本当に本当にありがとうございます。

　担当編集様、毎回たくさんのアドバイスをありがとうございます。

　そしてなにより読んでくださった皆様に一番の感謝を。ありがとうございます!!

　またどこかでお会いできますように──。
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